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序　　　文

　この報告書は南九州西回り自動車道鹿児島道路（鹿児島ＩＣ～市来

ＩＣ間）の建設に伴って，平成５年度から平成７年度にかけて実施し

た鹿児島市石谷町（旧日置郡松元町）に所在する仁田尾遺跡の発掘調

査の記録です。

　仁田尾遺跡は，旧石器時代ナイフ形石器文化期と細石刃文化期，そ

して縄文時代草創期～晩期と古墳時代・古代までの複合遺跡です。そ

のなかで旧石器時代のナイフ形石器文化と細石刃文化の両時期におい

ては，多数の遺物集中ブロックが検出され，ナイフ形石器や細石刃な

どの石器は総数１０万点を大きく上回る出土量であり，西日本最大規模

級の遺跡として全国的に注目されました。

　特に，細石刃文化期で発見された１６基の落とし穴は，全国的にも貴

重な遺構であり，当時の南九州ではすでに落とし穴猟が広く行われて

いたことを示し，その後に続く縄文時代落とし穴の出現を考えるうえ

で重要な資料といえます。

　本報告書が，県民の皆様はじめ多くの方々に活用され，埋蔵文化財

に対する関心とご理解をいただくとともに，文化財の普及の一助にな

れば幸いです。

　最後に，調査に当たりご協力いただいた国土交通省鹿児島国道事務

所や鹿児島市（旧松元町）教育委員会及び発掘調査に従事された地域

の方々に厚く御礼申し上げます。

　平成２０年３月

鹿児島県立埋蔵文化財センター

所　長　宮　原　景　信 
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特記事項主な遺物主な遺構主な時代種別所収遺跡名

ナイフ形石器，台形石器，掻器，

削器，石核，接合資料ほか

礫群５６基

ブロック６２

旧石器時代第Ⅰ文化

ナイフ形石器文化

散布地仁田尾遺跡

小型ナイフ，小型台形石器，スク

レイパー，石核ほか

礫群７基

ブロック８
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土器，深浦式土器，船元式土器，

指宿式土器，市来式土器ほか

石鏃，石匙，石錐，打製石斧，磨

製石斧ほか

集石２３基

土坑１１基

掘立柱建物跡１基

落とし穴３基

縄文時代早期～晩期

成川式土器，土師器，須恵器古墳～中世

　仁田尾遺跡は，旧石器時代ナイフ形石器文化期から中世までの複合遺跡である。旧石器時代はＡ

Ｔ直上の狸谷型ナイフ形石器を主体とするものである。第Ⅲ文化層は旧石刃時代細石刃文化から一

部縄文時代草創期を含むものであり，６２か所のブロックが検出されるなど西日本最大規模の遺跡内

容である。この文化層ではこれまでに例のない落とし穴が１６基検出され注目された。

遺跡の概要



仁田尾遺跡の位置図
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例　　　言
１　本報告書は，南九州西回り自動車道鹿児島道路（鹿児島西ＩＣ～伊集院西ＩＣ）建設に伴う仁

田尾遺跡の発掘調査報告書である。

２　本遺跡は，鹿児島県鹿児島市石谷町（旧日置郡松元町石谷）仁田尾に所在する。

３　発掘調査は，建設省九州地方建設局鹿児島国道工事事務所（現　国土交通省九州地方整備局鹿

児島国道事務所）から鹿児島県教育委員会が受託し，鹿児島県立埋蔵文化財センターが担当した。

４　発掘調査は，平成５・６年度と，平成７年度は平成７年８月８日から平成８年３月２５日まで実

施し，整理作業及び報告書作成は，平成１０年度と平成１６～１９年度に鹿児島県立埋蔵文化財セン

ターで実施した。

５　遺物番号は，旧石器時代の各文化層及び縄文時代の各時期ごとに，通し番号とし，本文・表・

挿図・図版の番号は一致する。また，遺物取上番号は，通し番号であり，本報告書ではそのまま

使用した。

６　挿図の縮尺は，各図面に示した。石器の挿図縮尺は，Ⅷ層遺物はは５分の４，Ⅶ層遺物は原寸，

Ⅴ～Ⅲ層遺物は３分の２もしくは３分の１を基本とする。

７　本書で用いたレベル数値は，当時の建設省九州地方建設局鹿児島国道工事事務所が提示した工

事計画図面に基づく海抜絶対高である。

８　発掘調査における図面の作成，写真の撮影は，各調査年度の調査担当者が行った。空中写真撮

影は，有限会社スカイサーベイに委託した。

９　遺構実測図のトレースは，整理作業員の協力を得て宮田栄二が行った。

１０　土器の実測・トレースは，整理作業員の協力を得て相美伊久雄が行った。

１１　石器の実測・トレースは，株式会社九州文化財研究所，国際航空業株式会社，株式会社パスコ，

埋蔵文化財サポートシステムに委託し，監修は宮田栄二が行った。また，石器のなかで細石刃と

一部の石器については，埋蔵文化財センター石器実測斑が実測・トレースを行った。

１２　石材別出土分布図，器種別出土分布図，縄文時代土器出土分布図，縄文時代石器種別出土分布

図などのパソコンによる作図は内村光伸が作成した。

１３　テフラの分析，炭化物の放射性炭素年代測定，植物珪酸体分析，花粉分析，炭化種実分析，黒

曜石産地分析などは，株式会社古環境研究所，パリノ・サーヴェイ，パレオ・ラボ，遺物材料研

究所，加速器分析研究所に委託した。また，土器付着物の年代測定は国立歴史民俗博物館・年代

測定研究グループに依頼した。これらの分析結果は第Ⅸ章に掲載している。

１４　遺物の写真撮影は，吉岡康弘・ 嶋敦洋・福薗慶明・寒川明枝が行った。

１５　本書における執筆は，第１分冊を宮田栄二が，第２分冊を宮田が中心となり一部を馬籠亮道が

担当した。第３分冊はⅦ章の縄文土器と，Ⅷ章を相美伊久雄が担当し，縄文時代石器は宮田が中

心となり一部を池畑耕一が担当した。

１６　本書の編集は，第１分冊と第３分冊を宮田が，第２分冊は井ノ上秀文と宮田が行った。第４分

冊の写真図版編は寒川明枝が行った。

１７　遺物は，鹿児島県立埋蔵文化財センターで保管し，展示・活用する予定である。なお，仁田尾

遺跡の遺物注記の略号は「ＮＩ」である。
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図版５５　第Ⅰ文化層出土石器群・接合資料（４）

図版５６　第Ⅰ文化層出土石器群・接合資料（５）

図版５７　第Ⅰ文化層出土石器群・接合資料（６）

図版５８　第Ⅰ文化層出土石器群・接合資料（７）

図版５９　第Ⅰ文化層出土石器群・接合資料（８）

図版６０　第Ⅰ文化層出土石器群・接合資料（９）

図版６１　第Ⅰ文化層出土石器群・接合資料（１０）

図版６２　第Ⅰ文化層出土石器群・接合資料（１１）

図版６３　第Ⅰ文化層出土石器群・接合資料（１２）

図版６４　第Ⅰ文化層出土石器群・接合資料（１３）

図版６５　第Ⅰ文化層出土石器群・接合資料（１４）

図版６６　第Ⅰ文化層出土石器群・接合資料（１５）

図版６７　第Ⅰ文化層出土石器群・接合資料（１６）

図版６８　第Ⅰ文化層出土石器群・接合資料（１７）

図版６９　第Ⅰ文化層出土石器群・接合資料（１８）

図版７０　第Ⅰ文化層出土石器群・接合資料（１９）

図版７１　第Ⅰ文化層出土石器群・接合資料（２０）

図版７２　第Ⅰ文化層出土石器群・接合資料（２１）

図版７３　第Ⅰ文化層出土石器群・接合資料（２２）

図版７４　第Ⅰ文化層出土石器群・接合資料（２３）

図版７５　第Ⅰ文化層出土石器群・接合資料（２４）

図版７６　第Ⅰ文化層出土石器群・接合資料（２５）

図版７７　第Ⅰ文化層出土石器群・接合資料（２６）

図版７８　第Ⅰ文化層出土石器群・接合資料（２７）

図版７９　第Ⅰ文化層出土石器群・接合資料（２８）

図版８０　第Ⅰ文化層出土石器群・接合資料（２９）

図版８１　第Ⅰ文化層出土石器群・接合資料（３０）

図版８２　第Ⅰ文化層出土石器群・接合資料（３１）

図版８３　第Ⅰ文化層出土石器群・接合資料（３２）

図版８４　第Ⅰ文化層出土石器群・接合資料（３３）

図版８５　第Ⅰ文化層出土石器群・接合資料（３４）

図版８６　第Ⅰ文化層出土石器群・接合資料（３５）

図版８７　第Ⅰ文化層出土石器群・接合資料（３６）

図版８８　第Ⅱ文化層４号礫群検出状況

　　　　第Ⅱ文化層５号礫群検出状況

　　　   第Ⅱ文化層６号礫群検出状況

図版８９　第Ⅱ文化層４ブロック検出状況

　　　　第Ⅱ文化層４号礫群･ブロック検出状況

　　　　第Ⅱ文化層調査風景

図版９０　第Ⅱ文化層１～４ブロック出土石器群

図版９１　第Ⅱ文化層５･６ブロック出土石器群

図版９２　第Ⅱ文化層７･８ブロック出土石器群

図版９３　第Ⅱ文化層出土石器群

図版９４　第Ⅲ文化層１号陥し穴掘り下げ状況

　　　　第Ⅲ文化層１号陥し穴逆茂木断面（１）

（２）



図版９５　第Ⅲ文化層２号陥し穴掘り下げ状況

　　　　第Ⅲ文化層２号陥し穴完掘状況

　　　　第Ⅲ文化層陥し穴逆茂木検出状況

図版９６　第Ⅲ文化層３号陥し穴断面

　　　　第Ⅲ文化層３号陥し穴完掘状況

　　　　第Ⅲ文化層３号陥し穴半裁完掘状況

図版９７　第Ⅲ文化層４号陥し穴完掘状況

　　　　第Ⅲ文化層４号陥し穴逆茂木痕検出状

況（１）（２）（３）

図版９８　第Ⅲ文化層５号陥し穴断面（１）（２）

　　　　第Ⅲ文化層５号陥し穴完掘状況

図版９９　第Ⅲ文化層５号陥し穴半裁状況

　　　　第Ⅲ文化層５号陥し穴逆茂木痕

　　　　第Ⅲ文化層５号陥し穴完掘状況

図版１００ 第Ⅲ文化層６号陥し穴断面

　　　　第Ⅲ文化層６号陥し穴完掘

　　　　調査風景

図版１０１第Ⅲ文化層６号陥し穴逆茂木検出状況

（１）（２）（３）

図版１０２ 第Ⅲ文化層７号陥し穴検出状況

　　　　第Ⅲ文化層７号陥し穴薩摩火山灰半裁

状況

　　　　第Ⅲ文化層７号陥し穴断面

図版１０３ 第Ⅲ文化層７号陥し穴掘り下げ状況

　　　　第Ⅲ文化層７号陥し穴完掘状況

　　　　第Ⅲ文化層７号陥し穴逆茂木断面

図版１０４ 第Ⅲ文化層８号陥し穴検出状況

　　　　第Ⅲ文化層８号陥し穴断面

　　　　第Ⅲ文化層８号陥し穴逆茂木断面

図版１０５ 第Ⅲ文化層９号陥し穴周辺遺物出土状

況

　　　　第Ⅲ文化層９号陥し穴逆茂木検出状況

第Ⅲ文化層９号陥し穴逆茂木断面

図版１０６ 第Ⅲ文化層１０号陥し穴断面

　　　　第Ⅲ文化層１０号陥し穴掘り下げ状況

　　　　第Ⅲ文化層１０号陥し穴逆茂木断面

図版１０７ 第Ⅲ文化層１０号陥し穴逆茂木検出状況

　　　　第Ⅲ文化層１０号陥し穴逆茂木完掘状況

　　　　第Ⅲ文化層１０号陥し穴逆茂木想定

図版１０８ 第Ⅲ文化層１１号陥し穴検出状況

　　　　第Ⅲ文化層１１号陥し穴半裁状況

　　　　第Ⅲ文化層陥し穴掘り下げ状況

図版１０９ 第Ⅲ文化層１１号陥し穴逆茂木完掘状況

（１）（２）

図版１１０ 第Ⅲ文化層１２号陥し穴検出状況

　　　　第Ⅲ文化層１２号陥し穴逆茂木完掘状況

（１）（２）

図版１１１ 第Ⅲ文化層１３号陥し穴検出状況

　　　　第Ⅲ文化層１３号陥し穴掘り下げ状況

　　　　第Ⅲ文化層１３号陥し穴逆茂木完掘状況

図版１１２ 第Ⅲ文化層１４号陥し穴検出状況

　　　　第Ⅲ文化層１４号陥し穴掘り下げ状況

　　　　第Ⅲ文化層１４号陥し穴逆茂木検出状況

図版１１３ 第Ⅲ文化層１５号陥し穴掘り下げ状況

　　　　第Ⅲ文化層１５号陥し穴逆茂木検出状況

（１）（２）（３）

図版１１４ 第Ⅲ文化層１６号陥し穴検出状況

　　　　第Ⅲ文化層１６号陥し穴半裁状況

　　　　第Ⅲ文化層１６号陥し穴掘り下げ状況

　　　　第Ⅲ文化層陥し穴逆茂木完掘状況（１）

（２）

図版１１５ 第Ⅲ文化層溝状遺構・北から

　　　　溝状遺構・南から

　　　　溝状遺構断面

図版１１６ 第Ⅲ文化層溝状遺構とその周辺部

図版１１７ 第Ⅲ文化層１６ブロック礫器集中部

　　　　第Ⅲ文化層１６ブロック礫器集中部

　　　　第Ⅲ文化層４８ブロック磨石集中部

図版１１８ 第Ⅲ文化層３ブロック検出状況

　　　　第Ⅲ文化層４ブロック土器出土状況

　　　　石谷小学校見学と調査風景

図版１１９ 第Ⅲ文化層７ブロック検出状況

　　　　第Ⅲ文化層７･１７ブロック検出状況

　　　　第Ⅲ文化層１２ブロック検出状況



図版１２０ 第Ⅲ文化層１４・１６ブロック検出状況

　　　　第Ⅲ文化層１７･１９・２０ブロック検出状況

　　　　第Ⅲ文化層１９ブロック検出状況

図版１２１ 第Ⅲ文化層２３～２５ブロック検出状況

　　　　第Ⅲ文化層２６・２７ブロック，１４号落と

し穴検出状況

図版１２２ 第Ⅲ文化層２８ブロック検出状況

　　　　第Ⅲ文化層３１ブロック検出状況

　　　　第Ⅲ文化層調査風景

図版１２３ 第Ⅲ文化層３８～４０ブロック検出状況

　　　　第Ⅲ文化層調査風景

　　　　第Ⅲ文化層土器出土状況

図版１２４ 第Ⅲ文化層４９ブロック検出状況

　　　　第Ⅲ文化層石斧出土状況

　　　　第Ⅲ文化層調査風景

図版１２５ 第Ⅲ文化層５５ブロック検出状況

　　　　第Ⅲ文化層５９・６０ブロック検出状況

　　　　第Ⅲ文化層６１ブロック検出状況

図版１２６ 第Ⅲ文化層１･２ブロック出土石器群

図版１２７ 第Ⅲ文化層３～５ブロック出土石器群

図版１２８ 第Ⅲ文化層５･６ブロック出土石器群

図版１２９ 第Ⅲ文化層７・１０ブロック出土石器群

図版１３０ 第Ⅲ文化層１１～１４ブロック出土石器群

図版１３１ 第Ⅲ文化層１５・１６ブロック出土石器群

図版１３２ 第Ⅲ文化層１７・１８ブロック出土石器群

図版１３３ 第Ⅲ文化層２０～２５ブロック出土石器群

図版１３４ 第Ⅲ文化層２６・２７・２９～３２・３４ブロッ

ク出土石器群

図版１３５ 第Ⅲ文化層３５～３８・４０ブロック出土石

器群

図版１３６ 第Ⅲ文化層４０～４３ブロック出土石器群

図版１３７ 第Ⅲ文化層４４･４５ブロック出土石器群

図版１３８ 第Ⅲ文化層４６･４８ブロック出土石器群

図版１３９ 第Ⅲ文化層４８･４９ブロック出土石器群

図版１４０ 第Ⅲ文化層５０～５５ブロック出土石器群

図版１４１ 第Ⅲ文化層５５･５７ブロック出土石器群

図版１４２ 第Ⅲ文化層５９～６１ブロック出土石器群

図版１４３ 第Ⅲ文化層６１ブロックほか出土石器群

図版１４４ 第Ⅲ文化層出土礫器･斧形石器類

図版１４５ 第Ⅲ文化層出土石器群礫器

図版１４６ 第Ⅲ文化層出土石器群礫器

図版１４７ 第Ⅲ文化層出土石器群礫器･磨石類

図版１４８ 第Ⅲ文化層Yブロック出土石器群（１）

図版１４９ 第Ⅲ文化層Yブロック出土石器群（２）

図版１５０ 第Ⅲ文化層Yブロック出土石器群（３）

図版１５１ 使用痕写真（１）

図版１５２ 使用痕写真（２）

図版１５３ 第Ⅲ文化層出土石器群・接合資料（１）

図版１５４ 第Ⅲ文化層出土石器群・接合資料（２）

図版１５５ 第Ⅲ文化層出土石器群・接合資料（３）

図版１５６ 第Ⅲ文化層出土石器群・接合資料（４）

図版１５７ 第Ⅲ文化層出土石器群・接合資料（５）

図版１５８ 第Ⅲ文化層出土石器群・接合資料（６）

図版１５９ 第Ⅲ文化層出土石器群・接合資料（７）

図版１６０ 第Ⅲ文化層出土石器群・接合資料（８）

図版１６１ 第Ⅲ文化層出土石器群・接合資料（９）

図版１６２ 第Ⅲ文化層出土石器群・接合資料（１０）

図版１６３ 第Ⅲ文化層出土石器群・接合資料（１１）

図版１６４ 第Ⅲ文化層出土石器群・接合資料（１２）

図版１６５ 第Ⅲ文化層出土石器群・接合資料（１３）

図版１６６ 第Ⅲ文化層出土石器群・接合資料（１４）

図版１６７ 第Ⅲ文化層出土石器群・接合資料（１５）

図版１６８ 第Ⅲ文化層出土石器群・接合資料（１６）

図版１６９ 第Ⅲ文化層出土石器群・接合資料（１７）

図版１７０ 第Ⅲ文化層出土石器群・接合資料（１８）

図版１７１ 第Ⅲ文化層出土石器群・接合資料（１９）

図版１７２ 第Ⅲ文化層出土石器群・接合資料（２０）

図版１７３ 縄文時代出土土器

図版１７４ 縄文時代早期１号集石検出状況

　　　　縄文時代早期２号集石検出状況

　　　　縄文時代早期３号集石検出状況

図版１７５ 縄文時代早期４号集石検出状況

　　　　縄文時代早期７号集石検出状況

　　　　縄文時代早期８号集石検出状況



図版１７６ 縄文時代早期４号土坑検出状況

　　　　縄文時代早期４号土坑半裁状況

　　　　縄文時代早期土坑半裁状況

　　　　縄文時代早期土坑検出状況

　　　　縄文時代早期土坑半裁状況

　　　　縄文時代早期土坑完掘状況

　　　　縄文時代早期土坑検出状況

　　　　縄文時代早期土坑埋土堆積状況

図版１７７ 縄文時代前期ピット群・石皿出土状況

　　　　縄文時代前期３号土坑完掘状況

　　　　縄文時代前期１号集石検出状況

　　　　縄文時代前期３号集石検出状況

　　　　縄文時代前期５号集石検出状況

　　　　縄文時代前期土器出土状況（１）（２）

　　　　縄文時代前期石製品出土状況

図版１７８ 縄文時代晩期掘立柱建物跡検出状況

（１）（２）

　　　　縄文時代晩期掘立柱ピット完掘状況

　　　　縄文時代晩期掘立柱跡ピット半裁状況

（１）（２）　

図版１７９ 縄文時代後晩期１号土坑検出状況

　　　　縄文時代後晩期１号土坑土器出土状況

　　　　縄文時代後晩期４号土坑完掘状況

　　　　縄文時代後晩期２号土坑

　　　　縄文時代晩期I－１３区焼土検出状況（１）

（２）

　　　　縄文時代晩期遺物出土状況（１）（２）

図版１８０ 縄文時代後晩期１号陥し穴検出状況

　　　　縄文時代後晩期１号陥し穴半裁状況

　　　　縄文時代後晩期１号陥し穴完掘状況

図版１８１ 縄文時代後晩期２号陥し穴半裁状況

　　　　縄文時代後晩期２号陥し穴完掘状

　　　　縄文時代後晩期５号集石検出状況

図版１８２ 縄文時代後晩期２号集石検出状況

　　　　縄文時代後晩期３号集石検出状況

　　　　縄文時代後晩期７号集石検出状況

　　　　縄文時代後晩期１号集石検出状況

　　　　調査風景

図版１８３ 縄文時代早期土器１

図版１８４ 縄文時代早期土器２

図版１８５ 縄文時代早期土器３

図版１８６ 縄文時代早期土器４

図版１８７ 縄文時代早期土器５

図版１８８ 縄文時代早期・前期土器

図版１８９ 縄文時代前期土器１

図版１９０ 縄文時代前期土器２

図版１９１ 縄文時代前期土器３

図版１９２ 縄文時代前期土器４

図版１９３ 縄文時代前期土器５

図版１９４ 縄文時代前期土器６

図版１９５ 縄文時代前期土器７

図版１９６ 縄文時代前期土器８

図版１９７ 縄文時代中期土器１

図版１９８ 縄文時代中期土器２

図版１９９ 縄文時代中期土器３

図版２００ 縄文時代後期土器

図版２０１ 縄文時代晩期土器１

図版２０２ 縄文時代晩期土器２

図版２０３ 縄文時代晩期土器３

図版２０４ 縄文時代晩期土器４

図版２０５ 縄文時代晩期土器・その他土器・焼成

粘土塊

図版２０６ 弥生時代～中世の土器

図版２０７ 縄文時代早期石器１

図版２０８ 縄文時代早期石器２
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第Ⅰ章　調査の経過

第１節　調査に至るまでの経過

　建設省九州地方建設局（中央省庁再編により平成１３年１月より国土交通省九州地方整備局に改称）

は，鹿児島～市来間に南九州西回り自動車道鹿児島道路の建設を計画し，事業区内の埋蔵文化財の

有無について鹿児島県教育庁文化課（組織改革により平成８年度より文化財課に改称）に照会した。

この計画に伴い，文化課が平成２年８月に鹿児島西IC～伊集院IC間の埋蔵文化財の分布調査を行っ

たところ，２３か所の遺物散布地及び確認調査の必要な地点が所存することが判明した。

　事業区内の埋蔵文化財の取り扱いについては，建設省鹿児島国道工事事務所と文化課の協議に基

づき，鹿児島国道工事事務所と鹿児島県知事との間で委託契約が結ばれ，埋蔵文化財の確認調査及

び本調査が実施されることになった。

　これを受けて，平成３年度から平成８年度にかけて，毎年度，計画的かつ継続的に各遺跡の確認

調査及び本調査を実施し，埋蔵文化財の記録保存を図ることになった。仁田尾遺跡の発掘調査は鹿

児島県立埋蔵文化財センターが平成５年度から７年度まで実施した。

　整理及び報告書作成作業は平成１０年度及び平成１６～１９年度に鹿児島県立埋蔵文化財センターで

行った。

第２節　調査の組織

事業主体者　建設省九州地方建設局鹿児島国道工事事務所（～平成１２年１２月）

　　　　　　　国土交通省九州地方整備局鹿児島国道事務所（平成１３年１月～）

調査主体者　鹿児島県教育委員会

調査企画調整　鹿児島県教育庁文化財課

　【平成３年度（確認調査）】

 事 業 主 体 者 建設省鹿児島国道工事事務所　　

 調 査 責 任 者 鹿児島県教育庁文化財課　 課　　　　　　　　　　　　長　向山　勝貞

　企　　　　　画　　　　　　〃 主 任 文 化 財 研 究 員 

   兼 埋 蔵 文 化 財 係 長 吉本　正幸

　調　査　担　当　　　　　　〃 主　　　　　　　　　　　　査　牛ノ�　修

 　　　〃 　　　　　〃 文 化 財 調 査 員 新町　　正

 事 業 主 体 者 建設省鹿児島国道工事事務所　　

 調 査 責 任 者 鹿児島県教育庁文化財課 課　　　　　　　　　　　　長 向山　勝貞

　　　

　【平成５年度（本調査）】　　

 調 査 責 任 者 鹿児島県立埋蔵文化財センター 所　　　　　　　　　　　　長 大久保忠昭

 調 査 企 画 者 　　　　　〃 次 長 兼 総 務 課 長　水口　俊雄

 　　　〃 　　　　　〃 主任文化財主事兼調査課長　戸�　勝洋
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 発掘調査担当 　　　　　　〃 文 化 財 主 事 池畑　耕一

 　　　〃 　　　　　　〃 　　　　　　〃　　　　　　　 宮田　栄二

 　　　〃 　　　　　　〃 文 化 財 研 究 員 今村　敏照

 　　　〃 　　　　　　〃　 文 化 財 調 査 員 寺原　　徹

 　　　〃 　　　　　　〃 　　　　　　〃　　　　　　　 園田　淳美

 　　　〃 　　　　　　〃 　　　　　　〃　　　　　　　 前村　真次

 調査事務担当 　　　　　　〃　 主　　　　　　　　　　　　査 成尾　雅明

 　　　〃 　　　　　　〃 主　　　　　　　　　　　　事　中村　和代

 現 地 指 導 者 鹿児島大学法文学部 教　　　　　　　　　　　　授 森脇　　広

  文化庁記念物課 主 任 調 査 官 岡村　道雄

  京都大学文学部 教　　　　　　　　　　　　授 山中　一郎

  明治大学文学部 教　　　　　　　　　　　　授 安蒜　政雄

  京都文化博物館  鈴木　忠司

  鹿児島大学農学部 教　　　　　　　　　　　　授 西中川　駿

  鹿児島大学法文学部 教　　　　　　　　　　　　授 新田　英治

  鹿児島大学法文学部 教　　　　　　　　　　　　授 渡辺　芳郎

  鹿児島県文化財保護審議会 委　　　　　　　　　　　　員 河口　貞徳

  　　　　　　〃 　　　　　　〃 上村　俊雄

  　　　　　　〃 　　　　　　〃 下野　敏見

　　　

　【平成６年度（本調査）】　　

 調 査 責 任 者 鹿児島県立埋蔵文化財センター 所　　　　　　　　　　　　長 内村　正弘

 調 査 企 画 者 　　　　　　〃 次 長 兼 総 務 課 長 川原　信義

 　　　〃 　　　　　　〃 主任文化財主事兼調査課長 戸�　勝洋

 調 査 担 当 者 　　　　　　〃 文 化 財 主 事 牛ノ�　修

 　　　〃 　　　　　　〃 　　　　　　〃 宮田　栄二

 　　　〃 　　　　　　〃 文 化 財 調 査 員 西久保淳美

 　　　〃 　　　　　　〃 　　　　　　〃 常田　和彦

 調査事務担当 　　　　　　〃 主　　　　　　　　　　　　査 成尾　雅明

 現 地 指 導 者 文化庁記念物課 主 任 調 査 官 岡村　道雄

　　

 【平成７年度（本調査）】　　

 調 査 責 任 者 鹿児島県立埋蔵文化財センター 所　　　　　　　　　　　　長 内村　正弘

 調 査 企 画 者 　　　　　　〃 次 長 兼 総 務 課 長 川原　信義

 　　　〃 　　　　　　〃 主任文化財主事兼調査課長 戸�　勝洋

 　　　〃 　　　　　　〃 主 任 文 化 財 主 事 立神　次郎

 調 査 担 当 者 　　　　　　〃 文 化 財 主 事 繁昌　正幸
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 　　　〃 　　　　　　〃 文 化 財 研 究 員 三垣　恵一

 調査事務担当者 　　　　　　〃 主　　　　　　　　　　　　査 成尾　雅明

 　　　〃 　　　　　　〃 主　　　　　　　　　　　　事 追立ひとみ

 現 地 指 導 者 文化庁記念物課 主 任 調 査 官 岡村　道雄

  鹿児島大学法文学部 教　　　　　　　　　　　　授 上村　俊雄

  　　　　　　〃 助　　　　　　　　　　　　手 本田　道輝

  熊本大学文学部 助 教 授 小畑　弘巳

　 鹿児島大学理学部 教　　　　　　　　　　　　授 森脇　　広

　　　

　【平成１０年度（整理作業）】　　

 調 査 責 任 者 鹿児島県立埋蔵文化財センター 所　　　　　　　　　　　　長 吉永　和人

 調 査 企 画 者 　　　　　　〃 次 長 兼 総 務 課 長 尾�　　進

 　　　〃 　　　　　　〃 主任文化財主事兼調査課長 戸�　勝洋

 　　　〃 　　　　　　〃 調 査 課 長 補 佐 新東　晃一

 　　　〃 　　　　　　〃 主任文化財主事兼第二調査係係長 池畑　耕一

 整 理 担 当 者 　　　　　　〃 文 化 財 主 事 宮田　栄二

 整理事務担当 　　　　　　〃 主　　　　　　　　　　　　査 今村孝一郎

  　　　　　　〃 主　　　　　　　　　　　　事 溜池　佳子

　　　

　【平成１６年度（整理作業）】

 作 成 責 任 者 鹿児島県立埋蔵文化財センター 所　　　　　　　　　　　　長 木原　俊孝

 作 成 企 画 者 　　　　　　〃 次　　　　　　　　　　　　長 賞雅　　彰

 　　　〃 　　　　　　〃 調 査 課 長 新東　晃一

 　　　〃 　　　　　　〃 調 査 課 長 補 佐 立神　次郎

 　　　〃　　　　　　　　　　〃 主任文化財主事兼第三調査係長 牛ノ�　修

 作 成 担 当 者 　　　　　　〃 文 化 財 主 事 宮田　栄二

 　　　〃 　　　　　　〃 　　　　　　〃 國師　洋之

 　　　〃 　　　　　　〃 文 化 財 調 査 員 相美伊久雄

 作成事務担当者 　　　　　　〃 主　　　　　　　　　　　　査 脇田　清幸

 遺 物 指 導 者 　鹿児島大学法文学部 助 教 授 本田　道輝

　　　

　【平成１７年度（整理作業）】

 作 成 責 任 者 鹿児島県立埋蔵文化財センター 所　　　　　　　　　　　　長 上今　常雄

 作 成 企 画 者 　　　　　　〃 次 長 兼 総 務 課 長 有川　昭人

 　　　〃 　　　　　　〃 次　　　　　　　　　　　　長 新東　晃一

 　　　〃 　　　　　　〃 調 査 第 二 課 長 立神　次郎

 　　　〃 　　　　　　〃 主任文化財主事兼第二調査係長 牛ノ�　修
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 作 成 担 当 者 　　　　　　〃 文 化 財 主 事 宮田　栄二

 　　　〃 　　　　　　〃 文 化 財 調 査 員 相美伊久雄

 作成事務担当者 　　　　　　〃 主　　　　　　　　　　　　査 寄井田正秀

 遺 物 指 導 者 同志社大学文学部 教　　　　　　　　　　　　授 松藤　和人

 　　　〃 熊本大学文学部 助 教 授 小畑　弘巳

　　　

　【平成１８年度（報告書作成作業）】　　

 作 成 責 任 者 鹿児島県立埋蔵文化財センター 所　　　　　　　　　　　　長 上今　常雄

 （７月まで）

 　　　〃 　　　　　　〃 　　　　　　〃 宮原　景信

 （８月から）

 作 成 企 画 者 　　　　　　〃 次 長 兼 総 務 課 長 有川　昭人

 　　　〃 　　　　　　〃 次　　　　　　　　　　　　長 新東　晃一

 　　　〃 　　　　　　〃 調 査 第 二 課 長 立神　次郎

 　　　〃 　　　　　　〃 主任文化財主事兼第二調査係長 牛ノ�　修

 作 成 担 当 者 　　　　　　〃 主 任 文 化 財 主 事 宮田　栄二

 　　　〃 　　　　　　〃 文 化 財 研 究 員 内村　光伸

 　　　〃 　　　　　　〃 総 務 係 長 寄井田正秀

 　　　〃 　　　　　　〃 主　　　　　　　　　　　　査 蒲地　俊一

 遺 物 指 導 者 鹿児島大学理学部 教　　　　　　　　　　　　授 大木　公彦

 　　　〃 京都文化博物館 学 芸 課 参 事 鈴木　忠司

　　　

　【平成１９年度（報告書作成作業）】　　

 作 成 責 任 者 鹿児島県立埋蔵文化財センター 所　　　　　　　　　　　　長 宮原　景信

 作 成 企 画 者 　　　　　　〃 次 長 兼 総 務 課 長 平山　　章

 　　　〃 　　　　　　〃 次　　　　　　　　　　　　長 新東　晃一

 　　　〃 　　　　　　〃 調 査 第 二 課 長 立神　次郎

 　　　〃 　　　　　　〃 主任文化財主事兼第二調査係長 牛ノ�　修

 　　　〃 　　　　　　〃 主 任 文 化 財 主 事 宮田　栄二

 作 成 担 当 者 　　　　　　〃 主 任 文 化 財 主 事 宮田　栄二

 作成事務担当者 　　　　　　〃 総 務 係 長 寄井田正秀

 　　　〃 　　　　　　〃 主　　　　　　　　　　　　査 蒲池　俊一

 遺 物 指 導 者 別府大学文学部 教　　　　　　　　　　　　授 橘昌　　信

 　　　〃 平戸市教育委員会 課　　　　　　　　　　　　長 萩原　博文

なお発掘調査中及び整理作業中に，次の方々から指導・助言をいただいた。（敬称略）
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　平成５年

網谷克彦（敦賀女子短大），稲田孝司（岡山大学），江坂輝彌（慶応大学），大塚達朗（東京大学），

岡本東三（千葉大学），鎌田洋昭（指宿市教委），上村俊雄，本田道輝（鹿児島大学），亀田直美（早

稲田大学生），木崎康弘，宮坂孝宏（熊本県教委），黒川忠広（別府大学生），黒坪一樹，尾崎昌之

（京都府埋文センター），小畑弘己（福岡市教委），小林達雄（國學院大学），重久淳一（隼人町教

委），芝野圭乃介，藤原幸雄（大阪文化財センター），鈴木正博（東芝），橘昌信（別府大学），富田

紘一（熊本県教委），中川重紀，吉田充（岩手県埋文センター），成尾英仁（玉龍高校），綿貫俊一

（大分県教委），西中川駿（鹿児島大学），新田栄治（鹿児島大学），橋口尚成（武蔵村山高校教諭），

ハーンズ氏（ケンブリッジ大学），比田井民子（東京都埋文センター），藤野次史（広島大学），宮

下貴浩（金峰町教委），宮田剛（九州大学生），矢野健一（京都大学），山田昌久（筑波大学），渡辺

芳郎（鹿児島大学），藁科哲男（京都大学），

　平成６年

荒井幹夫（埼玉県富士見市教委），安斉正人（東京大学），池田英史（琉球大学），今村啓爾（東京

大学），片岡英治（水俣小教諭），上東克彦，雨宮瑞生（加世田市教委），上村俊雄（鹿児島大学），

木崎康弘，古森政次，江本直（熊本県教委），甲元眞之（熊本大学），小林謙一（慶応大学），佐藤

宏之（東京都埋文センター），下山覚，鎌田洋昭（指宿市教委），清水和（大阪府埋文センター），

白石浩之（神奈川埋文センター），鈴木美保（東京都埋文センター）竹広文明（島根大学），帖佐秀

人（郷土史家），戸高真知子（宮崎県教委），西園勝彦（琉球大学生），新田栄治（鹿児島大学），萩

原博文（平戸市教委），松崎卓郎（鹿児島大学生），松永幸雄（北九州市博物館），三木靖（鹿児島

短大），元田順子（大坂小教諭），横手浩二郎（鹿児島大学生），和田好史（人吉市教委），長崎潤一

（早稲田大学）

　平成７年度

犬飼徹夫（愛媛大学），岩崎新輔（出水市教委），岩谷史記（熊本大学院生），加藤晋平（筑波大学），

上村俊雄，本田道輝（鹿児島大学），木崎康弘（熊本県教委），木下尚子（熊本大学），鈴木忠司（東

京都文化博物館），高橋護（ノートルダム聖心女子大学），橘昌信（別府大学），新田栄治（鹿児島

大学），藤野次史（広島大学），松藤和人（同志社大学），向山勝貞（松陽高校校長），渡辺芳郎（鹿

児島大学），藁科哲男（京都大学），

　平成１０年～平成１９年

織笠昭（東海大学），川道寛（長崎教委），芝康次郎（熊本大学院生），萩幸二，宮田剛（大分市教

委），藤木聡，松本茂（宮崎埋文センター），松沢亜生（岩宿博物館），古森政次（熊本県教委），小

田静夫（東京都教委），鎌田洋昭（指宿市教委），萩原博文（平戸教委），吉留秀敏（福岡市教委），

杉原敏之（福岡県教委），佐藤宏之（東京大学），比田井氏子（東京都埋文センター），白石浩之（愛

知学院大学），深沢幸江（長崎県教委），綿貫俊一（大分県教委），堤隆（佐久市教委）
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第３節　調査の経過と概要

１．確認調査

　平成３年５月１０日から７月３日まで実施した。まず南九州西回り自動車道の建設予定中心ポイン

トのSTA，５０とSTA３５５を基準として１０ｍ間隔のグリッドを設定した。次にそのグリッドに添って

計１９ヶ所のトレンチ（４ｍ×２ｍを１２本，１０ｍ×２ｍを２本，１４ｍ×２ｍを１本，１６ｍ×２ｍを２

本，１８ｍ×２ｍを２本）を設定して確認調査をした。（第１図上段）

　調査の結果，縄文時代後・晩期の遺物がⅢ層から，縄文時代早期の遺物がⅣ層とⅤ層から，そし

てⅦ層からは旧石器時代細石刃文化の遺物が出土し，本遺跡は複合遺跡であることが判明した。

２．本調査（平成５年度）

　確認調査で設定されたグリッドを基準として４月から本調査を開始したが，調査区域の中心付近

には居住している民家があり，そこに通じる生活道路は残す必要があった。また自動車道建設の谷

を埋める工事は既に開始されており，そのための工事用道路を残す必要があり，調査は二つの道路

にはさまれた部分から着手することとした。第１図中段にみるように調査はほぼ中心部の比較的狭

い面積を表土からⅦ層まで調査を進め，古代から細石刃文化までの遺物が多く出土した。７月下旬

から雨が多く，８月６日には大雨になり鹿児島で未曾有の水害となった。さらに９月３日の台風１３

号により多くの出土遺物が流されたり，陥し穴のベルトが落ちる等の被害を受けた。Ⅶ層で検出さ

れた旧石器時代細石刃文化の土坑は，下面の小穴の確認により陥し穴であることが判明し，多くの

大学教授や研究者等が見学に訪れ注目されることとなった。これにより，１１月２０日に現地説明会が

開催され，県内外から多くの見学者が訪れた。

　中心部の民家が移転したことにより，調査は南側へと拡大した。当初明らかでなかった旧石器時

代ナイフ形石器文化の包含層が確認され，その文化の石器群が広く分布することがわかった。また

古墳時代や平安時代の遺物包含層から該期の遺物も新たに出土することとなった。このような状況

を受けて，次年度も調査が継続されることとなった。そして，北側の工事用道路を南側に移すため

その工事用道路建設部分を先に調査することとなった。（第１図下段）

３．本調査（平成６年度）

　まず工事用道路の南側への移転のため，昨年度に引き続き北西部の県道近くの調査から着手し

た。この調査区域ではⅦ層細石刃文化期の多量の遺物が出土したほか，Ⅷ層では多くの礫群とそれ

に伴う石器群が出土した。その後，工事用道路が移ると以前の北側の工事用道路の北側部分の調査

に移った。この地区では縄文時代晩期の掘立柱建物跡が検出され，それが九州最古級であったこと

から注目され，１０月１８日合同記者発表が行われた。また県道より北側地区については確認トレンチ

の結果，遺跡範囲が広がることが判明したため次年度調査することとなった。

４．本調査（平成７年度）

　県道部分を付けかえて本調査を実施した。調査期間は８月８日から３月２５日までであった。この

調査区域では縄文時代前期の遺物が多く出土した。また旧石器時代のみでなく，古墳時代の遺物も

出土した。
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第１図　調査の経過１
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第２図　調査の経過２
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第４節　西回り自動車道関連の遺跡と概要（鹿児島西 I C～伊集院 I C間）

１山ノ中　　　鹿児島市西別府町山ノ中に所在し，標高１００～１３３ｍの急峻な地形に立地する。山頂

には中世城館の一つである小田城跡が良好な状態で残っている。調査面積は９，２００㎡

で縄文時代後期前半の竪穴住居跡１８軒が検出された。出土土器は指宿式土器に先行す

る土器が主体となり，南福寺式土器や磨消縄文土器，それに指宿式土器が少量出土し

た。また，胎土や色調は南九州的であるものの高知県でみられる松ノ木土器と共通の

特徴をもつ土器もみつかった。石器も石斧･石皿･磨石が多量した。その他，弥生時代

の磨製石鏃や終末期の中津野式土器，須恵器・墨書土器が出土した。

２宮　尾　　　鹿児島市石谷町字宮尾に所在し，標高約２００ｍの小台地端部に立地する。調査面積

は８，４００㎡ である。旧石器時代ではナイフ形石器文化期のブロック１か所，縄文時代

では早期の集石４基と平栫式・塞ノ神式・条痕文土器，石鏃・石匙・石皿などが出土

したほか，後期と推定される陥し穴を主とする土杭１０１基が検出された。その他，奈良

～平安時代の土師器・須恵器と古代の掘立柱建物跡１棟が焼土域７か所や土師器とと

もに検出された。

３仁田尾　　　鹿児島市石谷町字仁田尾・高塚に所在し，標高約１９０ｍのシラス台地上に立地する。

旧石器時代，縄文時代（草創期～晩期），平安時代の遺構・遺物が発見された。第Ⅰ

文化はシラス直上から６２か所のブロック，５６基の礫群と２万点を超える遺物が出土し

ている。遺物はナイフ形石器・台形石器・掻器・削器・彫器・石錐・敲石等が出土し

ている。第Ⅲ文化層は薩摩火山灰層の下位から６２か所のブロック，１６基の落とし穴と

９万点を上回る遺物が出土した。縄文時代では，それぞれ各時期で集石，土坑，陥し

穴などが検出され，また，晩期では掘立柱建物跡が検出された。土器は（草創期）無

文土器，（早期）前平式・吉田式・手向山式・押型文土器，（前期）轟式・曽畑式・深

浦式，（中期）船元式土器，（後期）指宿式・市来式土器，（晩期）黒川式土器の浅鉢・

深鉢や布目圧痕土器・丹塗土器が出土した。出土石器はほとんどの器種が出土した。

本報告書で報告する。

４西ノ原Ｂ　　鹿児島市石谷町字西ノ原に所在し，仁田尾遺跡の隣接地で，小さな谷を挟んだ北側

に突出した標高約１９０ｍの痩せ尾根上の台地に立地する。調査面積は１，６００㎡である。

旧石器時代ナイフ形石器文化から細石刃文化と古墳時代の遺物が出土した。旧石器時

代では礫群１基と１４か所のブロックが検出され，ナイフ形石器・三稜尖頭器・台形石

器・細石刃・細石刃核・スクレイパーが出土した。古墳時代の遺物は成川式土器であっ

た。

５前山　　　　鹿児島市石谷町字前山に所在し，標高約２００ｍの台地北側に立地する。調査面積は

９，６００㎡ である。遺跡は，Ａ・Ｂ地区に分かれ，旧石器時代が主体である。ナイフ形

石器文化期の二時期と細石刃文化期の遺構・遺物が発見された。シラスの腐植土層の

下位から台形石器・ナイフ形石器・スクレイパーが出土し，上位からはナイフ形石

器・剥片尖頭器・三稜尖頭器・台形石器や敲石などが出土し，２基の礫群が検出され

た。細石刃文化期からは細石刃・細石刃核・スクレイパー等が４基の礫群とともに出
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土した。縄文時代では，早期の吉田式土器と集石，前期の轟式土器が出土した。

６枦　堀　　　鹿児島市石谷町字枦堀に所在し，標高約１９５ｍのシラス台地縁辺部に立地する。谷

を隔てた台地には前山遺跡がある。調査面積は５，９００㎡ である。旧石器時代では細石

刃文化期のブロックが１９か所検出され，遺物は三稜尖頭器・台形石器・スクレイパー・

細石刃・細石刃核が出土した。縄文時代では早期の集石，晩期の土坑と溝状遺構が検

出され，遺物は岩本式・前平式・平栫式・轟式・阿高式・黒川式土器等が出土し，石

器は石鏃・石匙・磨石・砥石等が出土した。また，古墳時代の成川式土器や古代～中

世の須恵器・土師器・瓦器・青磁・白磁が出土した。

７前　原　　　鹿児島市福山町字前原・鬼ヶ迫上に所在し，標高は約１８０ｍのシラス台地に立地す

る。旧石器時代，縄文時代（草創期・早期・前期・晩期）の遺構・遺物が発見され，

主体は縄文時代早期前半である。この時期の遺構はＡ・Ｂ・Ｃの三地区に分けられる。

（Ａ）１２軒の竪穴住居跡が２支群に分かれ，連穴土坑を含む土坑約１３０基と集石１４基

が，前平式・石坂式土器と共に検出された。（Ｂ）竪穴住居跡１３軒，連穴土坑３５基，

土坑４５基，集石４基，祭祀遺構１基と幅１．５～２ｍの道跡２条が前平式・吉田式・石

坂式土器と共に検出された。（Ｃ）竪穴住居跡３軒，土坑１３１基，陥し穴１基が吉田式・

石坂式土器と共に検出された。石器は，石斧・石皿・磨石・削器・石鏃・軽石製品・

石剣・砥石等が出土した。縄文早期後半では，寒ノ神式土器が落とし穴２基，溝１条

と共に出土し，押型文土器・手向山式土器も出土した。

８フミカキ　　鹿児島市福山町フミカキに所在し，標高約１７０ｍのシラス台地上に立地する。調査

面積は７，２００㎡ で縄文時代を主とする遺跡である。早期の連穴土坑２基・集石１０基が

検出され，早期の吉田式・石坂式・政所式・押型文・中原式土器や前期の曽畑式・轟

式土器，晩期の黒川式土器が出土した。晩期では平織りの組織痕土器が出土した。ま

た，弥生時代後期の土器や平安時代の須恵器も少量出土した。

９山下堀頭　　鹿児島市福山町字山下堀頭に所在し，シラス台地に囲まれた開析谷の標高約１３３ｍ

の台地裾部に立地する。縄文時代前期の曽畑式土器と後期の土器が少量出土した。弥

生時代後期では竪穴住居が３軒検出され，遺物は中津野式土器や鉄剣等が出土した。

住居内からは軽石製品が出土し，周辺からは磨製石鏃も出土している。平安時代末頃

の方形周溝状遺構が１基検出され，周溝から小型の軽石製石塔の笠石片が出土した。

※刊行報告書（鹿児島西 I C～伊集院 I C間）

『枦堀遺跡・西ノ原Ｂ遺跡』鹿児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告書（３０）２００１．３

『宮尾遺跡』鹿児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告書（７３）２００４．３

『フミカキ遺跡』鹿児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告書（７４）２００４．３

『山下堀頭遺跡』鹿児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告書（９５）２００５．３

『山ノ中遺跡』鹿児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告書（１０３）２００６．３

『前山遺跡』鹿児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告書（１０７）２００７．１

『前原遺跡』鹿児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告書（１１５）２００７．３
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第１表　南九州自動車道建設に伴う埋蔵文化財発掘調査遺跡一覧表（鹿児島西IC～伊集院IC）

概　　　　　　要時代調査員調査期間
調査面積
（�）

所在地遺跡名番号

住居跡・土坑・炉跡，南福寺式・出水式・指宿式・
山ノ中タイプ・磨消縄文・松ノ木式類似・下剥峯式
土器・石鏃・石匙・剥片石器・石核・玉類・ノミ形
磨製石器・磨製石斧・敲石・磨石・石皿・砥石・擦
切石器・軽石製品
中津野式土器
土坑，須恵器・土師器
中世陶磁器・古銭
陶磁器・煙管・簪
（県埋文センター報告書103）

縄文

弥生
平安
中世
近代

東
管牟田
西　園

H６,４～６
H７,６
　～H８,３

９,２００
鹿児島市
西別府町

山ノ中1

剥片・砕片
集石・陥し穴・土坑，条痕文・塞ノ神式土器
掘立柱建物跡，須恵器・土師器
（県埋文センター報告書73・2004年刊行）

旧石器
縄文　
奈良　
・平安

牛ノ濱
東
繁　昌
三　垣

H５,１２
　～H６,３
H８,４～９

８,４００
鹿児島市
石谷町

宮　尾2

礫群，陥し穴，ブロック
ナイフ・尖頭器・台形石器・細石刃核・細石刃
掘立柱建物跡・溝・集石・陥し穴・土坑
前平式・吉田式・轟式・曽畑式・黒川式土器
掘立柱建物跡・溝，須恵器・土師器
(県埋文センター報告書本報告書）

旧石器

縄文

古墳　
～平安

池畑・宮田
今村・寺原
園田・前村
牛ノ濱
常田・繁昌
三　垣

H５,４
　～H６,３
H６,４
　～H７,３
H７,７
　～H８,３

５５,０００
鹿児島市
石谷町

仁田尾3

礫群，ナイフ・三稜尖頭器・細石刃核・細石刃
成川式土器
（県埋文センター報告書30・2001年刊行）

旧石器
古墳

牛ノ濱
園　田

H６,１０～１１１,６００
鹿児島市
石谷町

西ノ原B4

台形様石器・ナイフ・剥片尖頭器・細石刃核
前平式・轟式土器
成川式土器

旧石器
縄文
古墳

鶴　田
桑波田
坂口・元田

H７,５
　～H８,３
H８,４～９

９,６００
鹿児島市
石谷町

前　山5

細石刃核・細石刃，溝，前平式・平栫式・轟式・黒
川式・石槍・砥石・青磁・須恵器・土師器・石鍋
（県埋文センター報告書30・2001年刊行）

旧石器
平安
古墳

牛ノ濱
新町・元田

H４,１２
　～H５,３
H５,４～６

５,９００
鹿児島市
石谷町

枦　堀
6

礫群，台形石器・三稜尖頭器・細石刃
竪穴住居跡・道跡・連穴土杭・土坑・集石，
前平式・吉田式・石坂式・押型文・黒川式土器・石
槍・石皿・磨石・石鏃・石斧
（県埋文センター報告書2007年刊行）

旧石器
縄文

牛ノ濱
新町・前迫
前村・元田
東・園田
菅牟田

H３,１０
　～H５,１１
H６,１
　～H８,１０

５３,２００
鹿児島市
福山町

前　原
7

集石，石坂式・押型文・黒川式土器
須恵器
（県埋文センター報告書74・2004年刊行）

縄文
平安

東
菅牟田
西　園

H６,１０
　～H７,３
H７,５～６

７,２００
鹿児島市
福山町

フミカキ8

曽畑式土器
住居跡，鉄剣・石鏃・軽石製品
周溝墓，須恵器
（県埋文センター報告書92・2005年刊行）

縄文
弥生
平安

東
菅牟田

H６,６～１０５,５００
鹿児島市
福山町山下堀頭9
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第３図　南九州自動車道建設に伴う埋蔵文化財発掘調査遺跡位置
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第Ⅱ章　遺跡の位置及び環境

第１節　自然・地理的環境

　仁田尾遺跡は，鹿児島県鹿児島市石谷町（旧松元町）に所在する。

　旧松元町は，１８８９年（明治２２）４月上谷・福山・春山・直木・入佐・石谷の６か村を統合，上伊

集院村として発足，１９６０年（昭和３５）４月町制を施行，日置郡松元町と改称した。２００４年１１月１日

には１市５町合併を行うこととなり，鹿児島市に編入された。

　石谷町は，薩摩半島の中部に位置し，東部は鹿児島市，北西部は伊集院町，南部は吹上町・日吉

町に接し，鹿児島市の中心地からわずか１３㎞の距離にある。

　地形的には，春山の八の久保（標高３９１．７ｍ）を最高峰とし，概して１５０～２００ｍのシラス台地と

その浸食谷による多数の渓谷からなっている。集落は河川の沖積平野と台地の緑辺部に立地してい

る。河川は吹上浜に流入する神之川水系の上谷口川・石谷川・福山川などと，鹿児島湾に流入する

新川系の河川があるが一般に小規模な河川である。この地域は薩摩半島の鞍部となって東西交通の

要路となっている。概ね平坦な台地で畑作地帯となっており，茶畑が卓越している。松元町の先史

時代の遺跡はシラス台地縁辺部にあり，湧水源の周辺にあることが多い。
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第４図　仁田尾遺跡の位置
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　仁田尾遺跡は，南北に細長く伸びる横井台地の南側に所在しており，横井台地は吹上浜に西流す

る神之川水系の谷頭と鹿児島湾に東流する新川系の谷頭にはさまれた分水嶺に位置している。これ

らの各谷頭には湧水点が存在している。仁田尾遺跡の調査以後には周辺に多くの旧石器時代遺跡が

確認され発掘調査が実施されているが（第７図参照），第５図の地形図で明らかになるように全て同

一の台地に所在し共通した立地条件にあることがわかる。
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第６図　仁田尾遺跡の周辺地形



第２節　歴史的環境

　石谷町周辺では，昭和２０年代後半に河口貞徳氏により，木ヶ暮遺跡や東昌寺遺跡の発掘調査が行

われたのみで，昭和５９年度発行の遺跡地名表では松元町の１５か所が紹介されていたのみであった

が，平成３年度から始まった南九州西回り自動車道建設に伴う発掘調査やそれに関連する県道改良

事業の発掘調査が行われたこと等により，遺跡数が一気に増加し，現在では，多数の遺跡が周知さ

れている。

　旧石器時代

　旧松元町では，南九州西回り自動車道建設が始まるまでは，旧石器時代の遺跡は発見されていな

かったが，現在では全国から注目される遺跡が数多く発見され，県内でも有数の旧石器時代遺跡群

となっている。それは前に触れたように立地条件が共通しているものである。特に，横井台地には

大規模な遺跡群が多くみられる。

　前山遺跡からは，県内でも出土例の数少ないAT下位からナイフ形石器文化前半期の台形様石器，

スクレイパー等が出土し，出水市上場遺跡６層下部と同様の台形様石器群に位置づけられている。

さらに古い時期の可能性があるギョクズイ製石器も出土している。この石器群の評価については，

九州で類例が少なく明確でないが，台形様石器群以前の石器群の可能性が推定されている。

　ナイフ形石器文化後半期では宮ヶ迫遺跡で剥片尖頭器を主体とする石器群があり，前山遺跡では

大型三稜尖頭器石器群も出土している。

　ナイフ形石器文化終末段階の石器群としては，最初に前原遺跡Ⅶc層や西之原B遺跡で小型ナイフ

形石器と小型台形石器が出土して注目されたが，その後に瀬戸頭A，瀬戸頭B遺跡でも出土した。そ

して仁田尾中B遺跡では数百点規模の小型ナイフ形石器と小型台形石器が出土した。

　これらの各遺跡はナイフ形石器文化だけでなく，細石刃文化も複合している遺跡が多い。これら

の中で枦堀遺跡では西北九州淀姫針尾産黒曜石を使用した福井型細石刃核がスポールと共に出土

し，瀬戸頭遺跡では唐津型の楔形細石刃核が出土している。

　また，本遺跡で初めて確認された細石刃文化期の陥し穴は竹ノ山B遺跡でも検出された。

　さらに細石刃文化から縄文時代草創期にかけては，横井竹ノ山遺跡で細石刃石器と石鏃・土器が

共伴して注目されたが，同様の共伴例は本遺跡のみでなく瀬戸頭遺跡や，仁田尾中B遺跡など本遺

跡が所在する横井台地では珍しいことではない。

　縄文時代

　前原遺跡では，縄文時代早期の集落が発見された。住居跡２０数基，道跡２本や連穴土坑，集石土

坑などが検出され，集落構成や生活用具の移り変わりを知る上で貴重な遺物が出土した。遺物は前

平式・吉田式・石坂式・押型式・岩崎式・黒川式土器等が石槍・石皿・磨石・石鏃・石斧等と出土

している。その他，縄文時代早期の層から砥石と磨製石剣や磨製石鏃が出土して注目されている。

フミカキ遺跡では，集石と石坂式・押型文・黒川式土器が，木ヶ暮遺跡は，１９５２年（昭和２７）に河

口貞徳氏が調査した遺跡で，指宿式土器の単純遺跡の様相を示し，ごく少量の市来式土器がその上

部から発見された。遺物は台地上から谷に向かって投棄したものが斜面に堆積したものである。石
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皿や敲石も出土している。その他，鹿児島市の山ノ中遺跡では後期の住居跡が傾斜面に検出され，

指宿式・中原式土器が出土している。特筆すべきは高知県で出土する松ノ木式土器が出土し，縄文

時代の交易を知る上で貴重な遺跡となった。

　弥生時代

　松元町は，台地が多いせいか弥生時代の遺跡は少ないが，１９５２年（昭和２７）に河口貞徳氏が調査

した東昌寺遺跡は標高１３７ｍ，水田からの比高差は７ｍで，谷頭の舌状台地に立地している。県内で

最初に発見された弥生前期の遺跡である。甕形土器に特徴があり，口縁がわずかに外反し頸部の突

帯とともに刻目を施すもの，口縁部と頸部に刻目突帯を巡らすもの，頸部に段を有し，口縁部と頸

部に刻目を施すものがある。底部はいずれも平底である。また，山下堀頭遺跡では，中津野式土器

の時期の住居跡が３基検出された。住居内からは鉄剣や軽石製品が出土し，周辺からは磨製石鏃が

１０数点出土している。

　古代から中世にかけては，開拓開墾が進み，荘園領主や，島津氏，伊集院氏などが，所領をめぐ

り抗争を繰り広げた。１５世紀前半，石谷地域は守護職島津氏の家老の町田氏の領地になった。戦国

時代になると松元町内でも，石谷城の町田氏や谷口氏の肥後氏等が割拠した。この時代の遺跡から

は，宮尾遺跡や枦堀遺跡，フミカキ遺跡などで須恵器や土師器，陶磁器などが出土している。山下

堀頭遺跡では平安時代の周溝墓が検出され，須恵器，土師器，陶磁器等も出土している。仁田尾中

Ｂ遺跡では，炭化した桃の種を伴ったカマド状焼土遺構や配石炉が検出され，墨書土器も出土して

いる。また，町内にはこの時代の古石塔も多くみられる。

　江戸時代の石谷地域は，薩摩藩の上級武士である一所持家となった町田氏の領地となった。町田

氏は鹿児島城下の屋敷に居住していたが，御仮屋跡遺跡には地方役所である地頭仮屋が存在した。

＜参考文献＞

河口貞徳『日本の古代遺跡３８　鹿児島』　保育社　１９８８

『鹿児島県市町村別遺跡地名表』　鹿児島県教育委員会　１９７７

『前山遺跡』「鹿児島県立埋蔵文化財センター報告書（１０７）」鹿児島県立埋蔵文化財センター２００７

宮田栄二「鹿児島県の非黒曜石材と原産地」『石器原産地研究会　第１回研究集会資料』　２００２
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第７図　周辺の遺跡
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第２表　周辺遺跡地名表
遺跡番号備考遺物等時代地形所在地遺跡名番号

鹿児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告
書（２９）

陥し穴
細石器旧石器台地日置市伊集院町竹之山竹ノ山B１

鹿児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告
書（２９）縄文～古墳台地日置市伊集院町竹之山竹ノ山A２

３０-７８分布調査縄文台地日置市伊集院町竹之山竹ノ山３

３０-１４中世山地日置市伊集院町竹之山長崎城遺跡４

３０- ７磨製石斧台地日置市伊集院町土橋竹
山前迫熊野神社前迫５

３０-５５伊集院町埋蔵文化財発掘調査報告書（１１）土器片
旧石器
縄文
中世

台地日置市伊集院町竹之山瀬戸頭６

３０-７５
平成１０～１２年度本調査
鹿児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告
書（８５）

ナイフ形石器
細石器

旧石器
縄文台地日置市伊集院町竹之山瀬戸頭A７

３０-７６
平成１３年度本調査
鹿児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告
書（８５）

細石器旧石器台地日置市伊集院町竹之山瀬戸頭B８

３０-７７
平成１１年度本調査
鹿児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告
書（８５）

台形石器旧石器台地日置市伊集院町竹之山瀬戸頭C９

１-１０８
鹿児島市埋蔵文化財発掘調査報告書（１０）
鹿児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告
書（６７）

細石器
土器

旧石器～
縄文台地鹿児島市犬迫町横井竹

之山横井竹ノ山１０

１-１０９石坂式土器縄文早期
古墳台地鹿児島市犬迫町川路山川路山１１

鹿児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告
書（１０７）縄文早期土器旧石器～

縄文台地鹿児島市石谷町前原前原１２

３１- ３
平成１４年度本調査
鹿児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告
書（１０１）

剥片
連穴土坑旧石器台地鹿児島市石谷町伏野伏野１３

３１- ４
平成１４年度本調査
鹿児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告
書（１０１）

土器
石器

旧石器
縄文台地鹿児島市石谷町濡ヶ丸隠迫１４

３１- ５平成８～１０年度本調査
鹿児島市埋蔵文化財発掘調査報告書（３）

ナイフ形石器
細石器旧石器台地鹿児島市石谷町前山宮ヶ迫１５

３１- ６
平成４～９年度本調査
鹿児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告書（３０）
鹿児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告書（１０１）

細石器
石鏃，石槍
前平式土器

旧石器
縄文
古墳

台地鹿児島市石谷町枦堀枦堀A１６

３１- ７
平成１４年度本調査
鹿児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告
書（３０）

土器
石器

縄文
古代台地鹿児島市石谷町枦堀枦堀B１７

３１- ８
平成７～８年度本調査
鹿児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告
書（１１５）

細石器
ナイフ形石器
成川式土器

旧石器
縄文
古墳

台地鹿児島市石谷町西ノ原前山１８

３１-１０
平成６年度本調査
鹿児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告
書（３０）

細石器
ナイフ形石器

旧石器
ナイフ形石器台地鹿児島市石谷町西ノ原西ノ原B１９

３１-１１
平成５～１１，１４，１５年度本調査
鹿児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告
書（１０１），本報告書

細石器
ナイフ形石器
陥し穴

旧石器
縄文台地鹿児島市石谷町仁田尾仁田尾２０

３１-１２鹿児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告
書（７３）

土坑
青磁片

縄文
古代台地鹿児島市石谷町宮尾宮尾２１

１-１０
昭和２７調査「鹿県考古学会紀要」（２）
鹿児島市埋蔵文化財発掘調査報告書（４）
鹿児島市埋蔵文化財発掘調査報告書（９）

阿高式，指宿式
市来式土器
石皿等

縄文中期
後期台地鹿児島市西別府町木ヶ

暮木ヶ暮２２

３１-１３
平成１４～１５年度本調査
鹿児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告書（１０１）
鹿児島市埋蔵文化財発掘調査報告書（４５）

細石器
ナイフ形石器
礫群

旧石器台地鹿児島市石谷町仁田尾御仮屋跡２３

３１-１４
平成１４～１５年度本調査
鹿児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告
書（１１０）

細石器
縄文

旧石器
縄文台地鹿児島市石谷町仁田尾仁田尾中A２４

３１-１５
平成１２～１５年度本調査
鹿児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告
書（１１０）

細石器
ナイフ形石器

旧石器
縄文
古代

台地鹿児島市石谷町仁田尾仁田尾中B２５

３１- １石坂式土器縄文早期台地鹿児島市石谷町小竹田小松迫２６

３１- ２町田氏居城跡堀割跡中世
（室町後期）台地鹿児島市石谷町枦頭石谷城跡２７



第Ⅲ章　発掘調査の方法と遺跡の層序

第１節　発掘調査の方法

　確認調査の結果により，本遺跡は縄文時代晩期，縄文時代早期，旧石器時代細石刃文化期の三つ

の時代・時期の複合遺跡であることが判明していた。

　縄文時代晩期については現在の地表面からも浅いが，旧石器時代の遺物包含層については，現地

表より約３ｍ程度掘り下げる必要性があり，土層図の位置と間隔について検討する必要があった。

　発掘調査は，調査区域全体に１０ｍメッシュのアミをかけ，北から南へ１，２，３・・・とし，２２

区まで設定し，東西は東から西へＡ，Ｂ，Ｃ・・・とした。そして各グリッドはＤ－６区というよ

うに呼称した。　

　全調査区域が計画的に北側あるいは南側から調査できる場合は問題はないが，調査の経過でも記

したように，調査開始後も調査区域内に民家が存在していた。そのことは，その家に致る道路も存

在することを意味する。

　加えて自動車道建設は，遺跡部分を残してすでに開始されており，谷の埋め立て工事も休むこと

はなかった。その埋め立て工事の道路も遺跡内で確保することとなっていた。

　このような状況の中で発掘調査は，工事の支障がない部分から開始せざるを得なかった。そのた

め土層断面等の位置を計画的に決めて置く必要があった。土層図は４０ｍおきに全て実測図・写真撮

影を行うこととした。また土層ベルトは高くなったまま残せず，途中でつぎ足すこととした。

　縄文時代晩期～早期までは全域を調査することとした。

　しかし，旧石器時代については，遺物が出土する部分としない部分が明確に分かれることより，

１０ｍのグリッドを２ｍ四方の小グリッドに区分し，個別の小グリッド間に幅１０ｍの小ベルトを設定

して調査を進めた。

　細石刃文化の調査開始後は，並行して下層の確認を行った。その結果，新たにナイフ形石器文化

期の遺物包含層が確認された。

　ナイフ形石器文化期の調査は，調査の効率化を考えて，２ｍの小グリッドを一松文様状に一つ置

きに調査し，遺物が出土した時点で周囲を広げることとした。

　出土するものは土器や石器あるいは剥片のみでなく，すべての礫や細礫についても番号を付し，

平板で取り上げることとした。

　遺構については，礫群や集石を構成する礫も全て記録を取り，その上で持ち帰ることとした。

　土坑などの調査については，大きさなどから墓の可能性が推定できるものは，土は全て土のう袋

に取り，遺構の性格が判明するまで保存することとした。墓の可能性がある場合はフルイがけをす

る必要からである。また遺構の調査終了後は，その遺構を断ち切って，遺構下面についても調査を

実施することとした。

　発掘調査は計画的に，かつ綿密に進めたことにより，これまでにない接合資料を含む多大な成果

を得ることができた。 
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第２節　遺跡の層序

　遺跡は標高約１９５ｍのシラス台地に立地しており，その下部には加久藤カルデラ起源の火山礫が

存在している。遺跡の南側と北側は解析された谷頭がせまり，本遺跡が分水嶺地に位置することが

わかる。本遺跡の基本土層は以下のとおりである。

　　　　　　　　　　　　　Ⅰ　層　暗褐色土。現在の耕作土であり，薩摩焼などの近代の遺物も

認められる。

　　　　　　　　　　　　　Ⅱ　層　黒色軟質土。比較的軟かく水分も含む。平安時代など古代か

古墳時代の遺物を含む。

　　　　　　　　　　　　　Ⅲａ層　黄褐色土層。アカホヤ火山灰層の風化土壌である。軟質であ

り，縄文時代前期から晩期までの遺物包含層である。

　　　　　　　　　　　　　Ⅲｂ層　黄褐色軽石。鬼界カルデラ起源の火砕流及び火山灰であり，

ブロック状に堆積している。約６３００年前の年代が知られてい

る。

　　　　　　　　　　　　　Ⅳ　層　暗褐色硬質土。硬く締まっている土層であり，縄文時代早期

中葉から後葉の遺物包含層である。

　　　　　　　　　　　　　Ⅴ　層　黒褐色硬質土。硬く締まっている土層であり，縄文時代早期

前葉の遺物包含層である。

　　　　　　　　　　　　　Ⅵ　層　黄橙色軽石層。桜島起源の火山灰であり，薩摩火山灰と呼称

されている。約１１５００年前の噴出年代が知られている。輪廻

により，細分できるがほぼ一時期のものとされている。

　　　　　　　　　　　　　Ⅶ　層　茶褐色粘土層。色調と粘質度の差により三つに区分できる。

　　　　　　　　　　　　　　Ⅶａ　濃茶褐色粘質土。

　　　　　　　　　　　　　　Ⅶｂ   茶褐色粘質土。

　　　　　　　　　　　　　　Ⅶｃ   淡茶褐色土。比較的粘質性は弱い。

　　　　　　　　　　　　　　　　　このうちⅦa層下半からⅦb層上半が旧石器時代細石刃文化

の遺物包含層である。

　　　　　　　　　　　　　Ⅷａ層　淡黄褐色砂質土。砂質でありヌレシラスと間違われることが

多い。

　　　　　　　　　　　　　Ⅷｂ層　黄褐色硬質土。硬く締まっており旧石器時代ナイフ形石器文

化の遺物包含層である。

　　　　　　　　　　　　　Ⅸ　層　黄白色シラス。北西部は岩板が近いためうすい。約２５０００年

前の入戸火砕流堆積遺物である。

　　　　　　　　　　　　　基盤　　加久藤カルデラ起源の凝灰岩である。シラスがうすい北西部

のみに認められる。
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第８図　仁田尾遺跡

　　　　基本土層柱状図
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第Ⅳ章　旧石器時代Ⅰ文化層の遺構と遺物

第１節　調査の概要と石器石材

１．調査の概要

　第Ⅵ層薩摩火山灰の下位に位置する第Ⅶ層茶褐色粘質土層（通称チョコ層）に包含されている細

石刃文化期の調査中に於いて，細石刃文化期の遺物がしだいに少なくなるⅦｂ層の下部から，次の

Ⅷ層上面まで掘り下げた段階で，この第Ⅷ層について疑問が生じた。

　このチョコ層の下位に位置する黄褐色砂質土層は，これまで入戸火砕流の最上部としてのヌレシ

ラスとして認識され，無遺物層として把握されていた。仁田尾遺跡の確認調査においても同様であ

り，茶褐色粘質土層（チョコ層）の調査終了は，そのまま調査終了を意味していたのである。

　第Ⅷ層の黄褐色砂質土層は，肉眼的にもまた手で触れた感触もヌレシラスに極めて類似している

土層であるが，これまでの常識を超えて掘り下げを開始することとした。

　掘り下げた結果，黄褐色砂質土（第Ⅷa層）の下位には，黄褐色硬質土（Ⅷb層）が堆積しており，

そのなかから予想どおり石器が出土して，第Ⅰ文化層のナイフ形石器文化期の存在が確認されるこ

ととなった。

　なお，仁田尾遺跡ナイフ形石器文化期の調査事例により，チョコ層の下位がヌレシラスという既

成概念が崩壊し，県内のナイフ形石器文化期の遺跡が以後急増したことは周知のとおりであること

を付記しておく。

　以上のような経緯を経て，調査区全体の第Ⅷｂ層を調査した結果，合計６２ヶ所の石器群ブロック

が検出され，これに伴い礫群が計５１基検出された。

　出土した石器群はナイフ形石器，台形石器などの石器を中心として，掻器，削器や多量の剥片や

細片と石核などがあり，時期としてはほぼ単一型式期に近い短いものであるが，使用されている石

材は多様性が認められ当時の集団構成や移動領域の複雑さが示唆されるものであった。

２．旧石器時代Ⅰ文化層の石器石材

　石器に使用されている石材は多種多様のものが認められており，黒曜石類については遺物材料研

究所藁科哲男氏による分析のほか，それを基準にした肉眼的観察による黒曜石の区別と，鹿児島大

学博物館長大木公彦教授による堆積岩及び珪質岩の指導を受けて，以下のような分類を行った。

ここでは第Ⅰ文化層で使用されている石材について取り上げる。

　黒曜石類

　　三船産…ガラス質が強く，光沢・透明感があり不純物を多く含むものが一般的な特徴とされて

きた。しかし，原産地の鹿児島市三船の海岸ではうす墨色でシマ状の流理構造を有する

ものや，赤褐色を帯びたものも確認され多様性が知られてきた。なお黒曜石分析の頁で

は竜ヶ水産と記載されている。

　　上牛鼻産…風化が著しく，外観は消し炭状で特徴的なものであるが，新しい割れ面は漆黒で光

を通さない。薩摩川内市樋脇町上牛鼻が主産地であるが，日置市市来町平木場も産地と

して確認されている。
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　　上青木・桑ノ木津留産…アメ色で透明感があり，不純物の少ない特徴のものである。以前には

桑ノ木津留産とされていたが，近年大口市上青木で広い散布域が確認された黒曜石であ

る。いわゆる霧島系と呼ばれる黒色でわずかに不純物を有するものは明確な区別が困難

であり本報告書ではこれに含む。

　　日東系…大口市日東産地を標準とするものであり，不純物が多いものである。透明感がない点

で三船産と異なる。ここでは大口市五女木産を含む意味で日東系とした。

　　仁田尾ＮＯ６黒曜石…黒曜石分析の結果，これまでに判明している産地のものとは全く成分比

の異なるものがあり，今回仁田尾ＮＯ６黒曜石として新たに設定されることになった。

円礫として採集されており，ガラス質が強く不純物はあるが多くない。最大の特徴は内

部が夜空の星状を呈して光ることである。

　　腰岳産…漆黒色を呈し，不純物がきわめて少ないものである。佐賀県腰岳産。

　　淀姫・針尾系…青灰色を呈し，ガラス質であり不純物は少ない特徴のものである。淀姫産と針

尾産は外礫皮面や色調の差があるが，ここでは一括して取り扱った。

　頁岩類

　　青黒色～淡黄白色珪質頁岩…大きな角礫として産出するものであり，外観は外側の風化を受け

た部分は淡黄白色を呈するが，風化していない内部付近は青黒色～青灰色を呈してい

る。中心部は珪質分が強く良質であるが，外側や一部のものは内部まで節理が発達して

いるものもある。産地は最近になって発見された南九州市川辺町宮ノ上である。

　ギョクズイ系

　　広く玉髄系石材を全て含む呼称である。本来微晶質の石英で半透明なものを呼ぶ。このうち，

シマ状となるものはメノウと呼ばれている。一方，半透明でないものはジャスパーと呼

称され，このうち鉄分を含むことから赤褐色を呈するものを「鉄石英」として区別し，

赤褐色～黄褐色のものも本報告書では鉄石英に含めている。また，白色のものは「たん

ぱく石」もしくは「白色玉髄」としている。これらの玉髄系や鉄石英の産地は金鉱山に

関わる熱水鉱床近くに産出し，串木野，枕崎，大口等の産地が知られている。

　安山岩類

　　多久産サヌカイト…外観の自然礫面及び剥離面の特徴によって判断できるものである。

　　その他の安山岩…産地が明確でないもので，数種に区別できる。

　以上のように第Ⅰ文化層で石器として利用されている石材は多様なものが認められるが，頁岩類

や凝灰岩類の多様な石材は，第Ⅱ・Ⅲ文化層で使用されているものが種類が多い。

　なお，本遺跡と関係石材の産地については第Ⅲ文化層の石材の頁で再掲し，かつ第２６８図で本遺跡

との距離等を図示した。
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第２節　第Ⅰ文化層の検出遺構

１．ブロックとブロック群

　第Ⅰ文化層の遺物包含層は第Ⅷb層であり，発掘調査段階で石器群の集中を意識しながら調査を

進めた。調査では石器群集中の検出順にブロック番号を付している。

　今回報告にあたり，調査時のブロック番号をほぼそのまま踏襲することとした。そのためブロッ

ク番号は南側から順序だっていない。さらに調査時に一つのブロックと考えていたものについて

も，全体分布図及び石材別の全体分布を検討して，複数のブロックとしたものもある。

　以上のようにして，全体の石器群の出土分布を概観すると，各々のブロックは調査区域全体に均

等に分布しているものではなく，かなり偏った分布状況を呈していることが理解できる。そこで

各々の近接したブロックの視覚的な集合単位として便宜的にブロック群として認識することとし

た。以下はその内容である。

Aブロック群

　調査区域の最も南側に位置している。多数のブロックが近接しており，礫群も多く検出されてい

る。該当するブロックは，５，６，８～１３，１９，２０，２９～３１，３４～３６ブロックである。

Bブロック群

　Aブロック群の北西に位置するもので，各々のブロックはやや離れて分布している。検出された

礫群は少ない。該当するブロックは，３，１４～１８，２３，２７ブロックである。

Cブロック群

　Bブロック群の北東部に位置しており，各ブロックは集中が明確で認識しやすい。礫群は１基検

出されている。該当するブロックは，１，２，４，７，３７～４０ブロックである。

Dブロック群

　Bブロック群の北側に位置し，石器群が極めて集中するブロックと，やや散在するブロックから

なる。少数の礫群も検出されている。２１，２４～２６，２８，３２，３３ブロックから構成される。

Eブロック群

　調査区域の北西に位置するもので，各ブロックの単位は認識しにくく，調査時は全てを２２ブロッ

クとしてとらえていた。礫群も多数検出されている。２２，４１～４４ブロックが該当する。

Fブロック群

　最も北側に位置する二つのブロックであるが，ブロック群として捉えられるか課題も残る。礫群

も検出されていない。５０，５１ブロックが該当する。

　なお，整理作業最終段階で石材別分布図が完成した。第２３図参照。

　これによると，Aブロック群は西側の上牛鼻産黒曜石主体のブロック群と，中央部の頁岩系石材

と三船産黒曜石主体のもの，そして東側の石材の異なるブロック群に区別できることが明らかと

なった。次に，Bブロック群は上牛鼻産黒曜石が主体であり，またCブロック群は三船産黒曜石が主

体であり，両ブロック群の差異が明確である。ただし，Cブロック群で３７ブロックのみ石材が逆転

している。Dブロック群の２５ブロックは，その中に集中部が複数存在しており，石材的にも明らか

に異なり，細別の必要が認められた。Eブロック群は個別ブロックの単位が石材別分布により明確

に区別できることとなった。
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２．礫群

　１）概要

　平成５・６年度の調査では，すべて第Ⅷ層の最下面のレベルで検出された。礫群は極めて集中度

の高いものや掘り込みを有するものの他に，比較的集中するもの，あるいは散在するものがみられ

た。調査段階においては，近接した礫群も全て個別の番号を付したが，今回整理作業において礫の

接合作業を実施し，その接合関係から二つの礫群番号が付いたものも一つの礫群として理解すべき

ものも認められた。

　また平成７年度調査区についてはⅦ層・Ⅷ層・Ⅸ層の礫群が検出されているが，今回の整理作業

で接合結果も含めた再検討を加えた。

　礫群は調査区域全体にまんべんなく検出されてはおらず，ブロックやブロック群のなかで偏在集

中した分布として理解できる。ここでは各ブロック群ごとに記載することとし，礫群番号は調査時

点の番号をそのまま使用した。

　なお，礫群は各個別の平断面のみでなく，各ブロック群ごとの配置と接合図を第４７図～５３図に掲

載することとし，各礫群と周辺礫群の配置と礫接合が理解しやすいように配慮した。

　２）Aブロック群の礫群

４９号礫群

　E－２２区で３０ブロックの南側で検出された。礫は安山岩が主体であり，礫の総数は計５３点であっ

た。礫は比較的大きなものから細片まであり，おおきく３ケ所の集中部に区別でき，そのうち２ヶ

所には掘り込みが認められた。掘り込みの大きさは，３５×２５㎝で深さ１３㎝と，２３×１２㎝で深さ１０㎝

であった。礫は火熱のため赤化が著しかった。

３８号礫群

　３４ブロックの南側で検出された。中心部で１０個の礫が集中しており，この部分の両サイドの礫が

接合している。礫は安山岩であり，径５㎝程度のものが多かった。礫の集中部には径３～４㎜の炭

化物が多くみられ，周囲の土も硬化し色調はにごっていた。しかし掘り込みは認められなかった。

３５号礫群

　３０ブロックの北西部で検出された。赤化した礫は中心部で集中しており，その下には径４５×３０㎝

で深さ６㎝の浅い掘り込みを有する。集中部には炭化物も認められた。集中部の礫と周辺に散在し

ている礫が接合している。

３６号・３７号礫群

　３４ブロックで検出された。調査時点ではそれぞれ別の番号を付していたが，接合作業の結果，両

方の礫が接合したため一つの礫群とした。それにより集中した部分と，使用後にかき出された散在

部とからなる。総計４６個の礫は火熱による赤化が著しかった。集中部の下面に明確な深い掘り込み

は検出されなかった。

　なお，本礫群の礫は３４号礫群及び４５号礫群の礫と接合している。（第４８図参照）

４５号礫群

　３５ブロックで検出された。ほぼ径４５㎝程度に集中したものであるが，礫数は１５点と少なくドーナ

ツ状の空白部がある。中央部下面は火熱により若干硬化しているが，炭化物は認められなかった。
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また下面に明確な掘り込みも検出されなかった。本礫群の礫は３６・３７号礫群の礫と接合している。

４４号礫群

　４５号礫群の西側で検出された。計３６点の礫が集中していた。礫は全て火熱により赤化しており内

部には微細な炭化物片が少量点在していた。礫の下面はほぼ水平であり，明確な掘り込みは検出さ

れなかった。

４２号・４３号礫群

　３６ブロックで検出された。これも調査時点では集中部と散在部とを別番号としていたものである

が，接合により一つの礫群とした。集中部の下面には楕円形を呈する径５５×４０㎝で深さ１８㎝の掘り

込みが確認され，内部には少量の炭化物片が認められた。底面の土は硬化していた。集中部のなか

で対称的に離れた位置にある礫が接合していることから，一つの礫を分割して使用したことが理解

される。また，周辺に散在した礫の接合は小片が多く，使用時に飛び散った可能性も考えられる。

３９号礫群

　３４ブロックで検出された。火熱により赤化した礫は集中度が高い。礫は離れた位置にあるものが

接合している。内部には炭化物も少量認められた。下面に明確な掘り込みは検出されなかった。

　５７６は中央付近の礫の中から出土したもので，安山岩製の石核である。剥片素材であり，平坦な

腹面を打面にして幅広の剥片が両側縁から剥離されている。これは火熱を受けていない。

４０号礫群

　３６ブロックで検出された。赤化した礫は集中しており，その下面には楕円形を呈する径３５×２４㎝

で深さ約５㎝の浅い掘り込みが確認された。内部には炭化物も認められた。礫群の礫は本礫群内だ

けでなく近接する４１号礫群の礫と接合している。

４１号礫群

　４０号礫群の南側約２mの位置に検出された。礫の集中度は高く，すべて赤化やヒビ割れがみられ

た。礫の下面には径４７×３２㎝で深さ８㎝の浅い掘り込みが確認された。掘り込み下面は色調が暗褐

色で灰混じり状を呈し，硬化していた。内部には炭化物片が多数認められた。礫は内部のみでな

く，先の４０号礫群の礫とも接合した。

３３号礫群

　E－２１区２９ブロックの中央付近で検出された。礫の集中度はかなり高く中央付近で礫は数段重

なっていた。礫数は計８６点と多くすべて赤化していた。礫集中部の中央下面には楕円形を呈する径

４０×３３㎝で深さ１０㎝の掘り込みが検出された。内部には炭化物片も認められた。礫は４６号礫群の礫

と接合した。

３４号礫群

　３３号礫群の南東側で検出された。礫数は４２点であり比較的多く，集中度も高い。礫は東西２ケ所

で集中しており，西側は平面であり，東側のものは下面に掘り込みを有する。掘り込みは径３４×２５

㎝で深さ８㎝を測る。周辺には炭化物片も認められた。

４６号礫群

　３３号礫群の西側で検出された。比較的散在したようでも中心部はやや集中している。集中部分に

は径５２×４２㎝，深さ５㎝の掘り込みが認められた。赤化した礫の周辺には炭化物片が多く確認され
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第２５図　第Ⅰ文化層４９号・３８号礫群
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第２６図　第Ⅰ文化層３５号礫群
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第２７図　第Ⅰ文化層３６号・３７号・４４号・４５号礫群
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第２８図　第Ⅰ文化層４２号・４３号礫群
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第２９図　第Ⅰ文化層３９号・４０号・４１号礫群
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第３０図　第Ⅰ文化層３３号・３４号・４６号礫群
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第３１図　第Ⅰ文化層２号礫群
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第３２図　第Ⅰ文化層１号・３号礫群
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た。礫は３３号礫群と接合した。

２号礫群

　Ｇ－１９区９ブロックで検出された。礫の分布は広く長径４４０㎝に広がるもので，計６２点の礫から

構成される。礫は東側の掘り込みを有した部分と，その南側でやや集中気味に散在した部分と，ま

た西側で散在した部分からなる。掘り込みは隅丸長方形を呈し，３５×２４㎝で深さ１８㎝を測る。掘り

込み部とその南側に広がる礫は多数接合している。また，本礫群の礫は，近辺に散在する４号礫群，

１号礫群，３号礫群の礫と接合している。

１号礫群

　２号礫群の２ｍ南側で検出された。第Ⅰ文化層の調査で最初に検出されたものであり，火熱を受

け赤化した安山岩の角礫１１点が散在した礫群である。下面に掘り込みはない。礫は２号礫群の東側

に散在する礫と接合している。

３号礫群

　Ｈ－１８区８ブロックで検出された。広さ１９３×８２㎝の長楕円形に散在するものであり，礫は火熱

を受け赤化しており，径５㎝程度のものが多かった。第４９図で示したように礫は２号礫群の礫と接

合した。

４号礫群

　２号礫群の西側に位置しており，径４３０×１５０㎝の広い範囲に散在している。礫は赤化している

が，掘り込みは認められなかった。礫は２号礫群及び約４５m離れた位置にあるＢブロック群６号礫

群の礫と接合した。

４７号礫群

　Ｆ－２１区３１ブロックで検出された。計６点の礫が径４０㎝ほどの円形に並んだものである。下面に

掘り込みは認められなかったが，中央付近には径２㎜前後の炭化物片が多数認められた。

４８号礫群

　Ｆ－２２区３１ブロックの南側で検出された。径３０８×１９０㎝の比較的広い範囲に散在した礫群であ

る。礫は径５㎝以下の細片が多数を占めており，第５５図の礫群重量組成グラフで明らかなように破

砕細片が主である。

　３）Ｂブロック群の礫群

６号礫群

　Ｈ－１４区１５ブロックの西側で検出された。礫の集中度は高く，径約６０×５０㎝の円形の中にまと

まっている。礫の大きさは径１０㎝程度が多い。全て赤化しているが下面に掘り込みは検出されな

かった。２点の礫はＡブロック群４号礫群の礫と接合した。

７号礫群

　６号礫群の北東約１ｍの位置で検出された。安山岩礫は径４８×４０㎝の楕円形状に上下二段にまと

まっており，下面には，礫集中そのままの大きさの掘り込みが認められ，深さは約１５㎝であった。

底面には径２～５㎜程度の炭化物が多く認められた。礫は全て赤化しておりヒビ割れもみられた

が，集中部の周囲に細礫はみられなかった。
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第３３図　第Ⅰ文化層４号礫群
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第３４図　第Ⅰ文化層４７号・４８号礫群
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第３５図　第Ⅰ文化層６号・７号・８号礫群
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第３６図　第Ⅰ文化層９号・１０号・５号礫群
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８号礫群

　７号礫の東側約２ｍの位置で検出された。計１１点の礫は散在した状況であるが，北側の６点が比

較的まとまった部分とその周辺及び南側の３点の周囲には炭化物がみられた。いずれも掘り込みは

検出されなかった。

９号礫群

　Ｉ－１２区１６ブロックで検出された。礫は集中度が高く，径４０㎝程度の円形にまとまった集中が約

３０㎝離れて所在している。東側の集中は平面的であり，西側のものは礫が数段重なり下面には楕円

形を呈する４８×３３㎝で深さ１７㎝の掘り込みを有する。掘り込み内底面には断面図で示したように厚

い大型礫と径２０㎝程度の大型扁平礫があり，上部の礫は赤化が著しいのに対し，二つの大型礫は青

灰色を呈しており，酸素が遮断された還元のためと考えられる。これは礫群が土を覆う蒸し焼き調

理として利用されたことが推定されるものである。炭化物は平面的な東側の方が多かった。

１０号礫群

　９号礫群の北東約４ｍの位置で検出された。長径２３０㎝の広い範囲に広がるものであるが，西側

では６個程度比較的集中した部分があり，その部分には炭化物片も多く認められた。しかし下面に

明確な掘り込みは検出されなかった。礫の一つは９号礫群の礫と接合している。

５号礫群

　Ｇ－１２区の１４ブロックで検出された。赤化した安山岩礫片計１５点が長径１０７㎝の広さに散在する

礫群である。下面に掘り込みは検出されなかった。

２７号礫群

　Ｈ－１１区２３号ブロックで検出された。径５～１０㎝程度の赤化した礫９点が，径１３５×７５㎝の範囲

に散在したものである。

２６号礫群

　２７号の南側約２ｍの位置で検出された。径１０㎝程度の礫３点が径４０㎝に認められたものである。

３点の礫は全て火熱を受け赤化したもので，接合した。

１１号礫群

　Ｉ－１４区１７ブロックで検出された。比較的散在しているものであるが調査区域の壁際にあること

から，集中部分が区域外にある可能性も考えられる。礫は赤化しているが，下面には炭化物は認め

られなかった。礫は２７号礫群の礫と接合した。

　４）Ｃブロック群の礫群

５０号礫群

　C－１２区３９ブロックで検出された。礫群は北側の掘り込み内に集中する部分と南側に２０㎝ 程度離

れて平面的に広がる部分とで構成されている。掘り込みは楕円形を呈し，径４２×２２㎝で深さ１２㎝を

測り内部には炭化物も認められた。また，散在している部分には平面図の円形で示した３ヶ所が黒

く変色しており，その周辺には炭化物が多く認められた。

　５）Ｄブロック群の礫群

７号礫群

　H－９区２１ブロックで検出された。分布は径３６３×２１６㎝の楕円形に広く散在しており，礫は径１０
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第３７図　第Ⅰ文化層２６号・２７号・１１号・５０号礫群
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第３８図　第Ⅰ文化層１７号礫群
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第３９図　第Ⅰ文化層１５号・１６号・１４号礫群
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第４０図　第Ⅰ文化層３１号・３２号・１２号・１３号礫群
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～１５㎝程度の比較的大きなものが多かった。礫は全て赤化しており，１６号・１５号礫群の礫と接合し

ている。

１５号礫群

　１７号礫群の南側約２．５ｍの位置で検出された。また，両側には１６号礫群が接している。全体は長

径１６０㎝の範囲に広がるが，東側はほぼ円形に集中度が高く，西側はやや散在的である。両方の礫は

接合が多く，炭化物も点在しているが，下部に明確な掘り込みは検出されなかった。礫は１７号礫群

と接合した。

１６号礫群

　１５号礫群の西側に接する位置に所在している。この礫群も下部に掘り込みを有する集中部と，そ

れに接して散在する部分から構成されている。掘り込みは径３３×３０㎝のほぼ円形を呈し，深さは約

１０㎝であり，内部には炭化物が多く認められた。散在している部分の礫は１７号・１９号・２０号礫群と

接合した。

１４号礫群

　１７号礫群の東側約２ｍの位置にある。広さ径１７０×８０㎝の範囲に散在している。礫は赤化してい

るが掘り込みは検出されなかった。

３１号礫群

　Ｇ－９区２４ブロックに位置する。径１４０×１２０㎝の範囲に散在しているが，中心部は比較的集中し

ており，炭化物片も散在している。礫は多く接合している。

３２号礫群

　３１号の南東約２ｍの位置にある。１１点の礫が比較的集中しているが，下面に掘り込みは認められ

なかった。礫は赤化していた。

１２号礫群

　３１号礫群の西側約５ｍの位置で検出された。礫は赤化したものが計４点である。

１３号礫群

　１４号礫群の北側約１．５ｍの位置に検出された。礫数は１０点であり長径１００㎝の範囲に散在しており

礫は全て赤化していた。

　６）Ｅブロック群の礫群

２４号礫群

　Ｈ－７区４１ブロックの東側で検出された。本礫群も掘り込みを有し集中した部分と，それに近接

して散在する部分から構成される。掘り込みは楕円形で径２４×２０㎝，深さは１０㎝を測り内部には炭

化物が認められた。散在部の礫は多数接合している。

２５号礫群

　Ｈ－５区４３ブロックで検出された。赤化した礫４点から構成され，下面には炭化物が認められた。

２３号礫群

　４１ブロックで検出され，２４号の西側に位置している。全体は径２４０×２２０㎝の範囲に広がるが，中

心部は比較的集中している。礫の集中した部分は径６０×５０㎝で底面は暗褐色を呈し硬く締まってい

たが，明確な深い掘り込みは検出されなかった。この部分は炭化物も多く認められた。
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第４１図　第Ⅰ文化層２４号・２５号礫群
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第４２図　第Ⅰ文化層２３号・２１号・２２号礫群
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２１号礫群

　４１ブロックで２３号礫群の西側約２ｍの位置に検出された。礫数は９点であるが，そのうち５点は

径４０×３０㎝深さ７㎝の掘り込み内に納まり，また残り４点も浅い掘り込みを有していた。ただしこ

の掘り込みの北側は明確でなかった。両掘り込み内は炭化物が多く認められた。浅い掘り込みの礫

は２３号礫群の散在礫と接合した。

２２号礫群

　２１号礫群の南東１ｍの位置にある。比較的集中しており，その中心部は径４０×３０㎝の範囲に炭化

物片が集中していた。しかしこの部分に掘り込みを認められなかった。２３号礫群と接合する。
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第４３図　第Ⅰ文化層２８号・２９号礫群
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第４４図　第Ⅰ文化層１８号・１９号・２０号礫群
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第４６図　第Ⅰ文化層５１号・５２号・５３号礫群
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１８号礫群

　Ｉ－６区４６ブロックで検出された。計１１点の礫のうち９点が集中した部分には，楕円形を呈する

径４０×３５㎝で深さ８㎝の掘り込みが認められ，内部や周囲には炭化物片が多くみられた。礫は全て

赤化していた。

１９号礫群

　４６ブロックで１８号礫群の１．６ｍ西側に位置している。径１０㎝程度の礫のほとんどは径７６×７０㎝の

楕円形の浅い掘り込み内に集中している。この掘り込みは他と異なり直径が大きいだけでなく深さ

もわずか５㎝程度と浅いものである。掘り込み内の離れた位置にある礫や外の礫が接合している。

礫は全て赤化していた。

２０号礫群

　１９号礫群の西側０．５ｍの位置にある。礫は集中度が高く，下面に掘り込みを有した部分に集中す

るものと，その隣りに円形かつ平面的に散在する部分から構成される。掘り込みは径約４０㎝ほどの

円形を呈しており，深さは約２０㎝を測る。掘り込み内部の礫は径１５～２０㎝と大型ものが多く，掘り

込み内面の土は硬化していた。掘り込みの外側の礫の一部は３０m以上離れた位置にある１６号礫群や

近接する１９号礫群の礫と接合している。

２８号礫群

　J－５区４７ブロックの北側の位置で検出された。計１１点の礫は径７６×４０㎝の範囲に比較的集中し

ており，礫が集中している部分は径６０×５５㎝の楕円形に炭化物が集中しており，さらに下面の土は

周囲の黄褐色土と比較すると暗褐色に変色していた。明瞭な掘り込みは確認できなかったが，中心

部の礫は２点が重なっており，浅い掘り込みが存在した可能性が高い。礫は全て火熱を受けて赤化

していた。３０号礫群の礫と接合している。

２９号礫群

　２８号礫群の東側約１．５ｍの位置にある。計１３点の礫は径１５５×１３０㎝の範囲に散在している。礫は

径５㎝程度の熱破損した赤化礫が多い。炭化物は点在していた。

３０号礫群

　２８号礫群の南側の所在している。広さ４００×１８０㎝の広い範囲に散在したものであり，礫は赤化し

ており，径１５㎝程度のものも数点見られるが，大部分の礫は径５㎝以下の破損礫が多い。礫は遠く

離れたものが接合している。

５１号礫群

　平成７年度調査区域でＫ－５区に位置している。礫数は９点であり，径５㎝程度のものが多い。

全て赤化している。

７）Ｆブロック群

５２号礫群

　G－４区に位置する。赤化した計１０点の礫からなる。やや集中している。

５３号礫群

　Ｆ－３区に位置する。赤化した計２１点の礫が長径１８０㎝の範囲に散在している。 
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８）礫群の礫接合について

　今回検出された礫群の礫については接合を実施した。礫接合の結果，各々の個別の礫群内部での

接合にとどまらず，第４７図から第５３図までに示したように礫群と礫群の接合が多く確認できた。

　それは近接した位置にある礫群だけでなく，４０ｍ以上離れた位置にある４号礫群と６号礫群の例

や，約３０ｍ離れた位置に所在する１１号礫群と２７号礫群の接合，そして１６号礫群と１９号・２０号礫群の

礫接合例が確認できた。

　これらの礫群間接合は，各々の礫群が形成された時間（時期）の前後関係を意味しており，その

所属するブロックの形成時期の前後関係を考慮するうえで重要である。

　また，礫群の内容的には，使用後に抜かれて再利用されたもの，あるいは逆に再利用したものの

区別が可能なものも認められた。例えば掘り込み内の礫が小破片が多く，空白部が多い４６号礫群は

礫を抜かれたものであり，３３号は礫群の使用後そのままの状況であることから，両礫群の前後関係

が判断できる好例となろう。 
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第４７図　A‐南側礫群
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第４８図　A‐中央部礫群間の接合
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第４９図　A‐西側礫群間の接合
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第５０図　B‐東側礫群
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第５１図　B‐西側礫群間の接合
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第５２図　D‐礫群間の接合
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第５３図　E‐礫群間の接合
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第５４図　礫群重量組成グラフ（１）（横軸は５０g単位）
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第５５図　礫群重量組成グラフ（２）（横軸は５０g単位）
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第５６図　礫群重量組成グラフ（３）（横軸は５０g単位）
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第５７図　礫群重量組成グラフ（４）（横軸は５０g単位）
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第３表　礫群一覧表

備　　　　　　考炭化物赤化礫総数
堀り込み

短径長径出土区礫群
番号

ブロ
ックブロック群挿図番号

深さ短径長径

全て５３
１６１２２３

１２０１９８E-２２４９３０A
２５ １３２５３５

土色がにごり硬化している径３～４㎜全て１４８０２１８F-２１３８３０A

全て４３６３０４５１９６２９６E-２２３５３０A２６

全て４６１０７２７０F-２０３６・３７３４A

２７ 中央部下面は火熱により若干硬化している　全て１５３８８６G-２１４５３５A

炭化物は微細なものが少量点在する少々全て３６９７１４０G-２１４４３５A

少々全て３６１８４０５５１０５１６５F・G-２０４２・４３３６A２８

割れ・ヒビ有有強い３２１０２１１２F-２０３９３４A

２９ 有全て２０５２４３５６５１２０F-２０４０３６A

割れ・ヒビ有　下面は暗褐色灰まじり硬くなる有全て３２８３２４０４３６８F-２０４１３６A

４６号と接合有全て８６１０３３４０１０１１３７E-２１３３２９A

３０ 有全て４２８２５３４４４１９３E-２１３４２９A

３３号と接合全て２０６４２５２１５０２０５F-２１４６２９A

全て６２１８２４３５２３２４４０G-１９２９A３１

全て１１５０１４０G-１９１９A
３２

（１）４１６０４　（２）４１２９１１のドット全て２１８２１９３G-１９３８A

全て３７１５０４３０G-１９４１３A３３

多数有径２㎜全て６４０４２F-２１４７３１A
３４

全て２８１９０３０８F-２２４８３１A

有全て１１３３１３０G-１４８１５B

３５ 全て２３５０６１H-１４６１５B

４号礫群と接合多全て１８１５４０４８４０４８G-１４７１５B

底面の大石はねずみ色左側に多数有強い３０１５３３４８４６１４０I-１２９１６B

３６ ９号礫群と接合多数有全て２３１１４２３０H-１２１０１６B

全て１５６０１０７G-１２５１４B

全て９７５１３５H-１１２７２３B

３７
全て３２８３９H-１１２６２３B

なし全て１０５７６２I-１４１１１７B

有全て５５１２２２４２１３０１５７H-１１５０３９C

全て４０２１６３６３H- ９１７２１D３８

全て２５９３２３３５５１０６H-１０１６２１D

３９ 全て４０４８１５９H-１０１５２１D

全て１２８０１７０G-１０１４２１D

有全て２７６５１７５G- ９３１２４D

４０
全て１１２５７１G- ９３２２４D

全て４１１２５H- ８１２２１D

全て１１３０１１３G-１０１３２１D

有全て４０１０２０２４１６０１８０H- ７２４４１E
４１

板状扁平礫下面に点在全て４３１３３H- ６２５４３E

下面は暗褐色で硬く締まる下面に多数有全て３３１４０２４１H- ７２３４１E

４２ ２２ブロック有全て９８３０４０４０７０H- ６２１４１E

No.６８７７５フレイク有全て２３８６１１１H- ６２２４１E

約５cmほどの堀り込みがあった可能性有暗褐色多数有全て１１４０７７J- ５２８４７E
４３

全て１２１２６１５４J- ６２９４７E

有全て１１８３５４０６８８０I- ６１８４６E

４４ 全て３３５７３７５７３１２８I- ６１９４６E

全て２６１８４０４２５３１１３I- ６２０４６E

全て４７１８０４００J- ５３０４７E４５

No.１３５５１３-１３５５２１全て９４７１０４K- ５５１E

４６ １１１３５７・１１１３５８・１２４５２５-１２４５３１全て９４２８８G- ４５２F

No.１１１３１９.１２４５３５-１２４５５３全て２１１０３１８３F- ３５３F



第３節　第Ⅰ文化層の出土石器と接合資料

１．Ａブロック群の石器群

　調査区域の南端に位置しており，多数のブロックが近接した位置で検出されていることから視覚

的なまとまりとしてＡブロック群とした。

　Ａブロック群内の遺物集中ブロックは，調査中の時点で計１６ヶ所のブロックを認識していたが，

今回石器の出土分布図を作成・検討した結果，計１９ヶ所のブロックに識別できる。

　第５８図と７１図でブロック群の石材別分布図を示しているように，Ａブロック群は石材的にみると

西側と東側では上牛鼻産黒曜石が主体であり，その中間の位置に所在する各ブロックでは頁岩系の

石材や三船産黒曜石，日東産黒曜石などが主体となっている。またさらに北西の比較的散在するブ

ロックでは，安山岩系石材や三船産黒曜石が主体となるなど，主体的に多数使用されている石材の

差異が明確である。以下各ブロックごとに説明を行う。

　１９ブロック（第５９・６０図）

　Ｉ－２０区に位置するもので，径６×２ｍの楕円形にやや散在する石器分布である。細かくみると

東西に分かれる可能性もある。上牛鼻産黒曜石が主体である。

ナイフ形石器（第６１図１・２）

　１は背面に自然礫皮面が残る幅広剥片を素材とし，剥片の打面側は腹面からの丁寧なブランティ

ングが施され，また対向する剥片末端部にもブランティングを施し基部としたものである。全体形

状は切出し形に整えている。２は基部のみの破損品である。

台形石器（第６１図３）

　３は１・２と同様に背面に自然礫皮面が残る幅広剥片を素材としたものであり，打面を折断して

その折断面の一部に細かいブランティングが施されたものである。

　１２ブロック

　Ｉ－１９区西側に位置するもので，径約５ｍほどの円形の範囲に分布しており，中心部の石器群は

集中度が高い。上牛鼻産黒曜石が主体である。

ナイフ形石器（第６１図４）

　４は幅広剥片を分割するような位置に丁寧なブランティングを施した一側縁加工ナイフである。

基部に残存する打面には自然礫皮面が残る。これは他の剥片計６点と接合したが図化できなかった。

掻器（第６１図５）

　５は幅広剥片の打面側は折断されたもので，縁辺に急角度の二次加工を施して直線的な刃部を形

成したものである。これも背面に自然礫皮面が残存している。

削器（第６１図６～８）

　６・８は上牛鼻産黒曜石製の接合資料であり、第８４図に関連資料を呈示している。接合資料の頁

で再度後述する。いずれも二次加工が認められ削器とした。

　７は比較的大型の剥片が使用されているもので，打面も厚く幅広であることからハンマーで直接

剥離されたものであろう。剥片の鋭利な片側の縁辺には細かい二次加工が施され刃部となってい

る。使用痕も認められる。
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第５８図　Aブロック群南東部のブロックと石材分布図
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第５９図　第A‐１２・１１・１９ブロック主要石器出土分布図
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　１１ブロック

　Ｉ－１９区で１２ブロックの北西部に接して分布している。分布範囲は径約５ｍ程度の円形である

が，集中部は細かくみると東西に分かれている。上牛鼻産黒曜石が主体である。

ナイフ形石器（第６２図９～１１）

　９は幅広剥片を素材とし，剥片の打面側を断ち切るように腹面から丁寧なブランティングを施

し，その整形した側面を打面にして背面には平坦剥離を施したものである。基部加工は腹面からと

背面から施されている。１０は接合資料であり後述するが，ブランティングは一側縁のみ施されている。

１１は刃部にも細かい二次加工が施されているもので，基部の調整加工から判断すると背縁はわずか

に背面からの調整がみられるが，リダクションと推定される。つまり先端が欠損した後の再加工と

考えられる。

使用痕剥片（第６２図１２・１３）

　上牛鼻産黒曜石製の剥片の鋭利な縁辺に使用痕が観察されるものである。同一母岩による接合資

料であり後述する。

石核（第６２図１４）

頁岩製の比較的大型の剥片を使用したものであり，平坦な主要剥離面を打面にして小型の幅広剥片

を剥いだものである。これも接合資料であり，後述する。
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第６０図　A‐１２・１１・１９ブロック器種別分布図
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第６１図　A‐１９・１２ブロック出土石器
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第６２図　A‐１１ブロック出土石器
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　２０ブロック（第６３・６４図）

　Ｈ－１９・２０ブロックに位置する。石器群の分布範囲は径約７ｍ程度の円形を呈する。主体となる

石材は上牛鼻産黒曜石である。石器類が比較的多かった。

ナイフ形石器（第６５図１５～２１）

　１５は素材に厚手の幅広剥片を使用し，打面側を折り取るようにブランティングにより整形し，対

向する部分も腹面からブランティングを施し，厚い二側縁加工ナイフに仕上げている。背面の高い

部分は着柄の痕跡と推定されるスレが認められる。１６・１７も幅広剥片を素材としたものであり，１６

は稜上調整が認められる。１８も幅広剥片を素材としたものであるが，刃部は短く切出し形を呈す

る。１９は先端部のみの破損品である。２０は調整加工がわずかに認められる程度であるが先端には使

用痕が著しい。２１も剥片の折断面にわずかなブランティングが認められるが，刃部の使用痕は著し

い。２０・２１は部分加工ナイフとするより台形石器と分類すべきかもしれない。

台形石器（第６５図２２）

　２２は幅広剥片を素材とし，打面側と末端部を折断して鋭利な側緑の一部分を刃部としたものであ

る。折断部にはわずかな調整加工が認められる。

ノッチドスクレーパー（第６５図２４）

２４は剥片の末端部の側緑の一部に二次加工を施したものであり，その刃部は両方とも内湾状になっ

ている。

使用痕剥片（第６５図２３・２５・６６図２６・２７）

　２３は比較的大型の剥片を折断したもので，接合している。側緑には使用痕が認められ，台形石器

的な使用が考えられる。２５は小剥片の細い先端部に著しい使用痕が認められるものである。２６は頁

岩製剥片の鋭利な緑辺に使用痕が観察されるものである。

石核（第６６図２８）

　２８は上牛鼻産黒曜石製で，部分的に礫皮面が残存するものである。５点の剥片が接合したが図化

できなかった。不定形の剥片や平坦面を打面にして小型の幅広剥片が剥がされている。

　１０ブロック

　Ｈ－１９区に位置し，径約１０×６ｍに分布しているが，西側の集中部と東側の比較的散在した分布

と分かれる。西側はブランティングチップが集中していた。主たる石材は上牛鼻産黒曜石である。

ナイフ形石器（第６６図２９・３０）

　２９は幅広剥片を素材とし，剥片の打面側と対向する縁辺にブランティングを施した二側緑加工の

ナイフである。鋭利なままの刃部には使用痕が著しく観察される。３０も幅広剥片を素材とした二測

縁加工ナイフで，先端部をわずかに欠損している。

台形石器（第６６図３１）

　３１はギョクズイ製の剥片を使用したものである，直線状で鋭利な末端縁辺をそのまま刃部とし，

両側緑に比較的粗い二次加工によりブランティングを施したものである。

スクレイパー（第６６図３２～６７図３４）

　３２は３１と同一母岩と考えられるギョクズイ製の幅広剥片を使用したもので，鋭利な剥片末端部に

二次加工を施し刃部としたものである。二次加工は背面側から施されている。
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第６３図　A‐１０・２０ブロック主要石器出土分布図
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　３３は比較的大型の幅広い縦長状剥片を使用したもので，鋭利な末端部に背面側から細かい二次加

工が施されたものである。石材は産地不明の黒色安山岩である。３４は１１ブロックの１４と接合してお

り，接合資料１０８として再述するが，頁岩を利用したもので粗い二次加工が施されたスクレイパーで

ある。

　８ブロック（第６８・６９図）

　Ｈ－１８区に位置しており，径的４ｍ程度の円形の範囲に石器分布をもつ。本ブロックで分布して

いる石材は，これまでの上牛鼻産黒曜石主体とは異なり，上牛鼻産黒曜石以外に頁岩系石材も多く

混在した石材状況である。

ナイフ形石器（第６７図３５）

　暗青灰色を呈する川辺町宮ノ上産と推定される頁岩製であり，石刃状の縦長剥片を素材とし，打

面部にわずかな二次加工を施したもので基部加工のナイフに分類される。先端近くには明瞭な使用

痕が観察される。

台形石器（第６７図３６）

　３６は３７の剥片が打面から分割された剥片を利用し片側縁にブランティングを施したものであり，
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第６４図　A‐１０・２０ブロック器種別分布図
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第６５図　A‐２０ブロック出土石器
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第６６図　A‐２０・１０ブロック出土石器
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第６７図　A‐１０・８ブロック出土石器
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台形石器に分類できる。先端の縁片には著しい使用痕が認められる。

使用痕剥片（第６７図３７・３８）

　３７は分割された残りの先端部にも使用痕が認められるが，調整剥離が施されていないことから使

用痕剥片とした。３８は剥片の鋭利な末端に著しい使用痕が観察される。また打面にも細かい二次加

工が施されておりスクレイパーとなっている。石材は３７・３８とも３５と同一石材であり，同一母岩の

可能性が高い。

石核（第６７図３９）

　上牛鼻産黒曜石を石材とするもので平坦な剥離面を打面にして小型剥片が剥離されている。接合

資料であり後述する。

　９ブロック（第６８・６９図）

　Ｇ－１９区に位置しており，Ａブロック群のなかでは中間的な場所である。径約１０m程度の円形の

なかに分布範囲を有する。本ブロックで主体となる石材は，これまでの１２・１９・１１・２０・１０ブロッ

クが上牛鼻黒曜石であったのと大きく異なり，頁岩系石材が主体となっている。

ナイフ形石器（第７０図４０・４１）

　４０は上牛鼻産黒曜石を石材とし，幅広剥片の打面側と対向する縁辺に丁寧なブランティングを施

して切出し形に仕上げたナイフである。背縁の加工は直線的ではなく外反し，反対側は逆にノッチ

状で内湾状に整形される。ブランティング調整は上下から施されている。４１は比較的大きな幅広剥

片が素材となり直線状のブランティング調整が施されている。刃部には使用痕と考えられる微細剥

離が認められる。石材は黒曜石産地分析の結果，淀姫産と判定された。

　先端部使用石器（第７０図４２）

　４２は頁岩製の剥片を利用したものであり，末端に位置する角の部分に微細な剥離が認められる。

他に剥片が接合したが図化できなかった。

彫器（第７０図４３）

　４３は玉髄製の剥片を使用したもので，この剥片剥離時に分割した面から，直角に二条の樋状剥離

が認められるものである。彫器と考えられる。

スクレイパー（第７０図４４）

　４４は珪質頁岩製の不定形剥片を使用したもので，鋭利な内側の縁辺に鋸歯状の剥離を施して刃部

としたものである。先端部には使用痕が認められる。

使用痕剥片（第７０図４５・４６）

　４５・４６は鋭利な縁辺に使用痕が観察されるものである。４５は上牛鼻産黒曜石製，４６は頁岩製。

ハンマーストン（第７０図４７）

　安山岩の円礫製であり，長軸の端部には使用痕と考えられる敲打痕が認められる。

　１３ブロック

　８ブロックと９ブロックの中間の位置にある。石材は頁岩系が主体である。石器は少なかった。

台形石器（第７０図４８）

　４８は頁岩の幅広剥片をそのまま利用し，剥片末端を折断後に弱いブランティングを施したもので

ある。接合資料である。
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第６８図　 A‐８・１３・９ブロック主要石器出土分布図
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第６９図　A‐８・１３・９ブロック器種別分布図
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第７０図　A‐９・８ブロック出土石器
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　３５ブロック

　Ｇ－２０区に位置しており，Ａブロック群のほぼ中間の場所にある。石器群の集中度は極めて高く

径約２ｍの範囲に集中している。主たる石材は三船産黒曜石であり，わずかに頁岩系も含まれて，

石材的にはＡブロック群のなかでも特異である。

ナイフ形石器（第７４図４９～５２）

　４９は幅広剥片の打面側を先端部にして，剥片全体の変形度がかなり高くなるようなブランティン

グを施している。ブランティング面は厚みがあるため背面からも施されている。先端部を破損して

おり，５３がそれにあたる。５０も幅広剥片を利用したものであり，ブランティングは剥片を断ち切る

ように施されている。５１はブランティングチップを使用したものであり，わずかに調整加工が施さ

れている。５２は接合資料１１９に接合するもので，剥片の打面近くに粗いブランティングが施される。

基部だけの破損品である。石材は全て三船産黒曜石である。

石錐（第７４図５３）

　ナイフ形石器４９の折れた先端部と接合するものである。ブランティングにより先端が尖るのみで

なく，破損面からの細かい調整が施されている。

スクレイパー（第７４図５４・５５）

　５４は６４と接合するものであり，その鋭利な縁辺を有する部分である。折断を意図的にした可能性

も考えられる。石材は同様に三船産黒曜石である。

　５５は自然礫皮面を打面に有する幅広剥片を使用したものであり，鋭利な剥片末端部に細かい二次

加工が認められる。石材は黒色で光を通さず不純物が多い日東系黒曜石と推定されるものであり，

確認の意味もあり黒曜石分析に出した結果，予想おり日東・五女木産と判定結果が出された。

　３６ブロック

　３５ブロックの北側で，Ｆ・Ｇ－２０区に位置する。出土石器数は少なく，わずかに上牛鼻産黒曜石

などがみられた程度であるが，礫群４０号，４１号，４２・４３号の３基が所在している。

ナイフ形石器（第７４図５６）

　５６は灰色を呈する頁岩製であり，打面と剥片先端の位置が斜軸状となるいわゆる斜軸剥片を素材

としている。打面近くを基部とし，基部には背面からの調整剥離により丸く仕上げており，ブラン

ティングは急角度のものではなく，スクレイパーエッジ状に施している。先端は剥片時のままであ

り，両側縁の一部には二次加工が施されており，先端部周囲には使用痕が認められている。

使用痕剥片（第７４図５７）

　５７は青灰色を呈する頁岩製で鋭利な縁辺に使用痕が観察される。下半部を欠損している。

　３４ブロック

　Ｆ－２０・２１区に位置しており，石器は径約７×６ｍの範囲に分布している。石材は西側に三船産

黒曜石が，西側には日東系黒曜石が中心となっている。

ナイフ形石器（第７５図５８～６２）

　５８は幅広剥片を素材とし，ブランティングにより三角形に整形したものである。日東系黒曜石を

使用している。５９はたんぱく石製で剥片の打面部と末端部を折断し，折断面から平坦剥離を施した

ものである。６０は先端部のみの破損品である。６１は上牛鼻産黒曜石製の縦長剥片を素材とし，片側
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第７１図　 Aブロック群西側のブロックと石材分布図
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第７２図　 A‐３６・３５・３４ブロック主要石器出土分布図
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第７３図　A‐３６・３５・３４ブロック器種別分布図
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第７４図　A‐３５・３６ブロック出土石器
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第７５図　A‐３４ブロック出土石器
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縁にのみブランティングを施した一側縁加工ナイフである。６２も日東系黒曜石の比較的大きな剥片

を利用したもので，図の左側面には粗い整形が施されている。また鋭利な右側縁には二次加工が施

されている。

使用痕剥片（第７５図６３・６４）

　６３は縦長剥片の打面部と末端を折断したもので，鋭利な縁辺には使用痕が認められている。６４は

５４と接合したものである。

石核（第７５図６５）

　日東系黒曜石製で接合資料１１８である。後述する。

　３１ブロック

　Ｆ－２１区に位置し，径約５×４ｍの分布範囲に広がる。中心部に集中部があり，石材は日東系黒

曜石と頁岩が主体である。

ナイフ形石器（第７８図６６～７３，７６，８０）

　６６は日東系黒曜石製，６７は上牛鼻産黒曜石で，いずれも幅広剥片を素材とし，ブランティングに

より切出し形に仕上げている。６８は他と異なり一側縁のみにブランティングを施した頁岩製のもの

である。６９はたんぱく石の幅広剥片を素材とし，打面側に直線的なブランティングを施し，対向す

る縁辺は背面から粗い調整を施したものである。７０は剥片末端にわずかな調整を施したもの。

　７１・７２はたんぱく石製で，７１は縁辺のブランティングがノッチ状にはいるものである。７２は先端

部のみの破損品である。７３も先端部のみの破損品である。７６は比較的大型剥片の打面側に粗いブラ

ンティングが施されたものである。８０は先端部近くにブランティングが施されている。

台形石器（第７８図７４・７５）

　７４は小剥片の末端部にわずかな加工が認められるものである。上牛鼻産黒曜石製。７５は頁岩製で

半損品であるが，残存する側縁にブランティングが施されるものである。

スクレイパー（第７９図７７～８１）

　７７は上牛鼻産黒曜石製の横長剥片を使用し，鋭利な縁辺に二次加工を施したものである。７８はた

んぱく石の剥片を使用し，鋭利な縁辺に二次加工を施し刃部としたものである。７９は頁岩製，８１は

たんぱく石製で部分的に二次加工が施されている。

　３０ブロック

　Ｅ－２２区に位置しており，径約２ｍ程度の集中した分布を有する。分布している石材はほとんど

上牛鼻産黒曜石である。

ナイフ形石器（第７９図８２～８６）

　８２は剥片の一側縁にブランティングを施したもので，基部は側面から調整を施している。先端部

を欠損する。８３～８５もブランティングが施されており，ナイフ形石器の一部である。８６は横長剥片

を使用し，打面側にブランティングを施したもので先端をわずかに欠損する。全て上牛鼻産黒曜石

である。

彫器（第７９図８７）

　上牛鼻産黒曜石の小角礫を使用し，分割面からの樋状剥離が認められる。
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第７６図　A‐３１・２９・３０ブロック主要石器出土分布図
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折断剥片（第７９図８８）

　８８は上牛鼻産黒曜石製の背面に自然礫皮面が残る縦長剥片を中間で折断したものである。縁辺に

は使用痕が観察される。

スクレイパー（第７９図８９～第８０図９０）

　８９は縦長剥片の先端部に細かい二次加工が施されている。これは末端部のみであり，打面側は折

断したのか，あるいは破損なのか明確ではない。

　９０は背面に自然礫皮面が残る不定形剥片の先端部に細かい二次加工が施され，また図の左側で急

角度の部分にも二次加工が認められる。

使用痕剥片（第８０図９１）

　縦長剥片の鋭利な先端部に使用痕が観察されるものである。石材は上牛鼻産黒曜石である。
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第７７ 図　A‐３１・２９・３０ブロック器種別分布図
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第７８図　A‐３１ブロック出土石器
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第７９図  A‐３１・３０ブロック出土石器

0　　　　　　　　　　　   5cm

77

78

79

80
121- ④

81

82

83

84

85

86

87

88
89



－110－

第８０図　A‐３０・２９ブロック出土石器
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　２９ブロック

　Ｅ・Ｆ－２１区に位置しており，径約８×５ｍの楕円形の範囲に石器群は分布し，西側では集中す

る２ヶ所の分布があり，東側は比較的散在した分布となっている。分布している石材は上牛鼻産黒

曜石が主体で他に頁岩や安山岩がみられた。

ナイフ形石器（第８０図９２・９３）

　９２は背面全体に自然礫皮面が残る幅広剥片を使用し，打面側を断ち切るように直線状のブラン

ティングを施し，対面する縁辺にも細かい調整を施し全体を三角形状に整えている。石材は霧島系

黒曜石と推定される。９３は上牛鼻産黒曜石の幅広剥片の打面部に二側縁加工したもので切出し形の

ナイフとなる。

掻器（第８０図９４・９５）

　９４は小型剥片の側縁から末端にかけて二次加工が施されたもので母指状を呈する。９５は青灰色の

頁岩製で，節理面で剥がされた短い端部に二次加工が施されたものである。使用痕は鋭利な縁辺全

体に認められる。

削器（第８０図９６～９８）

　９６は剥片の片側縁に細かい二次加工を施し刃部としたものである。上半はノッチ状となる。石材

は玉髄質である。９７は上牛鼻産黒曜石製の不定形剥片を利用し，細くなった部分の両側縁に細かい

二次加工を施し刃部としたものである。

　９８は桑ノ木津留産黒曜石製の斜軸状剥片を使用し，鋭利な片側縁に細かい二次加工を施し刃部と

したものである。加工のない他縁辺には使用痕が著しい。

使用痕剥片（第８０図９９・１００）

　９９は安山岩製，１００は鉄石英製の剥片を利用し，縁辺に使用痕が観察されるものである。いずれ

も背面には自然礫皮面が残存している。

　５ブロック

　Ｅ－２０区に位置しており，直径約５ｍの円形に分布している。極端に集中しているのではなく，

比較的散在した分布である。石材は安山岩系が主体である。他に上牛鼻産黒曜石も散在的に認めら

れる。

削器（第８３図１０１・１０２）

　１０１は灰色を呈する頁岩製であり，やや厚手の幅広剥片の末端に二次加工を施し刃部としたもの

である。側縁には使用痕が認められる。

　１０２は接合資料１２５の一部であり，剥片が剥離された後に粗い二次加工が施されている。石材は安

山岩である。

ナイフ形石器（第８３図１０３）

　１０３も接合資料１２５の一部である。一部背面に自然礫皮面が残る横長剥片を使用し，急角度のブラ

ンティングを施したものである。剥片の打面はそのまま残して，末端部と打面の下に調整を施して

いる。図の下端は６ブロック出土であり，当初下端を折断して台形石器として考えていたが，接合

により形状的にナイフの部類とした。
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第８１図　A‐５・６ブロック主要石器出土分布図
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　６ブロック

　D－２０区に位置しており，径約８×５mの楕円形の範囲に散在的に分布している。石材は三船産

黒曜石が主体であり，他に安山岩が点在している。

掻器（第８３図１０４）

　１０４は上牛鼻産黒曜石の比較的厚手の剥片が素材とされ，打面以外の部分に急角度の二次加工を

施し，半円状の刃部としたものである。打面には自然礫皮面が残存している。刃部には使用痕が著

しく観察される。

削器（第８３図１０５）

　自然礫皮面の残る幅広剥片の打面部に粗い二次加工を施したものである。加工によって尖った部

分には使用痕が認められる。
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第８２図　A‐５・６ブロック器種別分布図
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第８３図　 A‐５・６ブロック出土石器
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Aブロック群接合資料

　ここでは接合資料について説明を行う。

　接合資料は各個別のブロック内で接合するものの他，各個別ブロックを超えて接合しているもの

も少なくない。またブロック群が異なり数１０ｍ離れて接合したものもみられた。各個別ブロック内

と近接するブロック間接合については，図化したものを中心にして，第８８・９４・１００・１０２図で示し，

それらと図化していない接合関係も含めてAブロック群全体の接合関係図を第１０３図で示した。時

間の制約もあり，接合資料の全てを図化できなかったが，各ブロック間の関係を読むために接合関

係図は全てを図示した。

接合資料１０６（第８４図）

　上牛鼻産黒曜石を石材とするものである。全て１２ブロックから出土した。①は全体の接合図であ

り，大きくみると，剥片２枚の接合資料である。②は先に剥離された剥片の一部であり，打面部と

末端は折断されている。次に剥離された剥片は剥片剥離時の打撃の衝撃により分割している。③は

その片割れで部分的に二次加工が施されている。④は残りの剥片である。これには何ら加工は施さ

れていない。

接合資料１０７（第８４図）

　上牛鼻産黒曜石を石材とする。自然礫皮面が残存する剥片２点の接合資料である。①はその接合

図であり，その裏面で理解されるように，両剥片は打面の位置が異なっており，連続して剥離され

たものではない。①は先に剥離されたものであり，末端には使用痕が認められる。次に剥離された

③も使用痕が認められる。

接合資料１０８（第８５図）

　宮ノ上産の青灰色頁岩が石材である。１０ブロックと１１ブロックの約１０ｍ離れたものが接合した。

①は接合図であり，元は一枚の大型剥片であった。節理面で分割された②は，石核とされて小型の

幅広剥片が両側面と一部腹面でも取られている。③は鋭利な縁辺に二次加工が施されてスクレイ

パーとされている。

接合資料１０９（第８６図）

　上牛鼻産黒曜石が石材である。全て１１ブロックから出土したものである。剥片のみからなる接合

資料で，①はその接合全体図である。剥片の打面は全部同一の平坦な剥離面であり，下面に平坦な

自然礫皮面が残存していることから，角礫を使用して最初にそれを分割したことが分かる。剥離さ

れた②～⑥の剥片をみると，目的剥片の形状は④のような幅広剥片であった可能性が高いと考えら

れる。

接合資料１１０（第８７図）

　石材は上牛鼻産黒曜石である。全て１１ブロックから出土したものである。①は全体の接合資料で

あり，元は一枚の剥片であった。②にもブランティングが認められ，当初はかなり大きなナイフが

意図されていた。しかし，③と②が剥がされ，ブランティングが施され，図化していない①の左側

部分も剥がされ，最終的に④のナイフ形石器が完成している。

接合資料１１１（第８７図）

　石材は上牛鼻産黒曜石である。これも元は比較的大きな一枚の剥片であった。背面に広く自然礫

－115－



－116－

第８４図　A‐接合資料図（１）
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皮面を残している最初の段階の剥片が利用されている。①はその接合図であり，折断により②が取

られる。そして基部に調整剥離が施されている。両折断面に明確なブランティングは施されていな

いが，基部の調整から台形石器と考えられる。
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第８６図　A‐接合資料図（３）
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第８７図　A‐接合資料図（４）
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第８８図　A‐接合資料分布図（１）
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接合資料１１２（第８９・９０図）

　石材は上牛鼻産黒曜石である。比較的大型の石核と剥片の接合資料である。①は接合全体であ

り，図の平坦打面から左側の剥片②がとび出ている。これはかなり早い段階で②が剥離されたこと

を示している。②は厚手の剥片として剥離され，厚かったため，石核として利用され，小型の剥片

が数回剥離されている。

　石核は②が剥離された後で正面方向から剥離されて現在の平坦な打面となる。その平坦な打面か

ら③が剥離されている。これは全く使用されていない。

接合資料１１３（第９１図）

　石材は上牛鼻産黒曜石である。全て１０ブロックから出土している。①は接合図であり，裏面から

わかるように接合した２枚の剥片の打点位置が異なる。先に剥離された②は，その後に裏面から剥

片がとられている。③は横方向から剥離されたもので，打面側と末端部が折断されている。

接合資料１１４（第９１図）

　石材は珪質頁岩であり宮ノ上産と推定される。全て８ブロックから出土した４点の接合であり同

一打面から剥離されている。剥片②の分割したものと，剥片④は使用痕や加工痕が認められる。

接合資料１１５（第９２・９３図）

　石材は宮ノ上産の頁岩と推定されるものであり，全体接合の①の下半部である③は灰色系の色調

であるが，上半部は青灰色を呈し珪質分が多い。節理面で②と③が分割されている。

　②の石核から剥離された④は剥片末端に調整加工が施され台形石器とされている。その後に，比

較的大きい幅広剥片が正面で剥離されている。そして剥片の主要部は折断され，使用されなかった

末端部⑥のみが接合している。主要部は石器として利用されたと考えられる。その後に打面側で，

剥片⑤が剥離されている。

　節理面で分割された③と⑦は石質が良くなく剥片剥離がわずかにみられる程度である。

接合資料１１６（第９５図）

　石材は頁岩である。いずれも同一打面から剥離されたものであり，縦長状の剥片や幅広剥片であ

る。このうち⑤は他の剥片が出土した９ブロックから約１２０ｍ離れた１４ブロックからの出土であり，

剥片末端部に二次加工が施されている。

接合資料１１７（第９５図）

　石材は日東系黒曜石である。比較的大型の剥片であったもの①が，腹面側から折断されたものが

②である。②は使用痕が認められることより意識的に折断された可能性が高い。③は剥片末端をう

すくするために剥離されたと考えられる。

接合資料１１８（第９６図）

　石材は日東系黒曜石である。石核と剥片の接合資料であり，その接合全体図が①で，石核のみが

②である。③は①から剥離された縦長状剥片の打面部であり，下半は折断されている。この消えた

部分は石器として利用された可能性が高い。

接合資料１１９（第９７図）

　石材は三船産黒曜石である。３５ブロックからの出土である。元は一枚の剥片であり，ナイフ形石

器が途中でこわれたものである。 
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第９０図　A‐接合資料図（６）
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第９１図　A‐接合資料図（７）
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第９４図　A‐接合資料分布図（２）
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第９５図　A‐接合資料図（１０）
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第９６図　A‐接合資料図（１１）
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接合資料１２０（第９７図）

　石材は白いたんぱく石である。３１ブロックから出土した２枚の剥片の接合であり，①の接合図の

裏面でわかるように打面の位置が異なっている。②は剥離された後に，打面部腹面に調整剥離が施

され，それによって形成された角の部分に使用痕が観察される。新たな打面から剥離された③も，

鋭い縁辺に二次加工が施され刃部とされている。

接合資料１２１（第９８図）

　石材は白いたんぱく石である。３１ブロックから出土した２点の縦長剥片の接合であり，１２０と同

一母岩である可能性が高い。石核から先に剥離された縦長剥片③は下半が折断されたのか折れたの

か明確ではない。後から剥離された②は，打面の打撃により縦に割れたものと考えられる。剥片の

末端が折断され，その部分に細かいブランティングが施され，④のナイフ形石器になっている。縁

辺には使用痕が認められる。

接合資料１２２（第９８図）

　石材は上牛鼻産黒曜石である。３０ブロックから出土した石核と剥片２点の接合資料である。①は

接合図であり，左側面を打面にして２枚の幅広で短い剥片が剥離されている。②の剥片は上面を打

面にして剥離されている。この後に作業面方向から打面部の剥離が行われているが現存していな

い。次に，先の剥離で得られた平坦面を打面にして，③の剥片が剥離されている。②と③の剥片は

使用されていないが，小さな台形石器製作を意図した可能性が考えられる。石核は打面を移動しな

がら剥片剥離が行われていたことを示す。

接合資料１２３（第９９図）

　石材は青灰色を呈する頁岩であり宮ノ上産と推定されるものである。２９ブロックから出土した４

点の剥片が接合しているが，①の接合図によると元は一回の剥離によって得られた比較的大きな縦

長状の剥片であったことがわかる。ところが，内部に節理の目が存在していたため，剥片剥離時の

打撃により節理面に力がかかり分割したものと推定される。背面の剥離面構成によると，連続して

縦長剥片が剥離されていたものと推定される。

　分割した剥片のうち②のみに細かい二次加工が施され掻器とされている。③と④は二次加工も施

されず，使用痕も認められない。

接合資料１２４（第９９図）

　石材は上牛鼻産黒曜石である。６ブロックから出土した掻器とリダクション剥片の接合資料であ

る。②の剥片にも刃部形成の二次加工が施されており，以前は比較的大型であったことが推定でき

る。ただし，接合遺物の出土地点は極めて近い。

接合資料１２５（第１０１図）

　石材は安山岩である。５・６ブロックから出土した接合資料である。①は全体の接合図であり，

自然礫皮面がある外側の剥片が接合し，石核は運ばれている。先に剥がされた④は腹面からの粗い

剥離により⑥の石錐とされる。次に剥離された②はブランティングが施され③のナイフ形石器とな

る。最後に剥離された⑤も二次加工が施されて石器となっている。
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第９８図　A‐接合資料図（１３）
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第９９図　A‐接合資料図（１４）
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第１００図　A‐接合資料分布図（３）
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第１０３図　Aブロック群接合全体図
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第１０４図　Bブロック群北西部のブロックと石材分布図
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第１０５図　Bブロック群南東部のブロックと石材分布図
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２．Bブロック群の石器群

　Ｆ～Ｉ－１１～１５区の調査区域で，Aブロック群の北西の位置にある複数のブロックをＢブロック

群とした。Bブロック群のまとまりは，Aブロック群との距離関係及び，隣接するCブロック群及び

Dブロック群とは石材的にも異なっており，一つのブロック群として視覚的にも識別できる。

　調査時においては，８ヶ所のブロックを識別したが，石器の出土分布図を作成して検討すると，

当時認識した一つのブロックのなかに複数の集中部や石材の違いが存在することが明らかとなった。

　石材的にみると，主体となるのは上牛鼻産黒曜石であり，集中部の違いによっては三船産黒曜石

が集中している部分もみられた。

　１８ブロック（第１０６図・１０７図）

　I－１５区に位置するもので，径約７×４ｍの楕円形の範囲に石器群は分布している。ただし細か

くみると径約２ｍ程度の集中部が３ヶ所認められて，集中部の石材も同様ではない。出土石器群の

石材は，上牛鼻産黒曜石の集中部と，安山岩系石材の集中部がみられる。

ナイフ形石器（第１０８図１２６～１３１）

　１２６は上牛鼻産黒曜石製の幅広剥片を利用し，打面側のみにブランティングを施したものである。

剥片の末端は薄くヒンジしており未製品の可能性もある。接合資料１８０で後述する。１２７も上牛鼻産

黒曜石の幅広剥片を利用したものであり，長辺はブランティングにより直線的に整形され，短辺は

ノッチ状に仕上げられている。切出し形の刃部には二次加工が施されている。先端部をわずかに欠

損している。１２８～１３０は縁辺の一部にブランティングが施されているもの，ナイフ形石器の破損品

である。１３１は他と異なり三船産黒曜石製であり，先端近くは折断の後に比較的粗い調整が施され

ている。

台形石器（第１０８図１３２）

　１３２は縦長剥片を素材とし，打面部と末端部を折断し，折断部分にわずかな調整加工を施したも

のである。石材は上牛鼻産黒曜石製である。

石錐（第１０８図１３３）

　１３３は断面三角形の細長い剥片を使用し，縁辺に細かい二次加工が施されたものである。先端部

を欠損するが石錐の可能性が高い。石材は上牛鼻産黒曜石である。

彫器（第１０８図１３４）

　１３４は縦長剥片状の素材を使用し，平坦な上面から左側縁に樋状の剥離が認められるものである。

彫刻刃面には使用痕も観察される。石材は同様の上牛鼻産黒曜石である。接合資料１８１の一部であ

り後述する。

使用痕剥片（第１０８図１３５）

　上牛鼻産黒曜石製の縦長状の背面に自然礫皮面が残る剥片を使用しており，鋭利な片側縁に使用

痕が観察されるものである。打面部は折断している。

掻器（第１０８図１３６）

　１３６は厚みのある比較的大きな剥片を使用したもので，剥片の打面側に急角度で連続した二次加

工を施し刃部としたものである。刃部は丸みをもつ。基部は大きく欠損している。石材は上牛鼻産

黒曜石を使用している。
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剥片（第１０９図１３７）

　１３７は幅広剥片である。使用

痕などは認められない。石材が

特殊で，自然礫皮面などの特徴

から多久産のサヌカイトと推定

される。

石核（第１０９図１３８）

　１３８は厚みのある剥片を利用

した石核である。平坦な自然礫

皮面を打面として小型剥片を剥

離している。剥離された小型の

剥片は接合したが，図化できな

かった。

　１７ブロック

　I－１３・１４区に位置しており，

径約３ｍ程度の円形に分布して

いる。石材は三船産黒曜石が主

体となる。

ナイフ形石器（第１０９図１３９）

　１３９は頁岩製の幅広剥片を使

用し，一側縁に丁寧なブラン

ティングを施したものである。

先端部を欠損するが，鋭利な刃

部には使用痕が認められる。

台形石器（第１０９図１４１）

　１４１は三船産黒曜石製の縦長

剥片を使用し，打面部を折断し

て末端にわずかな調整を施した

ものである。

スクレイパー（第１０９図１４２）

　１４２は安山岩製であり，幅広

剥片を使用して，縁辺に二次加

工を施し刃部としたものであ

る。

使用痕剥片（第１０９図１４０・１４３・１４４）

　いずれも鋭利な縁辺に使用痕が認められるものである。このうち１４４は安山岩製の縦長剥片を使

用したものであり，下半部を欠損している。１４３は頁岩製で，下半部は折れている。
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第１０８図　B‐１８ブロック出土石器
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第１０９図　B‐１８・１７ブロック出土石器
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　１６ブロック

　H－１２区に位置しており，分布全体は径約１２×１１ｍとかなり広い範囲であるが，このなかに集中

する部分が大きく２ケ所と，南側にはやや散在するまとまりがみられる。特に集中している部分を

１６aとし，その西側を１６b，散在する部分を１６cと新たにブロック番号を付して区別した。出土して

いる石材の中心は上牛鼻産黒曜石である。

　１６aブロック

　東側に位置し，最も集中度が強く，径約２ｍのなかで密度が濃い。また，約２ｍ西側の少量集中

した部分もこれに含めている。

ナイフ形石器（第１１２図１４５～１５２）

　１４５は幅広剥片を使用したものであり，ブランティング加工は長辺が直線的に，短辺はノッチ状に

施され着柄的な基部となる。ブランティングは上下両面から行われており，また背面は厚みを減じ

るための平坦剥離も行われている。

　１４６は横長剥片を使用しているが，短辺のブランティングはノッチ状に整形されている。石材は

上牛鼻産黒曜石である。１４７はかなり厚みのある剥片が利用されている。基部のみの欠損品である。

　１４８は幅広剥片の一側縁にブランティングを施したものである。１４９・１５１は欠損品である。

　１５０は縦長状の剥片を使用し，一側縁に直線的なブランティングを施したものである。先端部を

欠損する。１５２は比較的厚みのある縦長状の剥片を使用したもので，片側縁に粗いブランティング

が施されている。基部調整や整形がなく未製品の可能性もある。

剥片尖頭器（第１１２図１５３）

　先細りの縦長剥片を素材とし，打面を残して打面近くの両側縁をノッチ状に調整加工を施したも

ので，茎状の基部としている。また，先端部の左側にも細かい二次加工が認められる。石材は凝灰

岩質の頁岩である。

スクレイパ－（第１１３図１５４）

　１５４は上牛鼻産黒曜石の背面に自然礫皮面を残す幅広剥片を使用している。打面部は折断された

と考えられ，末端に二次加工がノッチ状に施されている。

二次加工剥片（第１１３図１５５）

　自然礫皮面が残る安山岩製で，縁辺に二次加工が認められる。欠損品であり全体は不明である。

使用痕剥片（第１１３図１５６～１５８）

　１５６は玉髄製の幅広剥片，１５７は上牛鼻産黒曜石製の不定形剥片，１５８は安山岩製の横長剥片が利用

されており，それぞれ縁辺に使用痕が認められる。

　１６bブロック

　１６aブロックの西側に位置し，細かくみると集中部は二ヶ所に分かれるが一括としている。

ナイフ形石器（第１１３図１５９～１６１）

　１５９は接合資料１８３の一部であり後述するが，二側縁にブランティングが施されている。１６０は基

部を意識したブランティングが施されている。背面には自然礫皮面が残り，先端部を欠損してい

る。１６１も同様の形態であり，先端部を欠損している。

　いずれも石材は上牛鼻産黒曜石である。
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第１１０図　B‐１６a・１６b・１６cブロック主要石器出土分布図
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スクレイパ－（第１１３図１６２）

　上牛鼻産黒曜石の幅広剥片を使用し，縁辺には比較的丁寧な二次加工が施され刃部としている。

使用痕剥片（第１１３図１６３）

　１６３は玉髄質の幅広剥片を使用したもので鋭利な縁辺に使用痕が認められる。

　１６cブロック

　南側でやや散在した部分である。

石錐（第１１３図１６４）

　１６４は上牛鼻産黒曜石製で尖端部に使用痕が認められる。

－147－

16aブロック 

16bブロック 

16cブロック 

12　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   13

Ｈ 

 

 

 

Ｉ 

第１１１図　B‐１６a・１６b・１６cブロック器種別分布図
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第１１２図　B‐１６aブロック出土石器
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第１１３図　B‐１６a・１６b・１６cブロック出土石器
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　２３ブロック

　H－１１区に位置しており，遺物分布は径約７×４ｍの範囲で比較的散在している。石材は上牛鼻

産黒曜石が主体である。礫群２６号・２７号が所在している。

ナイフ形石器（第１１５図１６５～１６７）

　１６５は比較的大きい縦長状の剥片を使用したものであり，ブランティングは長辺が直線的に対向

する短辺はノッチ状に施され，着柄状の基部が意識されている。石材は上牛鼻産黒曜石製である。

１６６は青灰色を呈する宮ノ上産と推定される頁岩を使用したものである。素材は幅広剥片と思われ

ブランティングにより三角形状に整形されている。

　１６７は上牛鼻産黒曜石製で先端部のみの欠損品である。

石核（第１１５図１６８～１７０）

　１６８は上牛鼻産黒曜石製であり，接合資料１８６の一部である。後述する。

　１６９は良質で珪質分の強い頁岩製である。宮ノ上産と推定される。平坦な打面から幅広剥片が剥

離されている接合資料であり，後述する。

　１７０も同様の石材を使用した石核であり，接合資料１８５として後述する。

　１４ブロック

　G－１２区に位置しており，径約５ｍ程度の広さに散在した分布を示す。分布している石材は上牛

鼻産黒曜石が主体である。

削器（第１１５図１７１）

　１７１は上牛鼻産黒曜石の横長剥片を素材としたものであり，剥片末端部及び打面側に比較的粗い

二次加工を施したものである。

使用痕剥片（第１１５図１７２）

　１７２は接合資料１１６で説明したように，約６０ｍ以上離れた位置に所在する９ブロックのものと接合

したものである。剥片末端には使用痕が認められる。

　２７ブロック

　G－１１区に位置するもので，２３ブロックの北東約５ｍに所在する。径約４ｍ程度の円形に分布範

囲を有する。比較的集中しており，石材は上牛鼻産黒曜石が主体である。

ナイフ形石器（第１１８図１７３）

　上牛鼻産黒曜石製であり，粗いブランティングが施されている。接合資料１８９の一部であり後述

する。

二次加工剥片（第１１８図１７４）

　１７４は幅広剥片の末端部の鋭利な角の部分にわずかに二次加工が施されたものである。石材は上

牛鼻産黒曜石製である。

石核（第１１８図１７５）

　１７５は上牛鼻産黒曜石製の小円礫を使用したものであり。平坦な自然礫皮面を打面にして幅広の

剥片が剥離されている。

　１５ブロック

　G～H－１４区に位置する。径約８ｍ前後の円形のなかに遺物が散在している。石材は上牛鼻産黒
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第１１４図　B‐２３・１４・２７ブロック主要石器出土分布図
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第１１５図　B‐２３・１４ブロック出土石器
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曜石が主体であるが，剥片やチップが散在しているのみである。

　しかしこのブロックでは礫群６号，７号，８号が検出されている。遺物が多く集中しない部分に礫

群が所在していることを示している。

　３ブロック

　F－１３区に位置しており，遺物は散在的に認められ，集中部はない。分布範囲は径約５ｍ程度で

あり，多種の石材が認められた。

ナイフ形石器（第１１８図１７６）

　１７６は玉髄質の石材であり，幅広剥片が素材として利用されている。ブランティング加工は二側

縁に施され切出し形を呈する。

尖頭状石器（第１１８図１７７）

　１７７は頁岩の幅広剥片を素材とし，剥片の形状をそのまま利用して比較的簡単な二次加工を施し

たものである。
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第１１７図　B‐１５・３ブロック主要石器出土分布図
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二次加工剥片（第１１８図１７９）

　１７９は小剥片の末端に二次加工が施されている。石材は上牛鼻産黒曜石である。

使用痕剥片（第１１８図１７８）

　１７８は鋭利な縁辺に使用痕が認められるものである。これも上牛鼻産黒曜石製である。

－155－

第１１８図　B‐２７・３ブロック出土石器
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Ｂブロック群接合資料

　ここではＢブロック群の接合資料について説明を行う。

　接合資料は各個別ブロック内のみで接合するものの他，各個別ブロックを超えて接合しているの

も少なくない。また近接するブロックのみでなく，数１０ｍ離れた位置にあるブロックと接合したも

のも認められる。接合図は図化したものを中心にして，第１２３図・１２６図で示した。

　時間の制約もあり接合資料の全てを図化できなかったが，接合関係の全体図については，未実測

分も含めて第１２７図の接合全体図で示した。

接合資料１８０（第１１９図）

　石材は上牛鼻産黒曜石である。ナイフ形石器と剥片の接合資料であり，①はその接合図である。

二つの剥片の打点位置が異なることから，石核は打面転移をしながら剥片剥離が行われたことを示

している。末端がヒンジした剥片がブランティングを施されナイフ形石器とされ，逆に縦長状剥片

の方は二次加工されていない。

接合資料１８１（第１１９図）

　石材は上牛鼻産黒曜石である。彫器と剥片の接合資料であり，①がその接合資料である。元は一

つの剥片であったものが分割した状況であり，剥片剥離の打撃時に分割したのか，あるいは製作後

に割れたのか明確ではない。②は彫器部分である。

接合資料１８２（第１１９図）

　石材は三船産黒曜石である。縦長剥片の接合資料であり，①がその接合図である。これが中央部

で折断されて②と③になる。②の打面側は二次加工が打面近くで剥片剥離後に認められ，また，側

縁には使用痕が認められ台形石器である。

　③は末端部であり，剥片の末端にわずかな調整が施された台形石器と考えられる。

接合資料１８３（第１２０図）

　石材は上牛鼻産黒曜石である。ナイフ形石器と剥片の計６点の接合である。①はその接合図であ

り，裏面が同一の剥離面を形成していることから，元は１枚の厚みのある剥片であったことが理解

できる。その後分割して，偶然④のような形状になったことから，ブランティングが施されて，ナ

イフ形石器となったものである。そのため刃部の角度は急になっている。使える剥片は利用すると

いう姿勢が理解できる。

接合資料１８４（第１２０図）

　石材は上牛鼻産黒曜石である。ナイフ形石器とブランティングチップの接合資料である。①はそ

の接合図であり，元のナイフ形石器の状況と判断できる。先端部が欠損したため，新たにブラン

ティングを施したリダクション接合である。②の再ブランティング加工は比較的粗い。

接合資料１８５（第１２１図）

　石材は良質な珪質頁岩である。青灰色を呈しており宮ノ上産と推定される。石核と剥片２点の接

合であり，２３ブロックから出土したものである。石核は剥片素材であり，その主要剥離面を打面と

して幅広で短い台形石器状の剥片２点が接合した状況が①である。③と④の剥片が連続して剥離さ

れている。③の背面に認められる側面の平坦剥離は，剥片剥離前の頭部調整なのか，剥離後の加工

か明確ではない。
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第１２０図　B‐接合資料図（２）
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接合資料１８６（第１２２図）

　石材は上牛鼻産黒曜石である。

２３ブロックから出土した７点から

なる剥片剥離の接合資料である。

①は全体接合図であり，先に剥離

された②と⑤と他の剥片と打面が

異なる。②と⑤が剥離された後，

打面の剥離を行っており，その後

に③，④，⑥，⑦が剥離されてい

る。

接合資料１８７（第１２４図）

　石材は良質の珪質頁岩であり，

宮ノ上産と推定されるものであ

る。２３ブロックから出土した石核

と剥片の接合資料であり，①が接

合図である。平坦な剥離面を打面

として幅広の剥片が剥がされてい

る。

接合資料１８８（第１２５図）

　石材は上牛鼻産黒曜石である。

①は接合全体図であり連続的に剥

離されている。②とそれ以下とは

打面の位置が異なることから，そ

の間に打面部の剥離が行われてい

ることが理解できる。⑥は末端に

二次加工が施され石器となってい

る。

接合資料１８９（第１２５図）

　石材は上牛鼻産黒曜石である。

２３ブロックから出土したもので，

ナイフ形石器のリダクション剥片

である。

　刃部は右側縁方向から平坦剥離を行い，新しい刃部縁辺を再生している。そしてそれに伴い，左

側縁の調整ブランティングを施して，②，③，④の順で調整している。その後に稜上から右側縁の

剥片⑤を取っている。 
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第１２３図　B‐接合資料分布図（１）
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第１２５図　B‐接合資料図（６）
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第１２６図　B‐接合資料分布図（２）
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３．Ｃブロック群の石器群

　調査区域のなかで中間的な場所である，Ｂ～Ｅ－１０～１３区に位置する。Ｂブロック群の北側の位

置であり，第Ⅰ文化層が最初に調査された区域である。

　石器群が集中したブロックの視覚的なまとまりとして，Ｃブロック群とした。調査時においては

８ヶ所のブロックを識別していたが，石器出土分布図を作成した結果，一つのブロックに複数の集

中部が存在するのもみられた。

　ブロック番号は調査時のものを他のブロック群と同様にそのまま使用している。

　Ｃブロック群の石材別出土分布は第１２８図で示しているように，その大部分のブロックは三船産

黒曜石が主体であった。しかし，３７ブロックのみ上牛鼻産黒曜石や安山岩が主体となる。
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第１２８図　Cブロック群のブロックと石材分布図
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　４ブロック（第１２９・１３０図）

 　Ｅ－１２区に位置するものであり，径約５×４ｍほどの円形に近い分布範囲をもち，石器の集中度

は極めて高い。石材はほぼ三船産黒曜石であった。

ナイフ形石器（第１３１図１９０～１９７）

　１９０は横長剥片もしくは幅広剥片を素材としたものであり，打面側に比較的粗いブランティング

を施したものである。対向する側縁に調整加工はないが，稜上からの調整が施されている。石材は

三船産黒曜石である。１９１はやや厚手の幅広剥片を素材とし，打面部にブランティングが施されて

いる。１９２～１９４はいずれも先端部のみの破損品である。

　１９５は基部のみの破損品であり，側縁調整はブランティングと右側縁は折断されている。１９７も基

部のみであるが，基部の両側縁はノッチ状に整形されている。ナイフ形石器に使用されている石材

は全て三船産黒曜石であった。

台形石器（第１３１図１９８～２０４）

　１９８は小型剥片の形状をほとんど変えず，剥片末端にわずかな調整が認められる。１９９は接合資料

２６７の一部であり後述するが両側縁は折断等を行っている。２００も同様に接合資料２６３の部分であり，

折断調整を行っている。２０１・２０２は幅広剥片を素材とするもので，縁辺の一部にわずかな調整加工

が認められるものである。２０２は接合資料である。

　２０３は縦長剥片状の側縁にブランティングを施したものである。刃部面の調整剥片が接合したが

図化できなかった。

　２０４は剥片側縁を刃部とし，打面側にブランティングが末端部は折断により整形したものである。

全て三船産黒曜石を石材としている。

スクレイパー（第１３１図２０５～１３２図２０８）

　２０５は剥片末端にノッチ状の二次加工がある。２０６は幅広剥片を使用しており，剥片末端に丁寧な

二次加工が施され刃部とされている。２０７も幅広剥片の末端にノッチ状の二次加工を施したもので

ある。

　２０８は縦長剥片を素材とし，片側縁の二ヶ所に粗いノッチ状の二次加工を施したものである。

　７ブロック

　Ｄ－１２区に位置しており，径約７×４ｍの楕円形の範囲に分布するものである。この中には西南

部の特に集中した部分と，その北側にも二ヶ所の集中部が認められる。石材は三船産黒曜石が主体

である。

ナイフ形石器（第１３２図２０９～２１３）

　２０９は幅広剥片を素材とし，二側縁にブランティングを施し切出し形に仕上げたものである。こ

れは接合資料２７０で後述する。２１０は剥片の打面部を断ち切るように調整加工を行い，尖頭部をもつ

ものである。２１１は幅広剥片の打面部にブランティングを施したもので，先端を欠損している。

　２１２は小型の剥片，２１３は縦長状の剥片を使用し，縁辺の一部にブランティングが施されたもので

ある。これらは全て三船産黒曜石製である。

台形石器（第１３２図２１４）

　２１４は小型の幅広剥片を素材とし，剥片末端を刃部に置き，側縁に二次加工を施したものである。
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これは接合資料２７６として後述する。

スクレイパー（第１３２図２１５～１３３図２２０）

　２１５は上牛鼻産黒曜石を石材とする薄い剥片の一部に，二次加工が認められるものである。２１６は

同様に上牛鼻産黒曜石製の幅広剥片を素材とし，剥片末端に二次加工を施して半円状の刃部とした

ものである。２１７は三船産黒曜石を石材とするやや厚手の剥片を使用し，端部に急角度の二次加工

を施した掻器である。２１８も剥片の打面部に急角度の二次加工を施したもので掻器に分類できる。

２１９は小型剥片の両側縁にノッチ状に二次加工を施したものである。

　２２０は大型の頁岩製剥片を素材とし，剥片末端に比較的粗い二次加工を施したものである。石材

の肉眼的観察では宮ノ上産頁岩と推定される。

　２ブロック

　D－１３区に位置しており，径約３ｍの円形に分布範囲があり，石器の集中度は極めて高いもので

ある。石材は大部分が三船産黒曜石である。

ナイフ形石器（第１３３図２２１～２２３）

　２２１は幅広剥片もしくは横長剥片を素材とし，打面側にブランティングを施して，内弯状に整形

し，対向する剥片末端部は稜上からの調整剥離により整形し，全体を切出し形に仕上げたものであ

る。２２２は頁岩製の縦長剥片を素材とし，基部調整が丁寧に施されたものである。２２３は上牛鼻産黒

曜石製剥片を使用し，一部に調整加工が施されたものである。

台形石器（第１３３図２２４～２２７）

　２２４は小型の縦長剥片を素材とし，鋭利な側縁を刃部として両側縁にブランティングを施した典

型的な形態の台形石器である。これは接合資料２７１の一部であり後述する。２２５は小型の剥片を使用

し，わずかな調整加工を施したものである。接合資料２７９として後述する。

　２２６は小型の縦長状剥片を使用し，打面側と先端部にブランティングを施したものである。２２７も

接合資料２７３として後述する。

　１ブロック

　C・D－１２区で７ブロックの東側に位置しており，径約４×３ｍほどの楕円形のなかに分布する。

石材はほぼ三船産黒曜石である。

ナイフ形石器（第１３４図２２８～２２９）

　２２８は幅広剥片を素材とし，打面側と末端部にブランティングを施したものである。接合資料の

２７１として後述する。

スクレイパー（第１３４図２２９）

　２２９は二次加工によりノッチ状の刃部を形成したスクレイパーである。これも接合資料２６６として

後述する。

使用痕剥片（第１３４図２３０）

　鋭利な縁辺に使用痕が認められるもので，接合資料２７７として後述する。

　３９ブロック

　C－１２区で，１ブロックの北側に位置している。Bブロック群のなかでは唯一散在しているブ

ロックであり，分布している石材も多種である。
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第１２９図　C‐４・７・１・２ブロック主要石器出土分布図
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第１３０図　C‐４・７・１・２ブロック器種別分布図
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第１３１図　C‐４ブロック出土石器
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第１３２図　C‐４・７ブロック出土石器
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第１３３図　C‐７・２ブロック出土石器

0　　　　　　　　　　　   5cm

218

219

220

221 222

223

224
271- ⑪

225
279- ③

226 227
273- ②



－174－

第１３４図　C‐１・３９ブロック出土石器
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ナイフ形石器（第１３４図２３１～２３３）

　２３１は幅広剥片を素材とし，ブランティングにより直線的な長辺と短辺に基部を整形し，切出し形

に仕上げている。稜上からの調整剥離も施されている。２３２もブランティング加工により類似した

形態のナイフ形石器となる。２３３は片側縁と直行する基部にブランティングが施されている。

台形石器（第１３４図２３４～２３６）

　２３４は縦長剥片を横位に使用し，両側縁に丁寧なブランティングを施した台形石器である。ブラ

ンティングの後に背面を平坦剥離している。２３５は幅広剥片を使用し，両側縁をブランティングし

たものである。２３６は基部が尖るように整形している。石材は全て三船産黒曜石である。

使用痕剥片（第１３４図２３７）

　鋭利な剥片末端部に使用痕が観察されるものである。

ハンマーストン（第１３４図２３８）

　２３８は砂岩製円礫を使用したものであり，長軸の一端に敲打痕が認められるものである。

　３８ブロック

　C－１１区に位置しており，径約５ｍ程度の円形に分布範囲を有し，集中度は極めて高い。石材は

三船産黒曜石が主体である。ナイフ形石器や台形石器が特に多く出土した。

ナイフ形石器（第１３９図２３９～２４９）

　２３９は幅広剥片を素材とし，ブランティングにより整形したもので，短辺はノッチ状に仕上げてい

る。２４０もブランティング加工は短辺をノッチ状にして着柄が意識されている。いずれも三船産黒

曜石を使用している。

　２４１は厚い玉髄製剥片を素材とし，鋸歯状の粗いブランティング加工が施されたものである。２４２

は三船産黒曜石製の横長剥片を素材とし，打面側にブランティングが施されたものである。２４３・

２４４はブランティング調整により短い刃部となっている。２４５～２４８は破損品である。石材は２４６が上

牛鼻産黒曜石で他は三船産黒曜石である。

台形石器（第１３９図２５０～１４０図２５８）

　２５０は打面側に調整加工を施し，末端部は折断された台形石器である。２５１はブランティング加工

により両側縁をノッチ状に整形したものである。背面には平坦剥離が施されている。

　２５２は上牛鼻産黒曜石を使用したもので，両側縁のブランティングは直線的に施され，全体が三角

形状となるものである。２５３は打面はそのままで末端部にブランティングを施したものである。接

合資料２８３の一部であり後述する。

　２５４・２５５は両側縁を折断とブランティングにより整形したもので，両方とも接合資料２８２の一部

であり後述する。

　２５６は薄くて幅広の剥片を素材とし，折断により刃部の狭い長方形状の台形石器に仕上げたもの

である。片側には折断後に細かいブランティングが施されている。

　２５７は短い剥片を使用し，末端をわずかに折ったものであり，２５８は折断により整形したものであ

る。いずれも使用痕等から台形石器とした。

　３７ブロック

　C－１０区に位置している。径約４ｍ程度の範囲に石器が集中したものである。石材的には，他の

－175－



－176－

40ブロック 

38ブロック 

39ブロック 

1ブロック 

C

11　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　12

252
240

233

232

258
239

235

244

242

250

251

253

254

255

243
231

236

234

257

241

第１３５図　C‐３９・３８・４０ブロック主要石器出土分布図



Cブロック群とは全く異なり，上牛鼻産黒曜石や安山岩系が主体となっている。

ナイフ形石器（第１４０図２５９・２６０）

　安山岩製の剥片が使用されており，残存する縁辺にブランティング加工が認められる。先端部の

みの欠損品である。

　２６０は上牛鼻産黒曜石が使用されており，調整加工はブランティングと判断されるもので，ナイフ

形石器の基部と思われる。

スクレイパー（第１４０図２６１）

　２６１は自然礫皮面が残る剥片の一部に粗い二次加工が施されたものである。

石核（第１４０図２６２） 

　２６２ は節理面により分割された厚みのあるもので，平坦な節理面を打面にして，幅広の剥片が剥

離されたものである。
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第１３８図　C‐３７ブロック器種別分布図
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第１３９図　C‐３８ブロック出土石器
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第１４０図　C‐３８・３７ブロック出土石器
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Ｃブロック群接合資料

　Cブロック群の接合資料も，他のAブロック群やBブロック群と同様で，各個別のブロック内で接

合するものの他に，各個別ブロックを超えて，ブロック群の全体で接合したものも少なくない。ま

た，Cブロック群から数１０ｍも離れた位置に所在している他のブロックと接合したものも認められ

た。ここでは図化したものを中心にして，それらの接合関係を第１４５・１４９・１５２・１５８・１６４・１７３・

１７６図で示した。またこれらを含めて図化できなかった接合関係の全体を１７７図で示した。これらの

接合図により，各ブロックの関連が示唆される

接合資料２６３（第１４１図）

　石材は三船産黒曜石である。４ブロックから出土した５点の接合資料である。①はその全体接合

図であり，自然礫皮面が残る２枚の剥片接合であることがわかる。先に剥離された②は打面部がな

く，現存する部分も割れている。次に剥離された③は腹面から三つに折断されている。その中間部

が④であり，折断後にわずかな調整が施されて台形石器となっている。

　なお，本接合資料の一部の剥片は黒曜石産地分析に依頼した。その結果，三船産黒曜石と判定さ

れている。

接合資料２６４（第１４１図）

　石材は三船産黒曜石である。４ブロックから出土した。３枚の剥片の接合資料であり，①が接合

図である。②はこれが全体ではなく，②を含む縦長剥片が剥離された後に，これから剥離された

チップである。すなわち，本体部をブランティングした剥片の２枚が②となる。③は次に石核から

剥離された剥片で，ノッチ状の二次加工が施されて石器となっている。

接合資料２６５（第１４２図）

　石材は三船産黒曜石である。４ブロックから出土した。元は２枚の剥片からなる。先に剥離され

た剥片は，表皮が残る先端部のみであり，打面部は折断されて消えている。

　次に剥離された③は比較的大きな幅広剥片であり，自然礫皮面が残存する部分を，腹面からの折

断により折り取っている。その後に残りの部分はブランティング調整が施され，④のナイフ形石器

となっている。

接合資料２６６（第１４２図）

　石材は三船産黒曜石である。１ブロックから出土した剥片３点の接合である。①の接合図でわか

るように，元は１枚の剥片であった。それが折断により②と③に分割されている。②の部分はノッ

チ状の二次加工が施されてスクレイパーとなっている。

接合資料２６７（第１４３図）

　石材は三船産黒曜石である。４ブロックから出土した９点の接合資料であり，①が全体の接合図

である。元は大きく３枚の剥片からなる。先に剥離された剥片は打面が折断され，その後②の剥片

が取られて③となる。③は二次加工が施されたノッチドスクレイパーである。

　次に剥離された④は剥離された剥片の表皮面が多くて使えない部分の先端部であり，打面部は折

断が行われて消えている。何らかの石器とされたと推定される。

　その次に剥離された剥片の下半が⑤である。これも打面部上半は折断されて消えている。これも

自然面の多い先端部が折断されて，⑥の台形石器となる。折断後にわずかな調整が認められる。
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第１４１図　C‐接合資料図（１）
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第１４２図　C‐接合資料図（２）
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第１４３図　C‐接合資料図（３）
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第１４４図　C‐接合資料図（４）
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第１４５図　C‐接合資料分布図（１）
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接合資料２６８（第１４４図）

　石材は三船産黒曜石である。４ブロックから出土した。①はその全体接合図である。先に平坦打

面から剥離された②は，自然礫皮面の部分を主要剥離面から剥離して，③の状況のように末端部に

刃部縁辺が形成される。側縁もわずかに調整が行われて台形石器となる。

　次に剥離された剥片の一部が④であり，ノッチ状の二次加工が施されている。

接合資料２６９（第１４４図）

　石材は三船産黒曜石である。４ブロックから出土した。大きく２枚の剥片の接合であり，①はそ

の全体図である。石核から先に剥離された②は，剥片末端に二次加工が施されてスクレイパーとな

る。次に剥離される③を含む剥片は，先ほどの剥片打面が右側に位置していたのに対し，打面転移

が行われ，図の上面から剥離されている。これは末端を折断されて，打面部にはブランティングが

施され，③の台形石器となる。

接合資料２７０（第１４６～１４８図）

　石材は三船産黒曜石である。１・２・７・３９ブロックから出土した計４０点の接合資料であり，内

部に台形石器とナイフ形石器が接合している。①は接合全体図であり，直径８㎝程度の角礫が使用

されている。頁の制約もあり，全体の剥片剥離について説明できないが，基本的に幅広剥片が剥離

されている。実測図で簡単な剥離経過が理解できるように図示した。なお，剥離された剥片を全て

図示していない。

　②の剥片を剥離すると，ほぼ⑤の状況となり，接合した⑦の台形石器の接合が理解できる。比較

的大きな剥片がブランティング加工により⑦の台形石器となる。

　剥離が進行して⑧の状態で⑨のナイフ形石器の接合状況がわかる。

　最終直前の石核と呼べる段階が⑫である。しかし，この石核も剥片剥離が行われ，最後に石核は

残存しないことになる。剥離された剥片の位置と製作された石器の位置は第１４９図に示してある。

接合資料２７１（第１５０～１５１図）

　石材は三船産黒曜石である。１・２ブロックから出土した１１点の接合資料である。これも内部に

ナイフ形石器と台形石器が接合した。①はその全体接合図であり，この時点でナイフ形石器の接合

がみれる。②は幅広剥片を素材としてブランティングが施されたものであるが，剥片からの大きさ

は大きく変化していない。

　第１５０図と１５１図で示したように，順次剥片が剥離されていく。

　石核の正面図は①，④，⑩，⑫と同一に示している。⑩の段階で平坦な打面から幅広剥片が剥離

され，両側縁にブランティング加工が施されて，⑪の台形石器となる。⑫の最終石核の剥離面構成

から⑪の剥片の形状が理解できる。

接合資料２７２（第１５３図）

　石材は三船産黒曜石である。剥片３６点が接合したものである。第１５８図で示すように全てが２ブ

ロックの近接した位置で出土した。径１０㎝を超える角礫が素材となっている。元は厚手の一回の剥

離で剥がされた大型剥片であった。表皮近くに質のよくない部位が広がっており，ほとんど剥片は

使用されていない。 
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第１４６図　C‐接合資料図（５）
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第１４７図　C‐接合資料図（６）
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第１４８図　C‐接合資料図（７）
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第１４９図　C‐接合資料分布図（２）
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第１５０図　C‐接合資料図（８）
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第１５１図　C‐接合資料図（９）

0　　　　　　　　　　　   5cm

271‐⑤ 271‐⑥

271‐⑦

271‐⑧ 271‐⑨

271‐⑩

271‐⑪
224

271‐⑫

⑪



－194－

第１５２図　C‐接合資料分布図（３）
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接合資料２７３（第１５４図）

　石材は三船産黒曜石である。２ブロックから出土した石核と台形石器の接合資料である。①は接

合図であり，図の打面の中央の平坦面を打面にして②が剥離される。②は剥片の形状を変えずに，

打面にブランティングが施された台形石器である。

　その後，石核は，台形石器が剥離された面を打面にして，図の打面左側面の剥片剥離が行われて

いる。そして石核本体から剥片③が剥離されている。

接合資料２７４（第１５４図）

　石材は三船産黒曜石である。７ブロックから出土した剥片の接合資料である。①は接合全体図で

あり，中心部の石核は消えており，そこから剥離された状態となっている。①の正面図の方から，

④と⑤が連続して剥離されている。このうち⑤は片側縁に調整が施されてナイフ形石器とされてい

る。次に右側縁方向から③が剥離され，再び正面の上端から①の残りの剥片が剥離されている。こ

れは剥離された後に，腹面の剥離が行われている。

接合資料２７５（第１５５図）

　石材は三船産黒曜石である。７ブロックから出土した剥片と石核の接合資料である。①はその全

体接合図であり、両側面と下面に平坦状の自然礫皮面が残存していることから，小型の角礫が使用

されたことがわかる。図の左側に飛び出した部分が早い段階で剥離されている。その後，正面は左

側面から広い剥片が剥離され，次に打面部が正面方向から剥離されている。

　そして，先の剥離面を打面にして，③を含む剥片が剥離されている。③は剥片の形状をほとんど

変えずに剥片末端をわずかに折り取り，打面部に少しブランティングを施してナイフ形石器として

いる。その後，⑤を剥離している。最終的な⑥は石核であるが，剥片状となっている。

接合資料２７６（第１５６～１５７図）

　石材は三船産黒曜石である。７ブロックから出土した剥片など１３点が接合した資料である。内部

にスクレイパーやナイフ形石器が含まれている。

　①は全体の接合図であり，基本的に打面と作業面を入れかえながら剥片剥離を行ったものであ

る。この接合資料の打面は，正面方向からの幅広剥片剥離により形成されたものであり，この打面

から②の幅広剥片が剥離される。これは鋭利な縁辺に細かい二次加工が施され，スクレイパーとさ

れている。

　その後，③の剥片が剥離されている。次に，消えている正面部の剥片剥離が行われている。

　次に剥離された短小な剥片が側面調整をわずかに施され④の台形石器とされている。その段階で

石核は⑤の状況になり，順次⑥，⑦と剥離されている。⑦は打面部に調整加工が施されて石器と

なっている。

接合資料２７７（第１５９～１６０図）

　石材は三船産黒曜石である。１・２・３ブロックから出土した剥片１２点の接合資料である。　　

　①は接合全体図であり，基本的に三つの剥離部位から構成されている。それは同一打面から剥

離された比較的大型の縦長剥片２枚と，下辺に位置している小剥片２点であり，①の裏面のリング

からも理解できる。

　②は二回目に剥離された裏面の剥片を取り除いた表面部分のみであり，図の下端に位置する小剥
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第１５４図　C‐接合資料図（１１）
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第１５５図　C‐接合資料図（１２）
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第１５６図　C‐接合資料図（１３）
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第１５７図　C‐接合資料図（１４）
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第１５８図　C‐接合資料分布図（４）
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片が除かれたものが③である。

　③の剥片は，まず中央付近の位置で腹面側からの力により折断されている。折断された打面側の

半分は，折断面から表裏両面ともに，平坦剥離が施されている。右側縁部も取り除かれて，打面も

腹面から調整剥離を受ける。その結果④の台形石器となる。

　折断された下半部の⑤は，縁辺にわずかな調整がみられることから台形石器として理解できる。

直線的な刃部には使用痕が認められる。

　一方，次に剥離された⑥の剥片は，打面側と末端側を折断され，三つに分割されている。

　⑦はその中間部位のものであり，縁辺には使用痕が観察されている。

接合資料２７８（第１６１図）

　三船産黒曜石を石材とするもので，４・７・３９ブロックから出土した２７点の接合資料である。

接合資料２７９（第１６２図・１６３図）

　三船産黒曜石を石材とするもので，２・３９ブロックから出土した２７点の接合資料である。③の台形

石器が含まれている。　

接合資料２８１（第１６５・１６６図）

　三船産黒曜石を石材とする。３８ブロックから出土した２０点の接合資料である。①の全体接合から

⑤そして⑨まで連続して幅広剥片が剥離されている。

接合資料２８２（第１６７・１６８図）

　三船産黒曜石を石材とするもので，内部に３点の台形石器が含まれている。②は①の左側面図の

右側の縦長剥片が折断されたものである。⑧は⑦の中央付近で剥離された剥片が折断されている。

これは幅広剥片のみでなく，縦長剥片も剥離されている。

接合資料２８３（第１６９・１７０図）

　三船産黒曜石を石材とするものであり，これも内部に台形石器を含む。石核は①から④そして⑦

へと剥離を受けて変化してゆく。最終の⑨を基準にして置いたものが①である。基本的に幅広剥片

は正面と打面側が交互に剥離されている。底面の自然面はそのままである。⑦から⑧が剥離されて

台形石器となるが剥片の形状は大きく変わらない。

接合資料２８４（第１７１図）

　三船産黒曜石を石材とする。背面に自然面をもつ。石核は剥片剥離の進行に伴い①から④へと変

化していく。

接合資料２８５（第１７２図）

　三船産黒曜石を石材とする。①から幅広剥片である②・③が剥離されている。最後に石核は分割

されて④・⑤となる。

接合資料２８６（第１７４図）

　三船産黒曜石を石材とする。素材は小角礫である。打面と剥離面を交替しながら三角形状の小型

剥片やわずかに幅広の剥片を剥離している。

接合資料２８７（第１７５図）

　三船産黒曜石を石材とする５点の接合である。４点の剥片から構成される。①と⑤は打面の位置

が異なる。②は折断されている。
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第１５９図　C‐接合資料図（１５）

0　　　　　　　　　　　   5cm

④

④

④

⑤

277‐①

277‐②

277‐③

⑤ ⑤

⑤⑤

⑦



－204－

第１６０図　C‐接合資料図（１６）
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第１６２図　C‐接合資料図（１８）
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第１６４図　C‐接合資料分布図（５）
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第１６５図　C‐接合資料図（２０）
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第１６６図　C‐接合資料図（２１）
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第１６７図　C‐接合資料図（２２）
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第１６８図　C‐接合資料図（２３）
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第１６９図　C‐接合資料図（２４）
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第１７０図　C‐接合資料図（２５）
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第１７１図　C‐接合資料図（２６）
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第１７２図　C‐接合資料図（２７）
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第１７３図　C‐接合資料分布図（６）
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第１７４図　C‐接合資料図（２８）
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第１７５図　C‐接合資料図（２９）
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第１７６図　C‐接合資料分布図（７）
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４．Ｄブロック群

　Ｃブロック群の北側で，Ｅ～Ｉ－８～１０区に位置する。

　このブロック群は，遺物が極めて集中している２５ブロック群を中心とするもので，他の周囲のブ

ロックはやや散在的な分布を示している。

　石材的には，中心的な２５ブロックが，石材を異にする３ヶ所の集中部に区分され，三船産黒曜石

を主体とする二つのブロックと頁岩を中心とするブロックに分けられる。また周囲にやや散在的な

ブロックも上牛鼻産黒曜石を主体とするものや頁岩を主体とするものに分けられる。

　２１ブロック

　Ｈ・Ｉ－９区に位置しており，径約１０ｍ程度の広い分布範囲をもつが，明確な集中部はなく，比

較的散在的な分布である。石材は多様なものが使用されている。この調査中に認識したブロックを

２１ｂブロックとし，分布図作成後にＨ－８区で比較的散在的な分布が認められたことにより，Ｈ－

８区のものを新たに２１ａブロックとした。

　２１ｂブロック

　調査中に認識したもので１７号礫群が散在する。

ナイフ形石器（第１８１図２８８～２９３）

　２８８は幅広剥片を素材とし，二側縁のブランティングにより切出し型に仕上げたものである。短

辺のブランティングは内弯状に施されている。頁岩製である。

２８９は幅広剥片の下半を断ち切るようにブランティングを施し，切出し型にしたものであり，打面部

分は平坦剥離を背面に施している。良質の頁岩製である。

　２９０は三船産黒曜石製でブランティングを二側縁に施し切出し形にしたもので，短辺の調整は

ノッチ状に施されている。

　２９１は上牛鼻産黒曜石の縦長剥片状のものを素材とし，打面を残したまま一側縁にブランティン

グを施したものである。２９２・２９３は先端部のみの欠損品である。

台形石器（第１８１図２９４～３００）

　２９４は頁岩製で両側縁は粗いブランティングが施されたものである。なお，これは接合資料３９３と

して後述する。２９５は安山岩製であり，両側縁にブランティングを長く施し，短い刃部を有すること

から台形石器とした。

　２９６は三船産黒曜石製の幅広剥片を素材とし，その素材の形状をほとんど変えずに，基部をブラン

ティングと折断により整形した大型の台形石器である。

　２９７は鉄石英製であり，折断とわずかなブランティングが施されている。２９８・２９９も両側縁を折

断とブランティングにより整形したものである。３００は三船産黒曜石の小剥片を素材とし，剥片末

端にわずかな調整がみられる。

スクレイパー（第１８２・１８３図３０１～３０９）

　３０１は一部に自然礫皮面の残る剥片の片側縁に粗い二次加工を施したものである。頁岩製である。

３０２は三船産黒曜石の幅広剥片を素材とし，片側縁に丁寧な二次加工を施して刃部としたものであ

る。３０３は比較的大型の三船産黒曜石製剥片を素材とし，二次加工を施したものである。３０４は上牛

鼻産黒曜石製である。
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第１７８図　Dブロック群のブロックと石材分布図
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　３０５・３０６は頁岩製剥片の縁辺に二次加工を施して刃部としたものである。

　３０７は上牛鼻産黒曜石製，３０８は三船産黒曜石製で縁辺にわずかな二次加工が認められる。

　３０９は接合資料３９１の一部であり後述する。

石錐（第１８３図３１０）

　３１０は鉄石英製の不定形剥片を使用し，打面部分にわずかな二次加工を施し，その先端部を使用し

たものである。

使用痕剥片（第１８３図３１１～３１５）

　３１１～３１５は剥片の鋭利な側縁に使用痕が観察されるものである。３１１～３１３，３１５は三船産黒曜石

製で，３１４は鉄石英を石材としている。３１４は，先の石錐と同様に接合資料３９４の一部であり，その部

分で説明する。

　２１ａブロック

　Ｈ－８区に位置しており，分布図作成後に新たに認識したブロックである。石材は頁岩が主体と

なっている。

ナイフ形石器（第１８４図３１６～３１８）

　３１６は上牛鼻産黒曜石製で，幅広剥片の打面側に直線的なブランティングを施し，対向する短辺に

は内弯状にブランティングを施したものである。

　３１７は切出し形を呈するものであり，接合資料３９２の一部であることから後述する。

　３１８は頁岩製で，剥片の打面部に背面からブランティングを施し基部としたものである。

台形石器（第１８４図３１９・３２０）

　３１９は接合資料３９２の一部であり後述する。３２０は宮ノ上産と推定される良質な頁岩製の剥片を素

材としており，折断とわずかな調整が施されたものである。

スクレイパー（第１８４図３２１・３２２）

　３２１は上牛鼻産黒曜石の比較的厚い縦長剥片状のものを素材とし，鋭利な縁辺に二次加工を施し

て刃部としたものである。

　３２２は宮ノ上産と推定される良質な頁岩を石材とするもので，自然礫皮面が残る幅広剥片の打面

部に急角度の二次加工を施したものである。

石核（第１８４図３２３）

　３２３は上面と下面の一部に自然面が残る頁岩製であり，求心的に剥片剥離を行っているものであ

る。剥離されている剥片はほとんど幅広剥片である。

　２４ブロック

　Ｇ－９区に位置しており，径約５ｍ程度の円形の分布域を有する。石材は三船産黒曜石と上牛鼻

産黒曜石が多い。ナイフ形石器が多く出土した。

ナイフ形石器（第１８７図３２４～３３４）

　３２４は上牛鼻産黒曜石の幅広剥片を素材とし，剥片下半を断ち切るようなブランティング調整を

施し，全体を切出し形にしている。打面はそのまま残し，背面に平坦剥離を施している。

　３２５は三船産黒曜石の幅広剥片を素材とし，ブランティングにより切出し形にしたもので，刃部は

台形石器に近いが，ナイフ形石器としてとらえた。
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第１８１図　D‐２１bブロック出土石器（１）
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第１８２図　D‐２１bブロック出土石器（２）
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第１８３図　D‐２１bブロック出土石器（３）
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第１８４図　D‐２１aブロック出土石器
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　３２６は上牛鼻産黒曜石製で，三角形状の剥片の打面側にブランティングを施したものである。

　３２７は良質な頁岩製剥片にブランティングを二側面に施して，細身の切出し形に仕上げたもので

ある。基部には稜上調整も施されている。３２８は三船産黒曜石製で先端部のみの破損品である。

　３２９は三船産黒曜石製の剥片を使用しており，平坦な打面を残して一側縁にブランティングを施

したものである。先端部をわずかに欠損している。３３０は接合資料３９８の一部であり後述する。

台形石器（第１８７図３３１～３３４）

　３３１は部分的に赤褐色を帯びた三船産黒曜石製であり，片側縁は急角度のブランティングが施さ

れ，他側縁は折断の後に背面側に平坦剥離を行ったものである。石材については黒曜石分析をして

三船産黒曜石として判定されている。

　３３２は頁岩製で粗い二次加工により整形したものであり，２９４との類似から台形石器とした。

　３３３は三船産黒曜石製小型剥片の打面に平坦剥離を施し，末端部は折断したものである。

　３３４は上牛鼻産黒曜石の幅広剥片を素材とし，剥片の末端部には腹面に平坦剥離を施し，打面側に

は背面からブランティングを施し，その後背面に平坦剥離を施したものである。

使用痕剥片（第１８７図３３５）

　３３５は頁岩製の表皮が残る剥片が使用され，縁辺に著しい使用痕が認められるものである。下半

部は折断されている。

　２５ブロック（第１８５図）

　Ｄブロック群の中心的な位置であるＦ・Ｇ－９区にあり，最も石器群が集中している。ブロック

内には３ヶ所の集中部が存在しており，三船産黒曜石を主体とする２ヶ所と頁岩系石材を中心とす

るものがある。

ナイフ形石器（第１８８図３３６～１８９図３５１）

　３３６は良質な頁岩製で幅広剥片もしくは横長剥片を素材とし，丁寧なブランティングにより二側

縁を加工しており，基部は鋭く尖る。刃部には著しい使用痕が認められる。

　３３７も同質の頁岩製幅広剥片を素材としており，剥片末端部に直線的なブランティングを施し，打

面側は背面から粗い調整剥離を施している。その後に打面側背面は平坦剥離を行っており，その

チップが接合している。

　３３８も頁岩製で，ブランティングは打面側に直線状に，対向する短辺側にはノッチ状に施されてい

る。３３９はやや薄い頁岩製剥片を素材とし，全体を三角形状に仕上げている。３４０・３４２・３４３は先端

部のみの破損品で，頁岩製である。

　３４１はブランティングが施された直線的な背縁と，折断後に平坦剥離された短辺により短い刃部

を有する。

　３４４は幅広剥片をブランティングにより二側縁加工とし，稜上の高い部分は平坦剥離が施されて

いる。３４５はブランティングにより細身に仕上げられたもので，先端部には使用のためと推定され

る衝撃剥離が認められる。３４４・３４５は三船産黒曜石である。

　３４６は接合資料３９９の一部であり，３４７は接合資料４０３の一部であり後述する。

　３４８～３５１は三船産黒曜石製のもので，いずれもブランティングが施されたナイフ形石器の破損品

である。３４９の刃部には著しい使用痕が認められる。
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台形石器（第１８９図３５２～３５６）

　３５２は三船産黒曜石の幅広剥片を素材とし，打面側にブランティングを施したものである。直線

的な刃部に使用痕が認められる。

　３５３は接合資料４０３の一部であり，３５４は接合資料４０４の一部であることから後述する。

　３５５は三船産黒曜石製剥片を折断したものであり，折断面から平坦剥離が施されている。３５６は三

船産黒曜石製のブランティングチップを利用したもので，わずかな調整加工が施されている。

掻器（第１８９図３５７～３６１）

　３５７は三船産黒曜石製剥片を使用し，末端部に急角度の二次加工を施し刃部としたものである。

３５８は上牛鼻産黒曜石の剥片を使用し，同様に剥片末端を刃部としたものである。３５９は幅広剥片の

側縁に急角度の刃部を形成している。半損品である。３６０は比較的大きな三船産黒曜石の剥片末端

に二次加工を施している。３６１も半損品であるが，急角度の刃部が形成されている。

スクレイパー（第１８９図３６２）

　３６２は三船産黒曜石製で剥片の縁辺に二次加工が施され刃部となっている。

石錐（第１９０図）

　頁岩製のブランティングチップを利用したもので，二次加工により尖った機能部をもつ。接合資

料４０２の一部である。

使用痕剥片（第１９０図３０５～３６８）

　いずれも鋭い縁辺に使用痕が認められるものである。これは全て接合資料４００を構成するもので

あり，後述する。

石核（第１９０図３６３・３６９・３７０）

　３６３は厚みのある剥片素材であり，図の右側面が作業面に，表面が打面となる。幅広剥片が剥離さ

れている。三船産黒曜石製である。

　３６９は平坦な打面から，全周囲に幅広剥片が剥離されているものである。また底面にも剥離面が

みられ，打面そのものも剥離面であり打面転移をひんぱんに行ったものである。三船産黒曜石製。

　３７０はたんぱく石製であり，全面が剥離面で構成されている。一部に礫皮面が残る。全ての剥離

面で幅広剥片が剥離されている。

　２８ブロック

　Ｇ－９に位置しており，２５ブロックの南側にある。径約３ｍ程度の円形に広がるもので，石材は

頁岩剥片が主体である。

ナイフ形石器（第１９１図３７１）

　３７１は上牛鼻産黒曜石の幅広剥片を素材とし，ブランティング加工により二側縁加工ナイフとし

ている。

台形石器（第１９１図３７２）

　三船産黒曜石の剥片を使用しており，折断部にわずかなブランティングが施されている。刃部に

は使用痕が認められる。

　２６ブロック

　Ｆ－９・１０区で，２５ブロックの東側に位置している。径約５ｍほどの分布域に石器群はやや散在
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第１８７図　D‐２４ブロック出土石器

0　　　　　　　　　　　   5cm

324 325

326 327

328

329

330
398- ⑤

331

332

333

334

335



－236－

第１８８図　D‐２５ブロック出土石器（１）
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第１８９図　D‐２５ブロック出土石器（２）
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第１９０図　D‐２５ブロック出土石器（３）
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第１９１図　D‐２８・２６ブロック出土石器
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的に分布している。石材は上牛鼻産黒曜石が主体である。

ナイフ形石器（第１９１図３７３～３７４）

　３７３は上牛鼻産黒曜石の幅広剥片を素材とし，打面部を断ち切るようなブランティングを直線的

に施したものである。

　３７４は鉄石英製の幅広剥片を素材とし，鋭い縁辺を刃部として残し，他の縁辺に粗いブランティン

グを施したものである。打面部にもブランティングが行われている。

台形石器（第１９１図３７５）

　３７５は上牛鼻産黒曜石の小型剥片を使用し，打面部を折断して，末端にわずかな調整加工が認めら

れるものである。

石錐（第１９１図３７６）

　３７６は頁岩製の剥片を使用しており，三角形状の先端部の縁辺に細かい二次加工を施して機能部

を形成したものである。

掻器（第１９１図３７７・３７８）

　３７７は上牛鼻産黒曜石製の縦長剥片を利用し，剥片末端に急角度の粗い二次加工を施して刃部と

したものである。３７８も急角度の刃部が形成されたものである。

石核（第１９１図３７９）

　石材は上牛鼻産黒曜石であり，背面に自然面が残る。石核の最終面と考えられ，正面で小型の剥

片が剥離されており，正面の剥離面を打面として，側面で幅広剥片が最後に剥離されている。

　３２ブロック

　Ｅ・Ｆ－８区に位置しており，径約８ｍ程度の広さに石器群は散在的に分布している。石材は上

牛鼻産黒曜石が主体である。

台形石器（第９４図３８０）

　玉髄質の小型剥片を使用したもので，両側縁にブランティングが施されている。打面部には背面

に平坦剥離も行われている。使用痕が著しい。

スクレイパー（第１９４図３８１～３８３）

　３８１は安山岩製の小型剥片を使用したものであり，側縁に二次加工が施され刃部となっている。

３８２は上牛鼻産黒曜石の剥片を素材としており，剥片末端に二次加工が施されている。なお，この裏

面にも二次加工が認められており，これを平坦剥離と考えると台形石器の可能性もある。

　３８３は玉髄製剥片の縁辺に二次加工が認められる。

石核（第１９４図３８４）

　玉髄質の石材であり，平坦な節理面を打面にして，小型の縦長剥片が剥離されている。

敲石（第１９４図３８５）

　砂岩製の礫を使用しており，端部には使用痕と，使用による剥離痕が認められる。全長７㎝を測

る。

　３３ブロック

　Ｅ－８区で，３２ブロックの東側に位置している。径約７ｍ程度の分布をもつ。分布している石材

は上牛鼻産黒曜石が主体である。
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第１９２図　D‐３２・３３ブロック主要石器出土分布図



台形石器（第１９４図３８６・３８７）

　３８６は上牛鼻産黒曜石の幅広剥片を素材としたもので，両側縁は平坦剥離により整形されている

ものである。３８７は安山岩の縦長剥片を折断したものである。

掻器（第１９４図３８８）

　頁岩製で，大型の幅広剥片を素材とし，左側縁には鋸歯状の粗い二次加工を施している。右側縁

は剥片剥離の痕が残り，石核としても利用されている。

スクレイパー（第１９４図３８９）

　３８９は上牛鼻産黒曜石の小型剥片を利用し，縁辺に二次加工を施している。

石錐（第１９４図３９０）

　頁岩製剥片の尖った先端部に細かい二次加工が施されている。
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第１９４図　D‐３２・３３ブロック出土石器
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Dブロック群接合資料

　Ｄブロック群の接合資料は，第２００図と２０６図･２０７図で示しているが，接合は各個別ブロック内で

収束するものだけでなく，近辺のブロックと接合するものもみられた。また，ブロック群を大きく

超えて他のブロックと接合するものもある。

　接合全体図は第２０８図で示したが，これには図化していない接合資料をも含んでいる。全体的に

２４・２５ブロックの接合が多い。

接合資料３９１（第１９５図）

　頁岩を石材とするものである。石核と剥片の接合であり，①はその接合全体図である。素材は片

面に自然礫皮面を有する板状の剥片である。この板状の素材を石核として，小型の横長剥片が剥離

されている。②はその一つである。

　③の石核は尖った端部に細かい二次加工が施され，掻器とされている。

接合資料３９２（第１９５図）

　石材は頁岩である。２１ブロックから出土したナイフ形石器と台形石器の接合資料である。①は接

合図であり，裏面からわかるように，一つの石核から打面を変えて剥離されたものである。

　先に剥離された剥片は，長辺側に平坦剥離が施され，短辺には腹面からのブランティングが施さ

れて基部とされ，③のナイフ形石器となる。次に剥離された剥片は打面を折断されて②の台形石器

とされている。

接合資料３９３（第１９６図）

　石材は頁岩である｡２１ブロックから出土した台形石器とそのリダクション剥片の接合である。

①は接合全体図であり，すでに台形石器の形状に近い。右側縁は②→③→⑨→⑤→⑥の順に剥離さ

れている。これはリダクションの可能性が高い。

　左側縁からの⑦・⑧は最初のブランティングであろう。

接合資料３９４（第１９６図）

　鉄石英が石材である。２１ブロックから出土した剥片等の接合であり，内部に石錐を含んでいる。

最初に打面部の剥片剥離が行われ，次に③の剥片が剥離される。これは使用痕剥片とされている。

その後，２～３枚の剥片が剥離された後で，打面を変えて④の剥片が剥離されている。これは片面

付近に細かい二次加工を施して機能部を形成している。

接合資料３９５（第１９７図）

　石材は三船産黒曜石である。２１ブロックから出土した石核と石核の接合である。①はその接合図

であり，①が分割した後にも②では，剥片剥離が行われている。前後関係は明確でないが，②から

も幅広剥片が剥離されている。

接合資料３９６（第１９７図）

　上牛鼻産黒曜石が石材である。２１ブロックから出土した石核の接合である。なお，実測図作成・

レイアウト後に，他の剥片と別の石核片が接合した。写真図版で示している。いずれの部分も幅広

の剥片が剥離されている。

接合資料３９７（第１９８・１９９図）

　石材は頁岩である。２１ブロックから出土した石核２点と剥片の接合資料である。
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第１９５図　D‐接合資料図（１）
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第１９６図　D‐接合資料図（２）
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第１９７図　D‐接合資料図（３）
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第２００図　D‐接合資料分布図（１）
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　①はその接合全体図である。まず円礫は節理面から分割されて②と④の石核になる。

　②の石核からは③の幅広剥片が剥離されている。

　④の石核は平坦な自然面と平坦な節理面を打面にして幅広剥片が多く剥離されている。⑤は④か

ら剥離された不整形剥片である。

接合資料３９８（第２０１図）

　石材は上牛鼻産黒曜石である。２４ブロックから出土した剥片やチップの接合資料である。①がそ

の接合図である。一枚の剥片が中間で分割され，打面側の部分②は二次加工が施され，③と④が剥

離されて⑤のナイフ状の石器ができている。

接合資料３９９（第２０１図）

　石材は三船産黒曜石であり，２５ブロックから出土したナイフ形石器と剥片の接合資料である。そ

れぞれ打面が異なる剥片である。

接合資料４００（第２０７図）

　石材は良質な頁岩である。２５ブロックから出土したものである。平坦な節理面を上面と下面にも

つ板状の剥片から剥離されたものである。剥片の形状から，これらはブランティングチップと理解

される。しかし，比較的大きな②・③・⑦・⑨は使用痕剥片として利用されている。

接合資料４０１（第２０３図）

　これも先の４００と同質の頁岩である。２５ブロックから出土した。①は全体の接合図である。これ

は意図した剥片剥離か，あるいはブランティングチップの接合か明確ではない。このうち②は横長

剥片の形態をもつもので注意される。

接合資料４０２（第２０３図）

　これも先と同様の頁岩製であり，２５ブロックから出土したものである。剥片の形状からブラン

ティングチップと推定される。このうち②は二次加工が施され石錐とされている。

接合資料４０３（第２０４図）

　石材は三船産黒曜石である。２５ブロックから出土した台形石器とナイフ形石器の接合資料であ

る。①は全体の接合図であり，元は一枚の三角形の剥片であった。その打面近くから②が剥離され

て，一部に調整を受け台形石器とされている。

　残った剥片は，②の剥離面を打面にして①の腹面を剥離し，その後にブランティングを施して，

③のナイフ形石器となっている。

接合資料４０４（第２０４図）

　石材は頁岩である。２５ブロックから出土した台形石器と剥片の接合資料である。

　①の接合図で，これは剥片剥離時の打撃により分割したものであり，この接合により③が分割さ

れた後に，分割面に調整が施されているのが理解できた。

接合資料４０５（第２０５図）

　石材は頁岩である。２６ブロックから出土した石核と剥片の接合資料である。剥片はいずれも横長

剥片が求心状に剥離されている。
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第２０１図　D‐接合資料図（６）
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第２０２図　D‐接合資料図（７）
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第２０３図　D‐接合資料図（８）
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第２０４図　D‐接合資料図（９）
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第２０６図　D‐接合資料分布図（２）
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第２０７図　D‐接合資料分布図（３）
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第２０８図　Dブロック群接合全体図
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５．Ｅブロック群の石器群

　調査区全体のなかの北西部に位置する，Ｇ～Ｋ－５～８区の調査区域で，Ｄブロック群の西側に

あるブロックのまとまりをＥブロック群として識別した。

　Ｅブロック群は，Ｄブロック群やＦブロック群とも離れた位置にある。Ｅブロック群は調査時は

一つの２２ブロックとして認識していたもので，今回分布図を作成・検討した結果，そのなかに認め

られる多くの集中部をブロックとし，新たに，２２ブロックと，４１～４９ブロックとに細別した。

　石材的には個別の小ブロックが，上牛鼻産黒曜石を主体とするものと，三船産黒曜石を主体とす

るものと分かれて存在している。

　２２ブロック（第２１０・２１１図）

　Ｇ－７・８区に位置しており，径約８ｍ程度のなかに比較的散在的に分布している。石材は上牛

鼻産黒曜石と三船産黒曜石が認められる。

ナイフ形石器（第２１２図４０６～４０９）

　４０６は頁岩製の幅広剥片を素材とし，ブランティング加工を打面部の長辺は直線的に，対向する短

辺はややノッチ状に施し，切出し形に仕上げたものである。

　４０７は上牛鼻産黒曜石製であり，ブランティング加工により二側縁加工ナイフとしている。長辺

部は背面に平坦剥離も行っている。

　４０８は縦長剥片を素材として使用し，ブランティングは一側縁のみに施されている。平坦な打面

がわずかに残存している。石材は黒曜石分析の結果，三船産黒曜石と判定された。

　４０９は良質な珪質頁岩製の縦長剥片を使用しており，粗いブランティングを二側縁に施して基部

を形成している。先端部は先細りの剥片の形状を生かしているが，腹面側に丁寧な二次加工が施さ

れている。

削器（第２１２図４１０～４１１）

　４１０は末端に自然礫皮面が残る上牛鼻産黒曜石製の縦長剥片を使用し，両側縁に二次加工を施し

て刃部としたものである。４１１も同様の上牛鼻産黒曜石製剥片の鋭利な縁片に二次加工を施して刃

部としたものである。

掻器（第２１２図４１２）

　４１２は上牛鼻産黒曜石の剥片の末端に急角度の二次加工を施して刃部としたものである。上半部

を欠損している。

彫器（第２１２図４１３）

　４１３は上牛鼻産黒曜石の剥片を使用しており，その小口部分に打面から樋状剥離を施したもので

ある。

石核（第２１２図４１４～４１６）

　４１４は底面に自然面が残る上牛鼻産黒曜石製で，平坦な打面から縦長剥片が正面及び両側面で連

続的に剥離されている。

　４１５は同様に上牛鼻産黒曜石製で，厚手の剥片を使用しており，腹面を求心的に剥離している。裏

面にも剥離面がある。

　４１６は玉髄製で，小型の剥片を連続的に剥離している。
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第２１２図　E‐２２ブロック出土石器
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第２１３図　E‐２２・４１ブロック出土石器
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第２１４図　E‐４１ブロック出土石器
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　４１ブロック

　Ｈ－６・７区に位置しており，径約１０×７ｍほどの楕円形のなかに分布範囲をもつ。石材は多種

のものが分布している。

ナイフ形石器（第２１３図４１７～４２０）

　４１７は上牛鼻産黒曜石の幅広剥片を素材とし，ブランティングにより二側縁加工の切出し形に仕

上げたものである。刃部には使用痕が著しい。４１８は先端部のみの欠損品である。石材は上牛鼻産

黒曜石である。４１９は上牛鼻産黒曜石の縦長剥片を素材とし，打面近くの片側にブランティングを

施したもので，尖った先端部はない。

　４２０は頁岩製の横長剥片を使用し，打面近くにわずかな調整を施したものである。

尖頭器（第２１３図４２１）

　４２１は粘板岩状に薄く節理面で剥離された頁岩を使用し，縁辺に二次加工を施して整形したもの

である。基部のみの欠損品である。

削器（第２１３図４２２～２１４図４２５）

　４２２は凝灰岩の剥片を素材として側辺に二次加工を施して刃部としたものである。４２３は比較的大

型の安山岩剥片を使用し，縁辺に二次加工が施されたものである。

　４２４は良質の頁岩剥片を使用し，縁辺に二次加工をノッチ状に施したものである。４２５は自然礫皮

面が残る頁岩製の幅広剥片を利用したもので鋭い縁辺に二次加工を施して刃部としたものである。

二次加工のある石器（第２１４図４２６）

　４２６は上牛鼻産黒曜石の厚手の剥片に二次加工が認められるものである。

使用痕剥片（第２１４図４２７～４２９）

　いずれも縁辺に使用痕が認められるものである。４２７・４２９は接合資料５５０の一部であり，４２８は接

合資料５５１の一部である。後述する。

石核（第２１４図４３０）

　４３０は上牛鼻産黒曜石製であり，一部に自然礫皮面が残存しており，剥片素材の可能性がある。

この石核からは小型の幅広剥片や縦長状の剥片が求心的に剥離されている。

　４２ブロック（第２１７図）

　Ｇ・Ｈ－６区に位置しており，径約８ｍ程度の範囲に分布する。石材的には北西側の上牛鼻産黒

曜石を主体とするまとまりと，南東部の頁岩系石材による散在的な分布とに区別できる。器種的に

も両者は区別でき，ブロックとしては本来区別すべきものであろう。

台形石器（第２１５図４３１～４３２）

　４３１は上牛鼻産黒曜石の剥片を素材とするものであり，打面側にブランティングを施し，他の側縁

は折断後に粗い調整を施したものである。４３２は一側縁を折断した台形石器と認識したが，レイア

ウト後に接合してナイフ形石器の一部になった。接合資料５５９の一部であり後述する。

ナイフ形石器（第２１５図４３３）

　４３３は玉髄製の斜軸剥片を素材とし，基部近くに細かい二次加工が認められる。

剥片尖頭器（第２１５図４３４～４３６）

　安山岩製の大型縦長剥片を素材とするもので，平坦な打面を残して打面近くの両側縁をノッチ状

－267－



－268－

第２１５図　E‐４２ブロック出土石器（１）
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第２１６図　E‐４２ブロック出土石器（２）
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に二次加工を施したものである。また先端部近くの両側縁にも二次加工が施されている。先端部を

わずかに欠損している。

　４３５・４３６は黄褐色を呈する風化が著しい頁岩を使用したものであり，４３５はノッチ状の基部加工

があり，４３６は片側縁の二次加工が施されている。

部分加工ナイフ形石器（第２１５図４３７）

　４３７は黄褐色に風化した頁岩製であり，縦長剥片を素材として剥片の形状をそのまま利用してお

り平坦な打面も残っている。先端部付近に二次加工が施されている。

尖頭器（第２１５図４３８）

　４３８は頁岩製であり，縦長剥片を素材として使用し，打面近くは細かい二次加工によりノッチ状に

施して基部としている。先端部は比較的粗い二次加工を鋸歯状に施している。尖端は鋭く尖らして

いる。

掻器（第２１６図４３９）

　石材は上牛鼻産黒曜石製である。幅広剥片を使用し，打面部に粗い二次加工を施して刃部として

いる。当初ナイフ形石器と考えていたが，加工された刃部の使用痕が典型的な掻器と共通していた

ことから掻器とした。

スクレイパー（第２１６図４４０～４４２）

　４４０は上牛鼻産黒曜石の剥片を使用し，鋭利な縁辺に二次加工を施して刃部としたものである。

一部はノッチ状になっている。接合資料５５２の一部であり，後述する。

　４４１は宮ノ上産と推定される良質な頁岩製の幅広剥片を使用したもので，剥片末端に細かい二次

加工を施して刃部としている。

　４４２は粘板岩状に薄く剥がされた頁岩剥片が使用され，鋭利な縁辺に二次加工が施されたもので

ある。上半部を欠損している。

使用痕剥片（第２１６図４４３～４４６）

　４４３～４４６は剥片の鋭利な縁辺に使用痕が観察されるものである。４４３・４４６は三船産黒曜石を石材

とするもので，４４４は上牛鼻産黒曜石製である。４４６は接合資料５６１の一部であり後述する。

　４４５は良質な頁岩製であり，先端部には細かい使用痕が認められ，また斜刃の部分にも細かい使用

痕が観察される。

石核（第２１６図４４７）

　４４７は三船産黒曜石を石材とするものである。平坦な打面から正面は幅広剥片が剥離されており，

側面も小型の剥片が剥離されている。

　４３ブロック（第２１７・２１８・２１９図）

　Ｈ～Ｉ－５～６区に位置しており，径約１０×５ｍの楕円形の範囲に分布している。石材は西側に

上牛鼻産黒曜石が，東側は三船産黒曜石が主体となっており，両者は区別できるかもしれない。ナ

イフ形石器，台形石器，掻器など石器が多く出土している。

ナイフ形石器（第２２０図４４８～第２２１図４６５）

　４４８は上牛鼻産黒曜石の剥片を素材として，ブランティング加工により切出し形に仕上げたもの

である。先端部は鋭く尖る。

－270－



－271－

42ブロック 

43ブロック 

G 

 

H 

 

I

5       　　　　　　　      　　　　　　　　  6

433

439

450

449

452 454 453

456

435

438

434

437

第２１７図　E‐４２・４３ブロック剥片尖頭器・ナイフ形石器出土分布図



－272－

42ブロック 

43ブロック 

G 

 

H 

 

 

I

5 　　　　　      　　　　　　　      　　　　　　　　  6

470

458

473

471

474467472

479

486

440

第２１８図　E‐４２・４３ブロック台形石器出土分布図



　４４９は幅広剥片をブランティング加工により著しく変形させたもので，切出し形にしている。ブ

ランティングは細かく丁寧であり短辺はノッチ状に施されている。

　４５０は小型の幅広剥片を使用し，ブランティングにより三角形状に仕上げたものである。４５１はヒ

ンジして曲がった幅広剥片を素材とし，打面側に鋸歯状の粗い調整加工を施したものである。

　４５２は幅広剥片を素材とし，ブランティング加工により長辺と短辺を整形したもので，短辺はノッ

チ状となる。４５１・４５２は上牛鼻産黒曜石製である。

　４５３は良質な頁岩製であり，ブランティングにより背縁とノッチ状の基部を形成している。先端

は鋭く尖り，鋭利な刃部には細かい使用痕が著しく認められる。

　４５４は接合資料５５９の一部であり後述する。４５５は上牛鼻産黒曜石製であり、ブランティングによ

る背縁加工の後に，稜上からの調整剥離も施されて，短い刃部となる。

　４５６は三船産黒曜石の幅広剥片を素材とし，ブランティングにより刃部が短い切出し形に仕上げ
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第２１９図　E‐４２・４３ブロック器種別分布図



ている。稜上剥離も施されている。

　４５７は三船産黒曜石製の幅広剥片を素材とし，両側縁はブランティングにより切出し形に仕上げ

たものである。４５８も同様の剥片を使用して，打面はそのままで末端部にブランティングを施した

ものである。

　４５９～４６３はブランティングが施されたナイフ形石器の先端部である。４５９は上牛鼻産黒曜石製。

４６０は接合資料５５７の一部であり後述する。４６１～４６３は三船産黒曜石製である。

　４６４・４６５はナイフ形石器の基部の破損品である。４６６は折断と調整加工がみられる。

台形石器（第２２２図４６７～４７２）

　４６７は三船産黒曜石の薄い剥片を利用し，ブランティングにより整形したものである。４６８はブラ

ンティングと折断により整形したものであり，接合資料５５４の一部であることから後述する。

　４６９は三船産黒曜石の剥片を使用したもので，打面はそのまま残して背面に平坦加工を施してお

り，対辺は直線状のブランティングが施されている。

　４７０は三船産黒曜石の自然礫皮面が残る剥片を使用したもので，剥片の打面はそのままでわずか

に背面に平坦剥離がみられ，他方の縁辺は比較的粗いブランティングにより整形している。

　４７１は剥片の打面側の半分以上を折断して，剥片末端に粗いブランティングを施したものである。

４７２は小型剥片を折断と細かい二次加工により整形したものである。

掻器（第２２２図４７３～第２２３図４７７）

　４７３は厚手の縦長剥片を使用し，剥片の打面近くと末端部に丁寧で急角度の二次加工を施し刃部

としたものである。石材は上牛鼻産黒曜石製である。４７４も急角度の刃部を形成している。

　４７５は良質のやや厚みのある幅広剥片を使用し，片側縁から先端部にかけて急角度で丁寧な二次

加工を施して刃部としている。

　４７６は上牛鼻産黒曜石製のやや厚みのある剥片を使用し，同様に先端部に急角度の刃部を形成し

たものである。４７７も縁辺に急角度で丁寧な二次加工を施して刃部としたものである。これらの剥

片はいずれも自然礫皮面が残存した外側の剥片が利用されている。

スクレイパー（第２２３図４７８・４８２）

　４７８は上牛鼻産黒曜石のやや大きな幅広剥片を使用したものであり，剥片末端には細かい二次加

工により刃部が形成されている。

　４８２は珪質分の強い良質な頁岩製であり，幅広剥片を利用し，剥片の鋭い末端の縁辺部に細かい二

次加工を施して刃部としたものである。また二次加工が施されていない縁辺も，加工部と刃部角が

同様であり使用痕が顕著である。

使用痕剥片（第２２３図４７９）

　４７９は三船産黒曜石の剥片を使用したもので，下半を折断したものである。折断面に調整加工は

みられないが，使用痕の位置から台形石器的な使用が考えられる。

　４８０は剥片の末端部であり使用痕が認められるものである。接合資料５５３の一部であることから後

述する。

彫器（第２２３図４８１）

　４８１は三船産黒曜石製の剥片が利用され，右側面に樋状剥離が認められるものである。
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第２２０図　E‐４３ブロック出土石器（１）
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第２２１図　E‐４３ブロック出土石器（２）
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第２２２図　E‐４３ブロック出土石器（３）
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第２２３図　E‐４３ブロック出土石器（４）
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　４４ブロック

　Ｉ－６区に位置しており，径約５×４ｍ程度の楕円形の範囲に分布し，４３ブロックと４５ブロック

に挟まれている。石材は三船産黒曜石が主体である。

ナイフ形石器（第２２７図４８３）

　石材は上牛鼻産黒曜石である。先端部を欠損しているが，縦長剥片と推定される剥片が使用され

片側縁に粗い調整を施したものである。

台形石器（第２２７図４８５～４９０）

　４８５は三船産黒曜石の幅広剥片を素材とし，ブランティングにより両側縁をノッチ状に整形した

ものである。刃部をわずかに欠損する。

　４８６は幅広剥片を素材とするもので，平坦な打面はそのまま残し，剥片末端にブランティングを施

し側縁としている。

　４８７は上青木・桑ノ木津留産黒曜石を石材とし，両側縁はブランティング加工と折断により形成

したものである。刃部を欠損している。

　４８８は三船産黒曜石の幅広剥片を素材とし，折断と粗いブランティングにより両側縁を整形した

ものである。

彫器（第２２７図４８９）

　４８９は三船産黒曜石製で，幅広剥片にブランティングにより両側縁を整形した台形石器として製

作されたものであったが，左側面から刃部面左側に数回の樋状剥離が認められるものである。リダ

クションによる転用の可能性が高い。

二次加工石器（第２２７図４９０）

　４９０は三船産黒曜石製で二次加工が施されたものである。

使用痕剥片（第２２７図４８４）

　４８４は折断による台形石器として考えていたが，接合資料５５５の一部であり後述するが，鋭い縁辺

には著しい使用痕が認められる。

　４５ブロック

　Ｉ－６区に位置しており，４４ブロックの西側にある。径５ｍ程度の分布範囲があり，そのなかに

集中部が２ヶ所認められる。石材は両集中部とも三船産黒曜石が主体である。

ナイフ形石器（第２２７図４９１～２２８図５００）

　４９１は三船産黒曜石の幅広剥片を使用し，比較的粗いブランティング加工により三角形状に仕上

げたものである。刃部には丁寧な二次加工が施されている。

　４９２は三船産黒曜石の幅広剥片を素材とし，丁寧なブランティングを長辺には直線状に，また短辺

はノッチ状に施して着柄が意識された基部とされている。

　４９３はブランティング加工により切出し形に仕上げたもので，４９４もブランティング加工により切

出し形に整形したナイフ形石器である。稜上からの調整も顕著である。

　４９５と４９６はブランティングを二側縁に施し，短い刃部を形成している。４９７はわずかにブラン

ティングが施されている。４９９は小型の剥片を使用しており，短辺のブランティングはノッチ状に

加工されている。
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第２２４図　E‐４４・４５・４６ブロックナイフ形石器・台形石器出土分布図
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　４９８は三船産黒曜石の幅広剥片が使用され，打面側のブランティングは直線的に，短辺はノッチ状

に整形されている。

　５００も三船産黒曜石の幅広剥片を素材としたもので，打面側のみにブランティングが施されてい

るものである。先端部を欠損している。

台形石器（第２２８図５０１～５０４・５１５）

　５０１は三船産黒曜石製の幅広剥片を素材とし，ブランティング加工により端正な台形に整形した

ものである。刃部には使用痕が認められる。

　５０２は上牛鼻産黒曜石の小型剥片を素材としたものであり，打面部のみで下半は折断されている。

折断部と打面の背面には細かい平坦剥離が施されている。５０３は三船産黒曜石の幅広剥片を素材と

し，打面部と末端部をブランティング加工によりノッチ状に整形して基部としたものである。

　５０４は玉髄質の石材で，やはり幅広剥片を素材としたものである。打面部のブランティングは直

線状に施され，末端のブランティングはノッチ状に施されて基部を形成している。

　５１５は幅広剥片を使用したもので，わずかに調整加工が認められる。

彫器（第２２９図５０５）

　石材は三船産黒曜石を使用している。素材は中心軸がわずかにはずれた縦長状の剥片であり全体

的な整形加工は認められない。図の正面図は打面を下に置いたものであり，剥片末端（図の上）に
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第２２７図　E‐４４・４５ブロック出土石器
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第２２８図　E‐４５ブロック出土石器（２）
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第２２９図　E‐４５ブロック出土石器（３）

0　　　　　　　　　  　　 5cm

505

506

507

508
561- ③

509

511

512

513

510



－286－

第２３０図　E‐４５ブロック出土石器（４）
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右側縁方向から３回の細かい樋状剥離が認められる。

　また，剥片の打面部（正面図の下の部分）には，逆に左側縁方向からの細い樋状剥離が認められ，

上下両端の彫器面を有する彫器となる。

掻器（第２２９図５０６～第２３０図５１４）

　５０６は平坦な打面が残るやや厚い剥片を使用したものであり，打面以外の両側面と末端部に粗い

二次加工が施されている。先端部は鋸歯状の粗い剥離がみられリダクションが進行したと思われ

る。石材は黒曜石産地分析をした結果，三船産黒曜石と判定された。

　５０７は同様に三船産黒曜石製の大型の剥片を使用したもので，剥片末端に比較的粗い二次加工が

施されて半円状の刃部とされている。刃部には著しい使用痕が認められる。これは使用による変形

を受ける以前の最初の掻器の大きさが理解できる資料である。

　５０８は三船産黒曜石の幅広剥片を素材とし，剥片末端に急角度の二次加工を施し刃部としたもの

である。刃部には使用痕が認められる。接合資料５６１の一部である。

　５０９は上牛鼻産黒曜石の剥片を利用して，剥片末端に刃部を付けたものである。

　５１０は三船産黒曜石の打面部と側縁に急角度の二次加工を施して刃部としたものである。

　５１１～５１３は破損品であるが，粗い急角度の二次加工により刃部が形成されたものである。

　５１４は上牛鼻産黒曜石製で，幅広剥片を剥離した石核を掻器として転用したものと思われ，部分的

に二次加工が施されており，使用痕が認められる。

二次加工のある石器（第２３０図５１６）

　５１６は節理状に薄く剥離された粘板岩製で，二次加工が施されている。

使用痕剥片（第２３０図５１７～５２０）

　５１７は三船産黒曜石の剥片が使用され，縁辺に使用痕が認められる。なお本資料は接合資料５６３の

一部であり後述する。５１８も接合資料５５４の一部であり後述する。

　５１９は三船産黒曜石製で一部に使用痕が認められる。５２０は自然面が残る頁岩製の幅広剥片が利用

されており使用痕が認められる。

　４６ブロック

　I－６区に位置しており，径約６×４ｍ程度の分布域を有する。石材は上牛鼻産黒曜石と三船産

黒曜石の両方が認められる。

台形石器（第２３３図５２１～５２５）

　５２１は上牛鼻産黒曜石の剥片を使用しているものであり，両側縁の加工は，打面側にスクレイ

パーエッジ状の二次加工を施し，裏面には平坦剥片が施されている。他方の側縁は折断の後に背面

に平坦加工が施されているものである。

　５２２は上牛鼻産黒曜石製であり，打面部は斜めに折断して，表裏両面に平坦剥離を施している。そ

して他方の縁辺はスクレイパーエッジ状の二次加工を行い基部としている。

　５２３は玉髄質の石材による剥片を素材とし，両側縁の調整は急角度のブランティングではなく，ス

クレイパーエッジ状の調整加工となっている。

　５２４は上牛鼻産黒曜石の小型剥片が使用され，末端に平坦剥離が施されている。

　５２５は破損品と思われる。ナイフ形石器の可能性もある。
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敲石（第２３３図５２６）

　５２６は安山石製の小円礫が利用されたもので長軸の先端部に敲打痕が認められる。半損品であり，

全長は不明である。

　４７ブロック

　Ｊ－６区に位置する。径約５ｍ程度の範囲に石器群が分布するものである。分布石材は三船産黒

曜石が主体となっている。

ナイフ形石器（第２３３図５２７・５２８）

　５２７は三船産黒曜石を石材とする剥片が素材とされているもので，ブランティング加工により切

出し形に仕上げられる。稜上調整も顕著に施されている。

　５２８はやや厚めの三船産黒曜石剥片を使用したものでブランティングにより整形されている。こ

れは接合資料５６５の一部であり後述する。

台形石器（第２３３図５２９・５３０）

　５２９は上牛鼻産黒曜石の小型剥片を使用しており，平坦剥離状のわずかな調整加工により整形し

たものであり，刃部には使用痕が認められる。

　５３０は両側縁を表裏両面の平坦剥離により整形した台形石器である。刃部は直線的とはならず，

基部も丸く仕上げられている。

スクレイパー（第２３４図５３１～５３５）

　５３１は三船産黒曜石の自然礫皮面が残る剥片の末端に二次加工を施し刃部としたものである。

　５３２は凝灰岩製剥片に二次加工を施したものである。５３３は剥片の縁辺に鋸歯状の二次加工を施し

て刃部としたものである。５３４は粘板岩製で二次加工が施されている。５３５も縁辺に二次加工が施さ

れ刃部となっている。

掻器（第２３４図５３６）

　５３６は上牛鼻産黒曜石製で，剥片末端に急角度の二次加工が施されている。半損品である。

使用痕剥片（第２３４図５３７～５４０）

　頁岩製であり，いずれも鋭利な縁辺に使用痕が観察されるものである。これらは全て接合資料と

しての５６４を構成するものであり，後述する。

石核（第２３５図５４１～５４３・５４５）

　５４１は白色を呈するたんぱく石を石材とするものである。図の打面部に一部礫皮面が残存してい

る。剥片剥離面は正面にみられ，比較的小型の剥片が剥離されている。背面や下面には節理面があ

るが，人為的な剥離面か明確でははない。

　５４２は三船産黒曜石を石材とするものであり，石核の最終的なものと考えられる。本遺跡Ⅰ文化

層出土石核の特徴的な形態であり，図の正面では上方からの剥離があり，右側面では左方向からの

剥離が行われている。また打面でも左方向からの剥離が行われて，全ての面で剥片剥離が行われて

いる。最終的にはこのような断面三角形になるものが多い。なお，この石核には小型三角形の剥片

が接合したが図化できなかった。

　５４３は上牛鼻産黒曜石製である，剥離面である平坦な打面から，正面の小型剥片剥離が行われてお

り，右側面や左側面も剥離面となっている。
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第２３１図　E‐４７・４８・４９ブロック主要石器出土分布図
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第２３２図　E‐４７・４８・４９ブロック器種別分布図



　５４５は上牛鼻産黒曜石製である。平坦な剥離面を有することから，剥片素材の石核と考えられる。

この平坦面を打面にして，求心的に小型の幅広剥片が剥離される。

　さらに，縁辺には使用痕が認められることから，最終的に転用されたものである。

敲石（第２３５図５４４）

　安山岩礫を使用したもので，長軸の両端に使用の痕跡が認められる。全長約９㎝程度である。

　４８ブロック

　Ｊ－５区に位置しており，径約６ｍ程度の円形に石器群が分布する。分布石材は，上牛鼻産黒曜

石が主体であったが，明確な石器は少ない。

二次加工剥片（第２３６図５４６）

　粘板岩状の薄く剥がれる頁岩製であり，縁辺にわずかな二次加工が認められる。

敲石（第２３６図５４７）

　安山岩製であり，長軸の折れた端部上に敲打痕が観察される。赤褐色に変色しており，破損後に

礫群の礫として使用されたものと思われる。

　４９ブロック

　Ｋ－５区に位置しており，径約４ｍ程度に遺物がわずかに散布していた。石材は上牛鼻産黒曜石

製が多かった。

石核（第２３６図５４８）

　石英製であり石核として割られた可能性がある。

使用痕剥片（第２３６図５４９）

　良質の頁岩製であり，剥片末端の縁辺に使用痕が認められる。

Ｅブロック群の接合資料

　Ｅブロック群の接合資料も，他ブロックと同様に各個別ブロック内で接合が収束するものと，近

接するブロックのものと接合するものがみられた。

　図化できた接合資料は，第２４６図から２４９図で示した。また接合した石器資料全体を図化できず，

これも含めて第２５０図でＥブロック群の接合全体を示した。

　以下は各接合資料の説明である。

接合資料５５０（第２３７図）

　石材は安山岩である。４４・４３ブロックから出土した石核や剥片・使用痕剥片などの接合資料であ

る。①はその全体接合図であり，元は自然礫皮面が残る比較的大型の剥片であったことが理解でき

る。図の正面図にみられるように，上端と左側端部に二次加工が施されているが，それが何時か明

確ではない。①の裏面である主要剥離面を打面にして②が剥離される。これは使用痕剥片となる。

　次にその剥離面を打面にして③の横長剥片が剥離されて，次に④が剥離される。最終的には⑤の

状況となる。

接合資料５５１（第２３８図）

　石材は上牛鼻産黒曜石である。４１ブロックから出土した石核と剥片の接合資料である。

　①はその接合図である。石核は部分的に自然礫皮面を残している。その他の面は全て剥離面によ
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第２３３図　E‐４６・４７ブロック出土石器
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第２３４図　E‐４７ブロック出土石器（１）
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第２３５図　E‐４７ブロック出土石器（２）
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第２３６図　E‐４８・４９ブロックほか出土石器
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り構成されている。図の正面では三角形状の剥片が剥離されている。その左右がそれ以前に剥離さ

れた面であり，その石側の剥離面を打面にして②が剥離されている。

　③は残された石核である。

接合資料５５２（第２３８図）

　石材は上牛鼻産黒曜石である。４２ブロックから出土したスクレイパーと剥片の接合資料である。

　①は接合図であり②と③が連続的に剥離されたものである。②は使用されていない。

　③は剥離後に二次加工が施されてスクレイパーとされている。

接合資料５５３（第２３８図）

　石材は三船産黒曜石である。４２・４３ブロックから出土したスクレイパーと剥片の接合資料である。

①はその接合図であり，個別に剥離されたものである。

　②は石核本体から直接剥離されたものでなく，②を含む縦長剥片状のものが先に剥離され，②の

剥離面と背面の状況から，剥片本体のブランティングチップとして剥離された可能性が高い。

　③は縁辺に二次加工が認められ，スクレイパーが破損したものと考えられる。

接合資料５５４（第２３９図）

　石材は三船産黒曜石である。４３・４５ブロックから出土した台形石器と剥片の接合資料である。

　①はその接合図であり，台形石器の製作過程が理解できる資料である。比較的大きな剥片が剥離

され，自然礫皮面の多い末端部は折断により除去される。剥離面の状況から刃部は欠損している

が，推定される長さからは台形石器であることが理解できる。

　③が台形石器であり，打面部はブランティングが施される。

　④は折断された末端部であるが使用痕剥片となっている。②は次の段階で石核から剥離されたも

ので，打面部が折れたものである。

接合資料５５５（第２３９図）

　石材は三船産黒曜石である。４３・４５ブロックなど約１０ｍ離れた剥片の接合資料である。

　①は接合図であり，３枚の剥片から構成される。最初に小型剥片が剥離されているが，これは図化

していない。次に剥離されたのが，最も大きな縦長剥片であり，これが折断されて③と④になる。

③はそのまま使用痕剥片となり，④も先端部に使用痕が認められる。

　最後に②が剥離されている。

接合資料５５６（第２４０図）

　石材は上牛鼻産黒曜石である。４３ブロックから出土した石核と剥片の接合資料である。

　①が接合図であり，自然礫皮面が残る剥片素材の石核であったことが理解される。これから剥離

されている剥片は，いずれも小型のものであり，目的剥片の形状がわかる。

　②→③→④と順に剥離されて，⑤の石核となる。

接合資料５５７（第２４０図）

　石材は，黒褐色を呈する良質の頁岩である。４３ブロックを中心に，一部は４１ブロックから出土し

た。

　①の接合全体図で理解されるように，本接合資料はナイフ形石器のブランティング過程と，その

リダクションを示すものである。
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本資料によりブランティングチップの大きさや，ブランティング加工の状況がよく分かる。

　②は最終的なナイフ形石器の先端部片である。

接合資料５５８（第２４１図）

　石材は頁岩である。４２・４４ブロックから出土した剥片の接合資料である。

　①は接合全体図であり，石核本体は角礫であったことが理解される。

　③の断面と④・⑤の打面の位置が異なることから，その間で打面部の剥離が行われたことを示し

ている。剥離された剥片はいずれも幅広剥片であるが，使用されていない。

接合資料５５９（第２４２図）

　石材は三船産黒曜石である。４２・４４ブロックから出土したナイフ形石器を含む剥片の接合資料で

ある。これらは自然礫皮面の部分が意図的に取り除かれていった状況が理解される。

　④はこれらと接合したナイフ形石器である。ブランティング調整を左側縁と下縁に施されて三角

形状に仕上げられている。

接合資料５６０（第２３４図）

　石材は上牛鼻産黒曜石である。４４・４５ブロックから出土した石核と剥片の接合資料である。

　①の接合図の正面で②の小型の剥片が剥離されている。

　③の残りの石核であるが，縁辺に二次加工と使用痕が認められる。

接合資料５６１（第２４３図）

　石材は三船産黒曜石である。４４・４５ブロックから出土したスクレイパーと剥片の接合資料である。

　①の接合図で両剥片の打面位置が異なっている。

　③の剥離後に末端部に二次加工を施されて石器となる。

接合資料５６２（第２４４図）

　石材は三船産黒曜石である。４５ブロック出土の掻器とチップの接合である。リダクションの可能

性もある。

接合資料５６３（第２４４図）

　石材は三船産黒曜石である。４５ブロックから出土した剥片の接合資料である。

　①の接合図により，同一打面から連続して剥離されたものである。

　②は剥離後に折断されているのか，破損したのか明確ではない。

　③も折断され，そのうち④は使用痕剥片となっている。

接合資料５６４（第２４５図）

　石材は頁岩である。４７ブロックから出土した石核と剥片の接合資料である。

　①の板状石核から小型の剥片が順次剥離されている。そのほとんどの剥片は使用痕剥片とされて

おり，残った石核⑤も使用痕が認められる。

接合資料５６５（第２４５図）

　石材は三船産黒曜石である。ナイフ形石器とブランティングチップの接合資料である。
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第２３７図　E‐接合資料図（１）
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第２３８図　E‐接合資料図（２）
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第２３９図　E‐接合資料図（３）
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第２４０図　E‐接合資料図（４）
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第２４１図　E‐接合資料図（５）
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第２４２図　E‐接合資料図（６）
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第２４３図　E‐接合資料図（７）
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第２４４図　E‐接合資料図（８）
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第２４５図　E‐接合資料図（９）
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第２４６図　E‐接合資料分布図（１）
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第２４７図　E‐接合資料分布図（２）
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第２４８図　E‐接合資料分布図（３）
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第２４９図　E‐接合資料分布図（４）
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第２５０図　Eブロック群接合全体図
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６．Ｆブロック群の石器群

　調査区域の北側に位置するD・E－５・６区に所在するブロックを便宜的にFブロック群とした。

ただし，この二つのブロックの関係については，これまでのA～Eブロック群と異なり，両方の距離

が離れており，また石材的にはまったく異なるものである。それぞれのブロックの石材は上牛鼻産

黒曜石と三船産黒曜石である。

　５０ブロック（第２５２図・２５３図）

　D－６区に位置しており，径約５ｍ程度の円形に分布しており，石器群の集中度は高い。石材は

上牛鼻産黒曜石が主体である。

　５１ブロック

　E－５区に径約２ｍ程度の三船産黒曜石を主体とする集中部がある。またのその周辺の径約１５ｍ

程度に上牛鼻産黒曜石が散在している。

　このF地区については，Ⅷ層の層が薄く，またシラスの堆積がなく岩盤が浅く露出した部分であ

るため，出土状況はⅧ層～Ⅸ層となっている。以下はF地区出土の石器である。

ナイフ形石器（第２５４図５６８・５６９）

　５６８は上牛鼻産黒曜石製であり，幅広剥片の打面部にブランティングを施したものである。

　５６９は表面が黄褐色に風化した頁岩の横長剥片を素材としたもので，粗い調整加工が施されてい

る。先端部と基部は欠損している。

掻器（第２５４図５７０～５７１）

　５７０は三船産黒曜石製の幅広剥片を使用したものであり，剥片末端に粗い二次加工を施して刃部

としている。

　５７１は白色を呈するたんばく石製の剥片を使用し，周辺に粗い二次加工を施したものである。

石核（第２５４図５７２）

　５７２は頁岩のやや厚みのある剥片を素材とした石核である。剥片の主要剥離面を底面とし，打面

は作業面方向からの２回の剥離により形成し，その稜線がある頂部から横長剥片が剥離されてい

る。剥離された横長剥片は底面を取り込むことになる。いわゆる瀬戸内技法に属する技術である。

　５７３は頁岩製であり，平坦な剥離面を打面にし，正面の幅広剥片が剥離されている。また一つの剥

離面を打面にして側面の剥離が行われている。

　５７４は上牛鼻産黒曜石製で上面と下面に自然礫皮面が残存するものである。平坦な自然面を打面

にして，正面に剥離が行われている。

Fブロック群の接合資料

　Fブロック群の接合資料は多くなかった。

接合資料５７５（第２５５・２５６図）

　石材はたんぱく石である。石核と剥片の接合資料である。①はその接合図である。図で示してい

るように，底面には自然礫面があり，打面の上面は節理面である。この節理面を打面にせいて剥離

が行われているが，石質の関係では剥離と節理が区別しにくいものとなっている。
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　②は剥離された剥片の一つである。

　③は最終的な石核の形状である。

ブロック外の石器（第２５１図５６６・５６７）

　５６６は砂岩製のハンマーストーンである。突出している部分に敲打痕が認められる。二分されて

いたものが接合した。

　５６７は安山岩製のハンマーストーンである。 
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第２５１図　A～Eのブロック外出土石器
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第４表　第Ⅰ文化層石器一覧表（１）
備　　　　考取上番号重さ厚さ幅長さ石　材器　　種ブロック（番号）番　号挿図番号

４７４３１７.８６１.２０２.５０３.４０OB上牛鼻ナイフ形石器１９１

６１

基部４８３８１４.９１１.０５２.００２.４０OB上牛鼻ナイフ形石器１９２

４７８３０９.９０１.２５２.５０３.１０OB上牛鼻折断台形１９３

４２１０７接合１.２０２.２５２.９５OB上牛鼻ナイフ形石器１２４

４０８７４１０.０４１.００３.５５３.５５OB上牛鼻掻器１２５

４２１１７９.８８１.２０２.１０４.２５OB上牛鼻加工のある石器１２３１０６６

４２１１３接合１.９０４.４５６.７０OB上牛鼻削器１２７

４２４８０接合０.５０１.８５２.３０OB上牛鼻スクレイパー１２２１０６８

４０９６２８.９１１.２０２.２０４.５０OB上牛鼻ナイフ形石器１１９

６２

４２５４１６.５６１.５０２.００３.７０OB上牛鼻ナイフ形石器１１４１１０１０

４０９６９５.８９１.２０１.９０３.２０OB上牛鼻ナイフ形石器１１１１

４１２１４接合１.４５２.５０４.００OB上牛鼻UF１１３１０７１２

４１２６２接合１.６０３.１０３.８５OB上牛鼻台形石器１１２１０７１３

４１２５９１０７.６７３.２０３.８０１０.７０黒色頁岩石核１１２１０８１４

６０７４７１２.０１１.５０２.１０３.９０OB上牛鼻ナイフ形石器２０１５

６５

５５４７１５.８７１.３０１.７０３.４０OB上牛鼻ナイフ形石器２０１６

６０５０３５.９４１.００１.９０３.１０OB上牛鼻ナイフ形石器２０１７

５９１７４４.４５１.１０１.５０２.７０OB上牛鼻ナイフ形石器２０１８

先端５８７３２０.９９１.１０２.２０１.５０OB上牛鼻ナイフ形石器２０１９

基部５５４４８２.７８１.２０１.４５１.９０OB上牛鼻ナイフ形石器２０２０

５９１６５１０.５８１.３０３.１５３.２０OB上牛鼻ナイフ形石器２０２１

５５４９１７.９９１.２０２.００３.５０OB上牛鼻台形石器２０２１１１２２

５５４９４接合１.３０３.４０２.５０OB上牛鼻折断台形２０２３

６０５４９２.５７０.９０２.７０１.８０OB上牛鼻ノッチ２０２４

６０５７１１.８８０.８０１.７０１.９０OB上牛鼻UF２０２５

５５４２８１３.４６１.２０３.４０３.８０頁岩UF２０２６

６６

６１２３２接合０.８５３.６０２.６０OB上牛鼻折断剥片２０２７

５９０２６接合４.１０３.７０３.０５OB上牛鼻石核２０２８

４０５２３１１.５５１.２５２.４０４.４０OB上牛鼻ナイフ形石器１０２９

４２２３６６.５０１.２５１.８５３.８５OB上牛鼻ナイフ形石器１０３０

４０５３７７.５４１.３０２.４０３.１５ギョクズイ台形石器１０３１

４０５３９７.８０１.１５３.１５３.１０ギョクズイスクレイパー１０３２

４０５３２２６.７７１.２０４.５５５.８０安山岩スクレイパー１０３３

６７

４０５５６３０.５１２.３０３.９０５.８０黒色頁岩スクレイパー１０３１０８３４

４１６１４７.４９０.７０２.００６.９５珪質頁岩ナイフ形石器８３５

４１２９０接合０.５０１.５５１.９０珪質頁岩台形石器８３６

接合（４１２８８・４１２９０）接合資料２点２.３７０.５０２.０５２.００珪質頁岩UF８２１１４３７

４１６１５７.９００.８０３.００３.４５珪質頁岩UF８４１１４３８

４１６３０７７.５６４.８０４.９０３.５０ＯＢ上牛鼻石核８４１１２３９

４０５１２５.０６１.００２.００３.６０OB上牛鼻ナイフ形石器９４０

７０

分析No.６０４０４５５９.１９１.１５２.７０４.１０OB淀姫ナイフ形石器９４１

４０４０１・４０４１４６.７００.７３２.４０４.００砂岩UF９４２

４０４６３４.７４０.７０１.９０３.２０ギョクズイグレイバー９４３

４０５１８１４.０６１.００３.２０６.６０黄色珪質頁岩スクレイパー９４４

４０４５９１.８５０.６０２.００２.００OB上牛鼻UF９４５

４２０８８５.１１１.００２.８５２.９０珪質頁岩ナイフ形石器９４１１６４６

４０４７５１２８.５６３.６０４.４０５.７０花崗岩敲石９４７

４３８１１７.３６０.９０３.００３.６０珪質頁岩台形石器１３４１１５４８

９９３９４４.５６１.２０１.６０３.１０OB三船ナイフ形石器３５４９

７４

９９３９６１０.２９１.３０２.３０４.２０OB三船ナイフ形石器３５５０

１０３５６３１２.６００.５０１.４０２.２０OB三船ナイフ形石器３５５１

１０６８３１５.２７１.３０２.６５１.８０OB日東ナイフ形石器３５５１１９５２

１０６７８７０.５２０.５５０.７０１.８０OB三船石錐３５５３

分析No.５８９９４４６１８.４５１.２０４.８０４.１０OB日東スクレイパー３５５４

９９４１２接合１.８０１.１０３.４０OB日東折断ナイフ形石器３５５５

峠山９９４４９２４.３６１.７０３.４０５.６０頁岩ナイフ形石器３６５６

９９４５８１６.２９１.２０４.４０３.３０頁岩UF３６５７

分析No.５７９９２８６４.８７０.９０２.１０３.６０OB日東ナイフ形石器３４５８

７５

９９３８６１０.８６１.４０２.４０３.５０ギョクズイ折断台形３４５９

１０３６３１１.６２０.７０１.７０２.１０OB三船ナイフ形石器３４６０

１０６４２８１３.３４１.２０２.６０４.００OB上牛鼻ナイフ形石器３４６１

９９３７８２７.７３１.９０２.９０６.８０OB日東スクレイパー３４６２

９９２５４８.４４１.２０３.１０２.８０OB日東使用痕剥片３４６３

接合（９９４１２・１０３６１４）接合資料２点２０.０１１.２０３.２５５.５０OB日東ナイフ形石器３４２１１７６４

接合（９９３１５）９９３４０１０.１１１.８０２.１０３.５０OB日東石核３４２１１８６５

接合（９９３４０）９９３１５２６.１９２.１０３.７０４.３０OB日東石核３４－－－－

９２４８７５.０６０.９０１.８０３.９０OB三船ナイフ形石器３１６６

７８
１０００００５.６２１.００２.００３.６０OB上牛鼻ナイフ形石器３１６７

９２４９１接合１.００２.８０４.６０黒色珪質頁岩ナイフ形石器３１６８

９３２６８３.６１０.７０１.９０３.２０たんぱく石ナイフ形石器３１６９
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第５表　第Ⅰ文化層石器一覧表（２）
備　　　　考取上番号重さ厚さ幅長さ石　材器　　種ブロック（番号）番　号挿図番号

９３９５４２.８８０.６０１.８５３.１０OB上牛鼻ナイフ形石器３１７０

７８

１０５９９７２.４５０.７０１.５０３.２０たんぱく石ナイフ形石器３１７１

先端９３９５２１.１３０.５０１.４０２.１０たんぱく石ナイフ形石器３１７２

先端９２５０１３.２６１.００２.２０２.４５OB上牛鼻ナイフ形石器３１７３

９３９９５１.７９０.６０１.９０１.８０OB上牛鼻台形石器３１７４

９３９７０３.３２０.６０１.６０３.３０頁岩台形石器３１７５

９３９４５接合１.６０３.４０５.７０OB上牛鼻ナイフ形石器３１７６

９３２６０２５.００１.２０４.００６.１０OB上牛鼻削器３１７７

７９

９３２７４１６.７７１.４０４.２０５.２０ギョクズイスクレイパー３１７８

１０６３６６４.４８１.００２.００２.９５頁岩削器３１７９

９３２６１３.２９０.３０１.４０３.４０ギョクズイナイフ形石器３１４１２１８０

９３２７３４.６０１.００１.８０２.９０ギョクズイスクレイパー３１８１

９２４３９４.０２１.１０１.５０２.５０OB上牛鼻ナイフ形石器３０８２

９２４７５接合１.２０１.６０２.１０OB上牛鼻ナイフ形石器３０８３

９２４４７２.１５０.９０１.４０１.６０OB上牛鼻台形石器３０８４

先端９３１５８１.３１０.６０１.５０２.８０OB上牛鼻ナイフ形石器３０８５

１０６７９６４.０３１.１０１.７０３.７０OB上牛鼻ナイフ形石器３０８６

９２４７３９.１８１.３０２.４０３.２０OB上牛鼻折断台形３０８７

１０５９４３１０.４５１.１０２.７０３.９０OB上牛鼻折断UF３０８８

９３９３０２.２３０.６０１.９０２.３０OB上牛鼻折断台形３０８９

９２４３６１５.２２１.６５３.００４.６０OB上牛鼻スクレイパー３０９０

８０

１０５８５８１２.６４１.２０２.６０４.４５OB上牛鼻UF３０９１

１０６３６４４.５９０.８０２.１０３.７０OB不明ナイフ形石器２９９２

９２４０７６.４８０.９０２.００４.００OB上牛鼻ナイフ形石器２９９３

１０４３１１５.６８０.９０２.４０２.５５OB上牛鼻掻器２９９４

１０６０４０１７.７１１.６０３.２０４.５０頁岩掻器２９２１２３９５

９３０７１５.７２０.７０３.１０３.７０ギョクズイ削器２９９６

９２４１４接合１.３０２.４０４.９０OB上牛鼻スクレイパー２９９７

９３０６６５.０９０.７０２.４０４.２０OB桑ノ木津留スクレイパー２９９８

９２４１０１３.２５１.５０３.１０４.２０安山岩ナイフ形石器２９９９

９３０４８５.０２０.９０１.８０３.１５鉄石英UF２９１００

２２３３２３５.２１１.７０４.６０４.２０頁岩削器５１０１

８３

接合（５-２２３５２・６-２２６３３）接合資料２点１２.４５１.１０３.１０４.４０OB上牛鼻５・６５１２５１０２

接合（５-２２３５３・６-２２６１５）接合資料２点１８.４３１.３０３.００６.００OB上牛鼻台形石器５・６３１２５１０３

２２６５１２５.７１２.３０３.９０２.４０OB上牛鼻掻器６３１２４１０４

２２６１８１３.２８１.００４.０５３.８０OB上牛鼻石錐６６１２５１０５

接合（４２４８０・４２１１７・４２４９５）接合資料３点２０.６２１.４５３.７０４.４５OB上牛鼻接合資料１２１１０６

８４

４２４８０１.９２０.５０１.６０２.２５OB上牛鼻スクレイパー１２８２１０６

４２１１７９.８８１.２０２.１０４.２５OB上牛鼻加工のある石器１２６３１０６

４２４９５８.８２１.１０２.２５４.００OB上牛鼻UF１２４１０６

接合（４１２６２・４１２１４）接合資料２点２６.３１２.５０４.５０３.６０OB上牛鼻接合資料１１１１０７

４１２６２１６.３０１.６０３.５０３.６０OB上牛鼻スクレイパー１１１３２１０７

４１２１４１０.０１１.４０３.１０３.４５OB上牛鼻剥片１１１２３１０７

接合（４１２５９・４０５５６）接合資料２点１３８.１８２.７９４.８０１３.３５黒色頁岩接合資料１１１１０８

８５ ４１２５９１０７.６７３.２０３.８０１０.７０黒色頁岩石核１１１４２１０８

４０５５６７.４９０.７０２.００６.９５珪質頁岩スクレイパー８３５３１０８

接合資料６点２２.６６１.７０５.５０３.１０OB上牛鼻接合資料１１１１０９

８６

４０９８６０.６６０.４０１.２０２.３０OB上牛鼻剥片１１２１０９

４２５７２３.５８０.８０２.３０２.９０OB上牛鼻剥片１１３１０９

４３８３４７.８４１.００３.４０３.００OB上牛鼻剥片１１４１０９

４０９６５４.９５１.１５２.６０３.００OB上牛鼻剥片１１５１０９

接合（４０９９５・４０９９４）接合資料２点５.６３１.００３.１０２.００OB上牛鼻剥片１１６１０９

接合（４０９６３・４２５６２・４２５６５他）接合資料５点１８.３４２.００３.６０３.８５OB上牛鼻接合資料１１１１１０

８７

４０９６３５.８６１.５５２.６０１.８０OB上牛鼻剥片１１２１１０

接合（４２５６２・４２５６５）接合資料２点３.８８１.３０２.１５１.９０OB上牛鼻剥片１１３１１０

４２５４１６.５６１.５０２.００３.７０OB上牛鼻ナイフ形石器１１１０４１１０

接合（５５４６４・５５４９１）接合資料２点１８.７１１.４０３.３０７.１０OB上牛鼻接合資料２０１１１１

５５４９１７.９９１.２０２.００３.５０OB上牛鼻台形石器２０２２２１１１

接合（注記不明・４０???・４１６３０）接合資料３点１０５.９１５.３０５.９０４.２０OB上牛鼻接合資料８１１１２８９

注記不明１８.０３２.９０４.７０２.３０OB上牛鼻剥片８２１１２

９０ ４０???１０.３２１.８０２.３０４.００OB上牛鼻剥片８３１１２

４１６３０７７.５６４.８０４.９０３.５０OB上牛鼻石核８３９４１１２

接合（４０５５１・４０５４８・４０５４７）接合資料３点３０.４９１.７０４.６０５.３０OB上牛鼻接合資料１０１１１３

９１

４０５５１１０.７５１.４０３.４０２.７０OB上牛鼻二次加工剥片１０２１１３

接合（４０５４７）４０５４８１３.９０１.３７２.４８４.０８OB上牛鼻剥片１０３１１３

接合（４０５４８）４０５４７５.８４１.４３２.０７２.９０OB上牛鼻剥片１０----

接合（４１２８８・４１２９０・４１２８２他）接合資料４点１１.０２０.９５３.９０３.５０珪質頁岩接合資料８１１１４

接合（４１２８８・４１２９０）接合資料２点２.３７０.５０２.０５２.００珪質頁岩UF８３７２１１４

４１２８２０.７５０.３０１.６０１.９５珪質頁岩剥片８３１１４

４１６１５７.９００.８０３.００３.４５珪質頁岩UF８３８４１１４
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第６表　第Ⅰ文化層石器一覧表（３）
備　　　　考取上番号重さ厚さ幅長さ石　材器　　種ブロック（番号）番　号挿図番号

接合（４３７７４・４３７７５・４３８０７他）接合資料１６点１６８.６５４.０５７.３０６.２５珪質頁岩接合資料８・１３１１１５
９２

接合（４３７７４・４３８３０・４４３０１他）接合資料６点７０.０５３.２５６.８５４.５０珪質頁岩接合資料１３２１１５

接合（４３７７５・４３７９８・４３８００他）接合資料６点５６.４４２.２５６.３５３.４０珪質頁岩接合資料１３３１１５

９３

４３８１１７.３６０.９０３.００３.６０珪質頁岩台形石器１３４８４１１５

４３７８６６.７７０.９５３.５０２.２０珪質頁岩剥片１３５１１５

４３８２７１.４００.５０２.４０１.７０珪質頁岩剥片１３６１１５

接合（４３８０７・４３７７８）接合資料２点２６.６３２.５０５.００２.１０珪質頁岩剥片１３７１１５

接合（４０４５６・４２０８８・４４０３０他）接合資料５点１６.５２１.８５３.００３.５５珪質頁岩接合資料９・１４１１１６

９５

４０４５６５.２２０.９０２.４０３.６０珪質頁岩剥片９２１１６

接合（４０４３５・４０４６５）接合資料２点１.２３０.４５２.２０１.３０珪質頁岩剥片９３１１６

４２０８８５.１１１.００２.８５２.９０珪質頁岩ナイフ形石器９４６４１１６

４４０３０４.９６０.８５３.５５２.７０珪質頁岩使用痕剥片９１７２５１１６

接合（９９４１２・９９４０１・９９４３１他）接合資料５点１０９.８１３.２０７.００７.６５OB日東接合資料３５・３４１１１７

接合（９９４１２・１０３６１４）接合資料２点２０.０１１.２０３.２５５.５０OB日東ナイフ形石器３４６４２１１７

９９４０１６.０１１.２０３.００２.９０OB日東剥片３５３１１７

９９４３１０.９４０.５０１.２０３.００OB日東剥片３５４１１７

接合（９９３４０・９９３８０・９２５３８・他）接合資料４点４４.０２２.６５４.３０４.６０OB日東接合資料３４１１１８

９６

接合（９９３４０）９９３１５２６.１９２.１０３.７０４.３０OB日東石核３４６５２１１８

接合（９９３１５）９９３４０１０.１１１.８０２.１０３.５０OB日東石核３４----

９９３８０１.７１０.８０１.８０１.３０OB日東剥片３４３１１８

９２５３８６.０１１.１０３.００２.７０OB日東剥片３４４１１８

接合（１０６８３１・９９４０７・１０６７７４他）接合資料４点１１.４６１.８５２.８５３.８０OB日東接合資料３５１１１９

９７

注記不明３.２０１.２０１.４０２.７０OB日東剥片３５２１１９

注記不明１.２７０.９０２.１０１.００OB日東剥片３５３１１９

注記不明１.９００.６０２.４０２.００OB日東剥片３５４１１９

１０６８３１５.２７１.３０２.６５１.８０OB日東ナイフ形石器３５５２５１１９

接合（１０６０９９・９２５３７）接合資料２点３０.４５１.５０３.７５６.５０タンパク石接合資料３１１１２０

１０６０９９１７.１４１.３５３.７０４.４０タンパク石使用痕剥片３１２１２０

９２５３７１３.３１１.５０３.０５４.３０タンパク石スクレイパー３１３１２０

接合（９３２６４・４０４５７・９３２６１他）接合資料５点１３.５６１.２０２.９０５.８０ギョクズイ接合資料９・３１１１２１

９８

接合（９３２６４・９３２６１）接合資料２点４.２００.９０１.５０４.４５ギョクズイ剥片３１２１２１

接合（４０４５７・９９９９５・注記不明）接合資料３点９.２６０.６０２.４０５.８０ギョクズイ剥片９・３１３１２１

９３２６１３.２９０.３０１.４０３.４０ギョクズイナイフ形石器３１８０４１２１

接合（１０５８６６・９３１４９・１０５８５７他）接合資料４点２５.２１３.３０２.９０３.７０OB上牛鼻接合資料３０１１２２

接合（１０５８６６・１０５８６８）接合資料２点２.３４１.００２.２０２.８０OB上牛鼻剥片３０２１２２

９３１４９１.９３０.７０２.２０２.００OB上牛鼻剥片３０３１２２

１０５８５７２０.９４２.６０３.２０２.７５OB上牛鼻石核３０４１２２

接合（１０６０４０・９３０４２・９３０４０）接合資料３点５５.８９２.５５４.４５７.４０頁岩接合資料２９１１２３

９９

１０６０４０１７.７１１.６０３.２０４.５０頁岩掻器２９９５２１２３

９３０４２６.８３１.１０２.２０３.８０頁岩剥片２９３１２３

９３０４０３１.３５２.２０２.９０７.４０頁岩剥片２９４１２３

接合（２２６５０・２２６５１）接合資料２点２９.４７２.２０３.８０３.７５OB上牛鼻接合資料６１１２４

２２６５０３.７６０.９０２.８５２.１０OB上牛鼻剥片６２１２４

２２６５１２５.７１２.３０３.９０２.４０OB上牛鼻掻器６１０４３１２４

接合（６-２２６４０・６-２２６２７・２９-９２４２６他）接合資料１３点５７.９０５.１０７.３０３.５０OB上牛鼻接合資料５・６・２９１１２５

１０１

接合（６-２２６２８・６-２２６４４・６-２２７８０他）接合資料６点２０.７６１.３５３.００６.００OB上牛鼻接合資料５・６・２９２１２５

接合（５-２２３５３・６-２２６１５）接合資料２点１８.４３１.３０３.００６.００OB上牛鼻台形石器５・６１０３３１２５

接合（２２６１８・２２６４１）接合資料２点１５.３０１.１０３.１０３.７０OB上牛鼻剥片６４１２５

接合（５-２２３５２・６-２２６３３）接合資料２点１２.４５１.１０３.１０４.４０OB上牛鼻接合資料５・６１０２５１２５

２２６１８１３.２８１.００４.０５３.８０OB上牛鼻石錐６１０５６１２５

４８８１２５.５８１.３０２.２０３.７０OB上牛鼻ナイフ形石器１８２１８０１２６

１０８

５０５３４６.９０１.２５１.７０３.４０OB上牛鼻ナイフ形石器１８１２７

基部５０５０５１.９６０.９０１.３０１.７０OB上牛鼻ナイフ形石器１８１２８

基部４８２８５２.６９０.９０１.５０２.５０OB上牛鼻ナイフ形石器１８１２９

基部５０５９９１.５７０.９０１.４０１.５０OB上牛鼻ナイフ形石器１８１３０

４８６７２３.２１０.７５１.９０２.７０OB三船ナイフ形石器１８１３１

４８９０５１.８１０.５０１.９５２.１０OB上牛鼻折断台形１８１３２

４８６５２２.５６０.９０１.００３.５０OB上牛鼻石錐１８１３３

５０６７４４.４３０.９０１.８０３.４５OB上牛鼻彫器１８２１８１１３４

５５３８７４.３１０.９０１.８０４.３０OB上牛鼻UF１８１３５

４８８８２１９.９３３.４０４.２５２.１５OB上牛鼻掻器１８１３６

４８６１４２１.４２１.４５６.１５５.０５サヌカイト剥片１８１３７

１０９

４９８６１接合４.００５.４０４.８０OB上牛鼻石核１８１３８

４７３４３１１.５３１.００３.３５４.６５珪質頁岩ナイフ形石器１７１３９

４４４４３６.１５１.１０２.４０２.７０OB上牛鼻ナイフ形石器ブロック外１４０

４７３７８１.１３０.５０１.６０２.００OB日東台形石器１７３１８２１４１

４７３６８１３.７５１.００４.４５３.５０頁岩スクレイパー１７１４２

４７３３２４.５５０.６５２.７０３.１０珪質頁岩UF１７１４３

４７３６７６.９７１.００２.４０３.２０OB上牛鼻UF１７１４４

４４８５１７.８８１.２０１.９５４.６５頁岩ナイフ形石器１６１４５１１２
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第７表　第Ⅰ文化層石器一覧表（４）
備　　　　考取上番号重さ厚さ幅長さ石　材器　　種ブロック（番号）番　号挿図番号

基部４６４７５６.３２０.９０２.７０３.５０OB上牛鼻ナイフ形石器１６１４６

１１２

基部４５１０２７.７４１.７０２.００３.０５OB上牛鼻ナイフ形石器１６１４７

４５６５０１４.８８１.４５２.９５５.００OB上牛鼻ナイフ形石器１６１４８

４４８０５４.０５１.１５１.９０２.４０OB上牛鼻ナイフ形石器１６１４９

４７０２１接合１.２５２.５０４.７５OB上牛鼻ナイフ形石器１６１５０

先端４５６５２２.１１０.７０１.９０１.９５OB桑ノ木津留ナイフ形石器１６１５１

半製品４４４５０接合１.９０２.９５５.３０OB上牛鼻ナイフ形石器１６１５２

４４４５５１８.６９１.２５２.７０７.１５頁岩剥片尖頭器１６１５３

４５１５２６.１３０.８０２.３０３.３０OB上牛鼻削器１６１５４

１１３

割れ４５２５０１.１００.６０１.１５２.１０安山岩削器１６１５５

４４８５５７.１０１.００３.７５３.３０鉄石英UF１６１５６

４４９８３５.７８１.２０２.０５２.９５OB上牛鼻彫器１６１５７

４５９５８接合０.８０２.４０３.２５安山岩石錐１６１５８

４６９８１９.６５１.２０２.４０３.９０OB上牛鼻ナイフ形石器１６４１８３１５９

４４８５０６.４８１.２５１.７０３.７０OB上牛鼻ナイフ形石器１６１６０

基部４４６８５３.４７０.９０１.８０２.４５OB上牛鼻ナイフ形石器１６１６１

接合（４６７７４・４６１２２）接合資料２点２０.７３１.５０３.５０５.８０OB上牛鼻スクレイパー１６１６２

４５６８０１８.５０１.４０３.５０４.８０ギョクズイUF１６１６３

４４７１９５.４３０.８５３.４５２.２０OB上牛鼻石錐１６１６４

８７７５３１２.５４１.２５２.３０５.４０OB上牛鼻ナイフ形石器２３１６５

１１５

６９０００１１.２８１.０５３.００５.１０黒色珪質頁岩ナイフ形石器２３１６６

６９２６５１.７１０.９５２.３０１.６０OB上牛鼻ナイフ形石器２３１６７

６９２６８１２.８５１.７０２.９０３.１０OB上牛鼻UF２３３１８６１６８

６９０１１８６.２９４.５０５.３０３.４０黒色珪質頁岩石核２３２１８７１６９

６９０１０接合３.６０４.１５７.６０黒色珪質頁岩石核２３２１８５１７０

４４０２７接合１.１５２.８０４.６０OB上牛鼻削器１４１７１

４４０３０４.９６０.８５３.５５２.７０珪質頁岩スクレイパー９５１１６１７２

８７６８４接合１.７０１.８０４.４０OB上牛鼻ナイフ形石器２７７１８９１７３

１１８

９７７５０接合０.９５３.４０２.６０OB上牛鼻掻器２７６１８８１７４

８７６９３３５.１７３.１０３.７０３.３０OB上牛鼻石核２７１７５

２１０９１３.３７０.８５１.９５３.００ギョクズイナイフ形石器３１７６

２１０８２６.８２１.１５２.６０３.８０珪質頁岩尖頭器３１７７

２１０９４５.３７０.９５２.００３.６５OB上牛鼻UF３１７８

２１０９３４.９９１.２０１.９０２.８０OB上牛鼻スクレイパー３１７９

接合（４８８８３・４８８１２)接合資料２点１４.９７２.１０３.１０４.９０OB上牛鼻接合資料１８１１８０

１１９

４８８１２５.５８１.３０２.２０３.７０OB上牛鼻ナイフ形石器１８１２６２１８０

４８８８３９.３９１.４０２.６０３.７０OB上牛鼻剥片１８３１８０

接合（５０６７４・５６１３４)接合資料２点７.４４０.９０２.７０３.５０OB上牛鼻接合資料１８１１８１

５０６７４４.４３０.９０１.８０３.４５OB上牛鼻彫器１８１３４２１８１

５６３１４３.０１０.７０１.６０３.５０OB上牛鼻剥片１８３１８１

接合（４７０９９・４７３７８)接合資料２点２.６００.６０２.００２.９０OB日東接合資料１７１１８２

４７０９９１.４７０.５５１.５５１.８５OB日東台形石器１７２１８２

４７３７８１.１３０.５０１.６０２.００OB日東台形石器１７１４１３１８２

接合（４６２７９・９６９１９・４６９８１他)接合資料５点３８.２５２.２０４.７０５.００OB上牛鼻接合資料１６１１８３

１２０

４６２７９３.１１０.６０２.１０３.１０OB上牛鼻剥片１６２１８３

接合（９６９１９・９１５０４）接合資料２点２１.３３１.１０４.１５５.１０OB上牛鼻剥片１６３１８３

４６９８１９.６５１.２０２.４０３.９０OB上牛鼻ナイフ形石器１６１５９４１８３

４５６７５４.１６１.２０２.３０２.１５OB上牛鼻剥片１６５１８３

接合（４５１００・４６１７６）接合資料２点接合１.９５２.６５４.０５OB上牛鼻ナイフ形石器１６１１８４

接合（４５１００）４６１７６----OB上牛鼻ナイフ形石器１６２１８４

接合（６９０１０・６９０５５・６９２６３）接合資料３点接合３.５０４.５０７.８０黒色珪質頁岩石核２３１１８５

１２１
６９０１０接合３.６０４.１５７.６０黒色珪質頁岩石核２３１７０２１８５

６９０５５接合１.００３.３０２.３０黒色珪質頁岩剥片２３３１８５

６９２６３接合０.８０２.６０２.１０黒色珪質頁岩剥片２３４１８５

接合（６９０４９・６９０２８・６９２８１他）接合資料７点７２.３５４.６５４.３５５.７０OB上牛鼻接合資料２３１１８６

１２２

６９０４９２０.２５１.４０３.０５４.８５OB上牛鼻剥片２３２１８６

６９２６８１２.８５１.７０２.９０３.１０OB上牛鼻UF２３１６８３１８６

接合（６９０２８・６９０５６）接合資料２点１２.６１１.００３.２０４.００OB上牛鼻剥片２３４１８６

６９２８１４.５４１.２０２.３０３.４０OB上牛鼻剥片２３５１８６

６９０４０１９.５９０.６０２.２０３.４０OB上牛鼻剥片２３６１８６

６９０２６２.５１１.７０２.７０４.５０OB上牛鼻剥片２３７１８６

接合（６９０１１・６９２６４)接合資料２点接合４.４０５.３０４.１０黒色珪質頁岩石核２３１１８７

１２４ ６９０１１８６.２９４.５０５.３０３.４０黒色珪質頁岩石核２３１６９２１８７

６９２６４１３.３３０.９０３.６０３.９０黒色珪質頁岩剥片２３３１８７

接合（８７７４０・９５６０５・９５６４０他）接合資料８点２１.３２２.９０５.６０２.８０OB上牛鼻接合資料２７１１８８

１２５

８７７４５２.５１０.５０２.５０２.８０OB上牛鼻剥片２７２１８８

９５６０５１.７６０.５０２.３０２.２０OB上牛鼻剥片２７３１８８

接合（９５６４０・８７７４０・９５６７８他）接合資料４点７.４８０.９０４.３０２.２０OB上牛鼻剥片２７４１８８

９５５３０１.７１０.６０１.８０２.３０OB上牛鼻剥片２７５１８８

９７７５０７.８６１.００２.２０３.５０OB上牛鼻剥片２７６１８８
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第８表　第Ⅰ文化層石器一覧表（５）
備　　　　考取上番号重さ厚さ幅長さ石　材器　　種ブロック（番号）番　号挿図番号

接合（９５６８６・９５５００・９５６５２他）接合資料７点１７.０９２.１０２.７５４.３０OB上牛鼻接合資料２７１１８９

１２５

９５６８６１.６３０.４０２.４５１.７０OB上牛鼻剥片２７２１８９

９５５０００.８２０.４５１.６５１.７５OB上牛鼻剥片２７３１８９

９５６５２０.９８０.３５１.６５２.０５OB上牛鼻剥片２７４１８９

接合（９６９１９・９１５０４）接合資料２点２.４００.４０２.７５２.１０OB上牛鼻剥片２７５１８９

９６２９１０.２５０.３０１.２５０.８０OB上牛鼻剥片２７６１８９

８７６８４１１.０１１.８０１.８５４.４０OB上牛鼻ナイフ形石器２７７１８９

１８３８１３.４８１.１０１.４０３.３５OB三船ナイフ形石器４１９０

１３１

２１３６５６.０１１.４０２.１５２.９０OB三船ナイフ形石器４１９１

２０９８２１.４００.９０１.５５１.９０OB三船ナイフ形石器４１９２

１８３０８１.２００.７５１.５５２.００OB三船ナイフ形石器４１９３

１８３４１０.７６０.６００.９５２.１０OB三船ナイフ形石器４１９４

１８３１４接合１.２０２.２５３.２０OB三船ナイフ形石器４４２６５１９５

１８４０５０.２９０.４００.９０１.４０OB三船ナイフ形石器４１９６

２２０３９４.０４０.８０２.４０２.４０OB三船ナイフ形石器４１９７

１８３１１０.８００.５０１.３０１.６０OB三船台形石器４１９８

１８３１９接合０.６５１.４５３.００OB三船台形石器４６２６７１９９

１８２４３２.８０１.００１.４０２.４０OB三船台形石器４４２６３２００

２０９０５３.６４０.７５２.２０２.５５OB三船台形石器４２０１

１８３６０７.４７１.２０２.６０２.８０OB三船台形石器４３２６８２０２

１８３９３接合０.９５２.１０３.２５OB三船台形石器４２０３

接合（２０９０４）２１３４５接合０.８０１.９０２.５０OB三船台形石器４３２６９２０４

注記不明３.４７１.００２.５０２.４０OB三船スクレイパー４４２６８２０５

接合（２１３４５）２０９０４接合１.１０２.９０３.１５OB三船削器４２２６９２０６

１３２

２１２９６７.６０１.３０２.６０３.５０OB三船削器・ノッチ４２０７

接合（１８３６２）２０９２８接合１.００１.８５２.４０OB三船折断・ノッチ４３２６４２０８

２６７８３３.４００.９０２.００２.８０OB三船ナイフ形石器７９２７０２０９

２６７９４３.６００.１５１.７５３.１０OB三船ナイフ形石器７２１０

２６７６９接合１.１０２.３５２.７０OB三船ナイフ形石器７２１１

２６７９６４.２０１.３０１.５０２.４０OB三船ナイフ形石器７３２７５２１２

未製品３１５３５接合１.００１.８５３.２５OB三船ナイフ形石器７５２７４２１３

２６７７１３.９０１.１０２.３０２.４０OB三船台形石器７４２７６２１４

２７１４７０.８１０.３２１.４０１.８０OB桑ノ木津留削器７２１５

２６７２７１３.５４１.２５３.１０４.００OB上牛鼻掻器７２１６

２６７３６接合１.５５２.８０３.５５頁岩掻器７２１７

未製品３２７７２９.２６１.３０２.９０２.９０OB三船掻器７２１８

１３３

２６７１４３.１９０.９０１.７５２.５０OB三船削器７２１９

２７１５６８５.７６１.９０７.７０６.３０OB三船掻器７２２０

２１４２２４.０５１.２０１.６０３.１０OB三船ナイフ形石器２２２１

１０５８４９３.４１０.７０１.３５４.１０黒色頁岩ナイフ形石器２２２２

１０５８４８３.２５０.７０２.１０２.５０OB上牛鼻ナイフ形石器２２２３

１７６８８７.４０１.００２.９０４.５０OB三船台形石器２１１２７１２２４

２２１１４３.４００.９０２.２０２.３０OB三船台形石器２３２７９２２５

１７７４０２.２５０.７５２.４５１.８５OB桑ノ木津留ナイフ形石器２２２６

１７７１８３.０７０.８０２.４０２.２０OB三船台形石器２２２７３２２７

２１１１８５.２０１.３０２.００２.７０OB三船ナイフ形石器１２２７１２２８

１３４

接合（２１１１０・２１０３６）２１１１０５.６０１.００２.２０３.４０OB三船ナイフ形石器１２２６６２２９

注記不明４.２０１.３０１.７０３.００OB三船使用痕剥片１・２・３７２７７２３０

１０５１５０３.１６１.１０１.５０２.７０OB三船ナイフ形石器３９２３１

１０５１６６４.４１０.８５１.８０３.００OB三船ナイフ形石器４０２３２

１０５４６６１.５９０.８０１.５０２.１０OB三船ナイフ形石器３９２３３

１０５４７１３.２２０.９０２.４０２.５０OB三船台形石器３９２３４

１０５４７２２.４１０.８０１.９０２.３０OB三船台形石器３９２３５

１０５１５２２.２０１.００１.９０２.３０OB三船台形石器３９７２７０２３６

１０４７９４１０.４０２.４０３.８０１.８０OB三船石核３９５２８５２３７

１０６４７４１３.５８１.７０３.０５３.５５砂岩敲石・ハンマーストーン３９２３８

１０４８６９２.７６０.７０１.８０２.６０OB三船ナイフ形石器３８２３９

１３９

１０５０５６１.９６０.７０１.５０２.３０OB三船ナイフ形石器３８２４０

１０４８１７１０.９２１.３５２.１０３.８０ギョクズイナイフ形石器３８２４１

１０５２７９６.７５１.２０２.４０３.６０OB三船ナイフ形石器３８２４２

１０４８１３４.４３１.００１.３０３.１０OB上牛鼻ナイフ形石器３８２４３

１０５５９７５.９１１.２０１.８０３.５０OB三船ナイフ形石器３８２４４

１０５６８４０.３４０.４００.８０１.４０OB三船ナイフ形石器３８２４５

基部１０５０６７２.５５０.８０１.８０２.１０OB上牛鼻ナイフ形石器３８２４６

１０５３０４１.９２０.７０１.８５１.９５OB三船ナイフ形石器３８２４７

基部１０４９３６２.８７０.６０２.０５１.７０OB三船ナイフ形石器３８２４８

基部１０５２９９２.３５１.００１.４０２.２０OB三船ナイフ形石器３８２４９

１０５７８２２.７４０.９０１.７０２.４０OB三船折断台形３８２５０

１０５３９８１.８４０.８０１.９０２.１５OB三船台形石器３８２５１

１０５３２９２.２７０.７０２.１０２.１５OB上牛鼻台形石器３８２５２
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第９表　第Ⅰ文化層石器一覧表（６）
備　　　　考取上番号重さ厚さ幅長さ石　材器　　種ブロック（番号）番　号挿図番号

１０４９２２３.８０１.２０２.２０２.２０OB三船台形石器３８８２８３２５３

１４０

１０５７６１接合０.６０１.８５１.８０OB三船折断台形３８１４２８２２５４

１０５５５４３.０００.９０２.００２.２０OB三船台形石器３８２２８２２５５

１０５４０９３.７８０.５５１.５０３.５０OB三船折断台形３８２５６

１０５６９６３.７６０.７０２.５０２.６０OB三船折断台形３８２５７

１０５０３０３.４０１.００２.２０２.１０OB三船台形石器３８８２８２２５８

先端１０４７９１１.６３０.７０１.９０２.００頁岩ナイフ形石器３７２５９

基部１０５０９４１.６０１.００１.１０１.９５OB上牛鼻ナイフ形石器３７２６０

１０４７４９１０.８９１.６０２.７０３.３０OB上牛鼻スクレイパー３７２６１

１０４７６５８５.２３３.００５.４０５.８０頁岩石核３７２６２

接合（２１３０１・２１３４７・１８２４３他）接合資料５点１０.５０１.３０３.７０４.６０OB三船接合資料４１２６３

１４１

接合（２１３４７）２１３０１３.８００.７０２.６０２.７０OB三船剥片４２２６３

接合（２１２８２・１８２４３）１８３４２６.７００.９０２.４０３.９０OB三船接合資料４３２６３

１８２４３２.８０１.００１.４０２.４０OB三船台形石器４２００４２６３

接合（１８３６９・２０９２８・１８３６２他）接合資料５点８.８０１.３０３.２０３.５０OB三船接合資料４１２６４

接合（２１５??・注記不明）１８３６９３.３０１.２０１.５０２.９０OB三船剥片４２２６４

接合（１８３６２）２０９２８５.５０１.２０２.３０３.５０OB三船スクレイパー４２０８３２６４

接合（２０９９９・１８３６５・１８３１４他）接合資料４点１７.００１.８０４.３０４.１０OB三船接合資料４１２６５

１４２

２０９９９２.４００.７０２.２０２.３０OB三船剥片４２２６５

接合（１８３６５・不明）１８３１４１４.６０１.３０４.３０４.１０OB三船接合資料４３２６５

１８３１４５.５０(１.２０)(２.３０)(３.２０)OB三船ナイフ形石器４１９５４２６５

接合（２１１１０・２１０３６・注記不明）接合資料３点７.３０１.００２.９０３.６０OB三船接合資料１１２６６

接合（２１０３６）２１１１０５.６０１.００２.２０３.４０OB三船ナイフ形石器１２２９２２６６

注記不明１.７００.８０１.３０２.７０OB三船剥片１３２６６

接合（２１３５３・１８３１９・注記不明他）接合資料９点２１.１０１.８０４.４０５.９０OB三船接合資料４１２６７

１４３

注記不明０.５００.３０１.８０１.３０OB三船剥片４２２６７

接合（注記不明）２１３５３４.１００.９０２.２０２.９０OB三船スクレイパー４３２６７

注記不明９.９０１.００３.３０３.９０OB三船剥片４４２６７

接合（注記不明２点)１８３１９６.６０１.００３.４０３.６０OB三船接合資料４５２６７

１８３１９２.６００.７０１.５０３.００OB三船台形石器４１９９６２６７

接合（１８３６０・注記不明２点他）接合資料４点１３.３６１.８５３.４０４.００OB三船接合資料４１２６８

１４４

接合（１８３６０・注記不明２点）接合資料３点９.８９１.２５２.８５３.９０OB三船剥片４２２６８

１８３６０７.４７１.２０２.６０２.８０OB三船台形石器４２０２３２６８

注記不明３.４７１.００２.５０２.４０OB三船スクレイパー４２０５４２６８

接合（２１３４５・２０９０４）接合資料２点１５.８５１.７２４.３３.２OB三船接合資料４１２６９

接合（２１３４５）２０９０４接合１.１０２.９０３.１５OB三船削器４２０６２２６９

接合（２０９０４）２１３４５接合０.８０１.９０２.５０OB三船台形石器４２０４３２６９

接合（２６７４０・２１４２８・３１５４８他）接合資料４０点１４２.８０５.６９６.２５７.６９OB三船接合資料１・２・７・３９１２７０

１４６
接合（２６７４０・２１４２８・１７６６０他）接合資料７点２９.４０３.５０４.２０４.９０OB三船剥片１・２・７２２７０

接合（１７６６０・３２３１７・２１３１７他）２６７４０１９.１００.８０４.１０４.９０OB三船剥片１・２・７３２７０

接合（不明）２１４２８１０.３０１.５０３.７０２.６０OB三船剥片２４２７０

接合資料３３点１１３.４０４.４０５.９０６.９０OB三船接合資料１・２・７・３９５２７０

１４７ 接合（３１５０１）３１５４８２２.４０２.００４.４０３.７０OB三船剥片７６２７０

１０５１５２２.２０１.００１.９０２.３０OB三船台形石器３９２３６７２７０

２８点接合８４.００４.４０５.８０５.８０OB三船接合資料１・２・７・３９８２７０

１４８

２６７８３３.４００.９０２.００２.８０OB三船ナイフ形石器３９２０９９２７０

接合（他４点）２１５４３１５.９０１.００３.４０４.５０OB三船剥片１・２・７・３９１０２７０

接合（注記不明３点）注記不明７.４０１.００２.９０４.５０OB三船剥片１・２・７・３９１１２７０

１２点接合４１.６０３.１０５.８０３.２０OB三船石核１・２・７・３９１２２７０

接合資料１１点４９.４０４.１０５.００４.００OB三船接合資料１・２１２７１

１５０
２１１１８５.２０１.３０２.００２.７０OB三船ナイフ形石器１２２８２２７１

２１１??３.３０１.１０１.５０２.９０OB三船剥片１３２７１

接合（１７６８８・３１１２０・１７７５０他）接合資料８点１.０００.４０１.５０２.１０OB三船剥片１・２４２７１

１３９５０３９.９０３.６０４.５０４.４０OB三船剥片１・２５２７１

１５１

注記不明０.８００.４０１.３０２.００OB三船剥片１・２６２７１

接合（１７７５０）３１１２０３.１００.６０２.３０３.２０OB三船剥片２７２７１

２０９４６４.５０１.３０２.３０２.３０OB三船剥片１８２７１

注記不明８.５０１.１０２.５０３.１０OB三船剥片１・２９２７１

接合（１７６８１)１７６８８２１.３０２.３０４.００３.２０OB三船接合資料１・２１０２７１

１７６８８２.６０１.１０１.９０２.００OB三船台形石器２２２４１１２７１

１７６８１１８.７０１.９０４.００３.２０OB三船石核１１２２７１

接合(１７６９４・２１１１９・２０９４１他）接合資料２０点----OB三船接合資料１・２２７２１５３

接合(１７７１８・１７７４３）接合資料２点１３.９３２.９０３.９０２.２０OB三船接合資料２１２７３

１５４

１７７１８３.０７０.８０２.４０２.２０OB三船台形石器２２２７２２７３

１７７４３１０.８６１.９０２.２０３.７５OB三船剥片２３２７３

接合(２７１４２・３１５３４・２６７０８他）接合資料５点１２.００３.６０３.５０５.２０OB三船接合資料７１２７４

２７１４２４.６０１.２０２.７０２.６０OB三船剥片７２２７４

３１５３４１.１００.５０１.６０２.２０OB三船剥片７３２７４

２６７０８２.５００.８０２.１０２.２０OB三船剥片７４２７４

３１５３５３.８０１.１０１.８０３.２０OB三船ナイフ形石器７２１３５２７４
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第１０表　第Ⅰ文化層石器一覧表（７）
備　　　　考取上番号重さ厚さ幅長さ石　材器　　種ブロック（番号）番　号挿図番号

接合(３２８３１・２６７９６・２０１９９他）接合資料６点３２.８０４.００４.７０２.８０OB三船接合資料７１２７５

１５５

接合（２０１９９）３２８３１２５.６０３.４０３.９０２.８０OB三船接合資料７２２７５

２６７９６４.２０１.３０１.５０２.４０OB三船ナイフ形石器７２１２３２７５

注記不明３.０００.９０１.８０１.９０OB三船剥片７４２７５

３２８３１１２.３０１.５０２.６０３.１０OB三船剥片７５２７５

２０１９９１３.３０１.７０３.５０２.５０OB三船石核７６２７５

接合(２６７５４・２６７７１・注記不明他）接合資料１３点７２.１０４.４０７.５０４.１０OB三船接合資料７１２７６

１５６ ２６７５４８.５０１.５０２.７０３.１０OB三船スクレイパー７２２７６

注記不明９.００１.４０２.８０３.４０OB三船剥片７３２７６

２６７７１３.９０１.１０２.３０２.４０OB三船台形石器７２１４４２７６

１５７
接合（注記不明７点）注記不明４７.１０４.００５.１０４.１０OB三船石核７５２７６

注記不明４.３０１.３０１.９０２.４０OB三船剥片７６２７６

注記不明３.６００.９０１.７０３.２０OB三船ナイフ形石器７７２７６

接合資料１２点３１.２０１.６０４.７０５.３０OB三船接合資料１・２・３１２７７

１５９ 接合（注記不明７点）注記不明１８.８０２.００３.７０５.５０OB三船接合資料１・２・３２２７７

接合（注記不明５点）注記不明１３.７０１.２０３.６０４.４０OB三船接合資料１・２・３３２７７

注記不明１.８００.７０１.９０１.７０OB三船剥片１・２・３４２７７

１６０
注記不明８.５０１.２０２.３０３.５０OB三船剥片１５２７７

注記不明１２.４０１.７０３.２０４.５０OB三船剥片１・２６２７７

接合（注記不明５点）注記不明４.２０１.３０１.７０３.００OB三船使用痕剥片１・２・３２３０７２７７

接合(３２７６８・３１５６３・２６７５８他）接合資料１９点９９.４０２.８０６.８０７.１０OB三船接合資料７・３９１２７８
１６１

接合(１０５１４６・２６７４９・２６７３０他）接合資料９点４８.０７４.８０５.２０２.８０OB三船接合資料７・３９２２７８

接合(２１５６５・２２１１４・注記不明他）接合資料２７点９９.１０３.９０６.９０６.７０OB三船接合資料２・３９１２７９
１６２

接合（２１５６５・注記不明１２点）２１５６５２９.８０２.８０４.５０３.４０OB三船石核２２２７９

２２１１４３.４００.９０２.２０２.３０OB三船台形石器２２２５３２７９

１６３

注記不明１１.９０１.６０２.８０３.９０OB三船二次加工剥片３９４２７９

２１５６５９.７０１.１０２.４０４.３０OB三船二次加工剥片２５２７９

注記不明８.２０２.４０２.９０１.９０OB三船石核３９６２７９

接合(１０５２９１・１０５２９３・注記不明他）接合資料５点４２.８０２.６０６.２０４.８０OB三船接合資料３８１２８０

接合（注記不明５点）注記不明１５.５０１.１０３.４０５.１０OB三船剥片３８２２８０

接合（１０５８０３）１０５２９１１５.５０１.９０２.８０４.６０OB三船剥片３８３２８０

１０５２９３１１.８０１.５０２.９０４.２０OB三船剥片３８４２８０

接合資料２２点９５.３０５.５０５.００５.００OB三船接合資料３８１２８１

１６５
接合（他４点）１０５７６４６.８０１.００２.７０４.００OB三船剥片３８２２８１

接合（１０５４３９・１０４８８４）１０５１９８７.６０１.００(２.８０)３.５０OB三船剥片３８３２８１

接合（他３点）１０５４９０４.００１.００３.００１.９０OB三船剥片３８４２８１

１０点接合７１.９０５.００３.４０４.７０OB三船石核３８５２８１

１６６

接合（他２点）１０５６７９３.３００.６０３.２０３.１０OB三船剥片３８６２８１

接合（他２点）１０４９０７８.８０１.００３.４０４.００OB三船剥片３８７２８１

接合（他２点）１０５６６３１１.８０１.７０２.９０３.４０OB三船剥片３８８２８１

接合（１０５５５５・１０５２０８・１０４９２８）１０５５５５４０.３０４.４０２.７０４.００OB三船石核３８９２８１

接合資料１３点５６.７０５.３０４.８０３.５０OB三船接合資料３８１２８２

１６７

１０５５５４３.０００.９０２.００２.２０OB三船台形石器３８２５５２２８２

注記不明２.７０１.００２.００２.３０OB三船石錐３８３２８２

注記不明５.８０１.５０３.００２.７０OB三船剥片３８４２８２

１０５６３０２.３０１.００１.７０３.８０OB三船剥片３８５２８２

１０５７０３２.１００.７０２.００２.２０OB三船剥片３８６２８２

８点接合４０.８０４.２０４.３０３.４０OB三船接合資料３８７２８２

１６８

１０５０３０３.４０１.００２.２０２.１０OB三船台形石器３８２５８８２８２

１０５３６０６.４００.７０３.００３.１０OB三船使用痕剥片３８９２８２

-４.７０１.５０２.００３.３０OB三船剥片３８１０２８２

-２.４０１.００(１.５０)(１.８０)OB三船剥片３８１１２８２

１０５６２５０.９００.６０１.３０２.００OB三船剥片３８１２２８２

接合（１０５５６７・注記不明）１０５７６１２２.９０２.４０４.３０３.１０OB三船石核３８１３２８２

１０５７６１２.０００.７０２.００１.９０OB三船台形石器３８２５４１４２８２

１０５５６７１.３００.７０１.９０１.９０OB三船剥片３８１５２８２

接合(１０４８３９・１０５４３０・１０５４４１他）接合資料１１点７０.３０４.８０５.４０３.９０OB三船接合資料３８１２８３

１６９
接合（注記不明２点）１０４８３９１６.６０１.１０４.３０５.００OB三船剥片３８２２８３

接合（注記不明２点）１０５４３０７.８０１.５０２.６０３.１０OB三船剥片３８３２８３

接合(１０５４４１・１０５７４５・１０４９１２他）１０４８８７４５.９０３.８０５.００３.４０OB三船石核３８４２８３

接合（注記不明２点）１０５４４１６.７００.５０３.９０２.９０OB三船剥片３８５２８３

１７０

１０５７４５８.８０１.３０２.６０３.００OB三船剥片３８６２８３

接合（１０４９１２）１０４８８７３０.４０３.３０４.５０２.５０OB三船石核３８７２８３

１０４９２２３.８０１.２０２.２０２.２０OB三船台形石器３８２５３８２８３

１０４８８７２６.６０３.３０３.９０２.５０OB三船石核３８９２８３

接合(１０５３００・１０５０５３・１０５５７他）接合資料５点３４.９０３.００４.３０３.４０OB三船接合資料３８１２８４

１７１
接合（１０５０６３）１０５３００４.０００.９０３.００２.００OB三船剥片３８２２８４

接合（１０５８１８）１０５０５３３.７０１.２０２.００３.３０OB三船剥片３８３２８４

１０５５０７２７.２０２.７０４.２０３.３０OB三船石核３８４２８４

接合(１０４８０３・１０５１３７・１０５４０７他）接合資料７点２３.９０３.５０４.５０２.１０OB三船接合資料３９１２８５１７２
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第１１表　第Ⅰ文化層石器一覧表（８）
備　　　　考取上番号重さ厚さ幅長さ石　材器　　種ブロック（番号）番　号挿図番号

接合（注記不明）１０４８０３３.５００.９０２.３０２.１０OB三船剥片３９２２８５

１７２
接合（注記不明）１０５１３７３.８００.８０２.９０２.３０OB三船剥片３９３２８５

接合（注記不明）１０５４０７６.２０１.７０３.９０１.８０OB三船剥片３９４２８５

１０４７９４１０.４０２.４０３.８０１.８０OB三船石核３９２３７５２８５

接合（１０４９４６・１０５２０３・注記不明他）接合資料５点２８.５０３.５０３.６０３.６０OB三船接合資料３８１２８６

１７４
接合（注記不明３点）１０４９４６８.１０１.４０２.２０２.９０OB三船剥片３８２２８６

注記不明７.６０１.４０３.２０３.００OB三船剥片３８３２８６

１０５２０３１２.８０２.３０３.６０２.３０OB三船石核３８４２８６

接合（１０５６３３・１０５４１０・１０５２１３他）接合資料５点１５.１０２.９０２.９０５.３０OB三船接合資料３８１２８７

１７５

接合（１０５４１０）１０５６３３７.９０１.１０２.３０４.１０OB三船剥片３８２２８７

１０５６３３３.１０１.１０１.９０２.００OB三船台形石器３８３２８７

１０５４１０４.８０１.１０２.３０２.４０OB三船台形石器３８４２８７

１０５２１３５.６０１.１０２.１０３.３０OB三船剥片３８５２８７

５７５５１６.６０１.１０２.０５３.５０頁岩ナイフ形石器２１２８８

１８１

５８８８９３.９６０.９０１.８０３.１０珪質頁岩ナイフ形石器２１２８９

５７３８９４.６３０.９０２.２０３.１５OB三船ナイフ形石器２１２９０

６１１０９６.４３０.９０２.００３.６５OB上牛鼻ナイフ形石器２１２９１

先端５８８７７０.８７０.６０１.３０１.９０OB三船ナイフ形石器２１２９２

先端５７３８４０.３８０.６００.７０１.６０たんぱく石ナイフ形石器２１２９３

５７５５７９.０８１.４０２.３０３.８０珪質頁岩台形石器２１９３９３２９４

５８８６４４.２４０.８０１.６０３.７０安山岩台形石器２１２９５

５７３７４９.１１１.２５３.３０２.９０OB三船台形石器２１２９６

５８９７２１.４２０.６０１.４０２.０５鉄石英台形石器２１２９７

５７３７１６.１４１.１０２.８０３.００OB上牛鼻台形石器２１２９８

５７５１８１.２５０.６０２.００１.７０OB上牛鼻台形石器２１２９９

５８９０６５.８９０.６０１.８０１.８０OB三船台形石器２１３００

５７５１５１５.７６１.２５３.０５４.５５白色頁岩スクレイパー２１３０１

１８２

５８８３６７.６３０.９０３.５０３.６０OB三船スクレイパー２１３０２

５７５１２３２.５０１.０９４.４５４.００OB三船削器２１３０３

６０９１５接合０.８０２.５０２.７０OB上牛鼻折断２１３０４

５８８０３９.０５１.００３.０５４.６５頁岩スクレイパー２１３０５

５７５４５・５７５３２１２.０７１.４１２.４０４.６０頁岩スクレイパー２１３０６

６１１０５接合１.５０４.２０５.６５OB上牛鼻ノッチ・UF２１３０７

５７３９３３.６８１.２０２.００２.２５OB三船ナイフ形石器２１３０８

５８９５０５６.１４１.９０５.２０５.２５頁岩掻器２１３３９１３０９

１８３

５８８６２３.４５０.９５２.３０３.００鉄石英UF２１４３９４３１０

５８８３１６.５５１.００３.４０３.１０OB三船UF２１３１１

５８８４１２.２８０.６０２.６０２.００OB三船UF２１３１２

５８８８２１.４９０.５５２.４０１.７０OB三船UF２１３１３

６０９７０１.６６０.５５２.５５１.６５鉄石英使用痕剥片２１３３９４３１４

５８８３２９.３０１.４３３.２０２.２５OB三船折断２１３１５

６４５６９６.４１１.１０１.８０３.６０OB上牛鼻ナイフ形石器２１３１６

１８４

６４５８１４.７７３.１０１.６０３.２５珪質頁岩ナイフ形石器２１３３９２３１７

６４５８８７.９３１.００２.６０３.８０白色頁岩ナイフ形石器２１３１８

６４５６８３.７７４.４３１.８９２.９５珪質頁岩台形石器２１２３９２３１９

６４８５３３.１００.９０１.６０１.７０黒色頁岩台形石器２１３２０

６４５９６１９.７２１.９０２.５０４.１０OB上牛鼻スクレイパー２１３２１

６４５９１１９.３１１.１０３.８０５.１０珪質頁岩ナイフ形石器２１３２２

６４５７６４１.６２２.６５４.９０４.００頁岩石核２１３２３

８４０００６.５９０.９０２.４０４.６０OB上牛鼻ナイフ形石器２４３２４

１８７

９２２５９５.７４１.１０２.２０３.３０OB三船ナイフ形石器２４３２５

先端８４００２４.８４０.９０２.６０３.００OB上牛鼻ナイフ形石器２４３２６

９２２８７３.２７１.００１.２０３.５０頁岩ナイフ形石器２４３２７

先端８４０３７２.９２１.２０１.６０２.００OB三船ナイフ形石器２４３２８

分析№５２８４０６４７.６７１.１０２.３０３.１５OB三船ナイフ形石器２４３２９

９６６７５７.７８１.５０２.４０３.２５OB上牛鼻ナイフ形石器２４５３９８３３０

分析№５３８４０７７２.９１０.６０１.７０２.９０OB三船ナイフ形石器２４３３１

８４０５３４.７４０.９０２.２０３.４０白色頁岩ナイフ形石器２４３３２

９４６１８０.８４０.５５１.３０１.５０OB三船台形石器２４３３３

８４０４８３.０６０.６０１.８５２.７０OB上牛鼻台形石器２４３３４

９２３０３１３.７６１.１０３.９０３.００珪質頁岩折断UF２４３３５

９６５８０５.０１１.００１.８０４.１５黒色珪質頁岩ナイフ形石器２５３３６

１８８

１０３０８６接合１.２０１.５０３.７０黒色珪質頁岩ナイフ形石器２５３３７

９４５２９３.７６１.００１.５０３.６０頁岩ナイフ形石器２５３３８

９４３４１３.７００.８０２.００１.８５頁岩ナイフ形石器２５３３９

先端１０３０７９０.６９０.７０１.１０１.５０頁岩ナイフ形石器２５３４０

８４２０５４.８１１.００１.６０３.７０頁岩ナイフ形石器２５３４１

先端９９５０８１.９３０.９０１.８９２.３０頁岩ナイフ形石器２５３４２

９５１３０２.１３０.７０１.７０２.２０頁岩ナイフ形石器２５３４３

９５１８５５.５８１.００２.００３.９５OB三船ナイフ形石器２５３４４
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第１２表　第Ⅰ文化層石器一覧表（９）
備　　　　考取上番号重さ厚さ幅長さ石　材器　　種ブロック（番号）番　号挿図番号

８４２３１５.８８１.３０１.６０３.７５OB三船ナイフ形石器２５３４５

１８８ ９５１８６５.４１１.４０１.８０３.００OB三船台形石器２５２３９９３４６

９２０５３接合１.６０２.７０３.６０OB三船ナイフ形石器２５３４０３３４７

９２２４２６.１６１.３０２.００３.１０OB三船ナイフ形石器２５３４８

１８９

先端９２０２１４.７３１.２０２.４５２.５０OB三船ナイフ形石器２５３４９

先端９６６３４２.３４０.９０１.４０２.６０OB三船ナイフ形石器２５３５０

基部９５０９５２.３８１.１５１.３０１.９０OB三船ナイフ形石器２５３５１

接合（９６２２７・９９６５５）接合資料２点４.５４０.９５２.１５２.７０OB三船台形石器２５３５２

９６６１２４.９１１.１０１.９５２.８０OB三船台形石器２５２４０３３５３

９６４３９接合０.９０２.７５３.３０黒色頁岩台形石器２５３４０４３５４

９７５２９１.２９０.５０１.１０２.４０OB三船折断台形２５３５５

９６５４８０.４７０.３０１.２５１.５０OB三船台形石器２５３５６

８４２３３９.３６１.１５２.８０３.０５OB三船掻器２５３５７

８４１９１７.９４１.４０２.６０３.０５OB上牛鼻スクレイパー２５３５８

９６５６６５.７２０.９０２.０５３.４０OB三船スクレイパー２５３５９

９５２２７１８.８０１.６５３.６０３.９０OB三船スクレイパー２５３６０

１０３０６５１０.８２１.４０４.１０２.７０OB上牛鼻掻器２５３６１

８４０９６１０.０３１.２０３.６０２.８０OB三船スクレイパー２５３６２

９２０８６１７.５３１.９０３.２５４.２０OB三船折断ナイフ形石器２５３６３

１９０

８４１１６１.２００.５０１.１０３.００珪質頁岩UF石錐２５２４０２３６４

８４１９５２.１２０.７０２.３０１.７０珪質頁岩台形石器２５９４００３６５

１０３０５５３.６３０.７５３.２０２.２０珪質頁岩剥片２５３４００３６６

９６０９５４.２２０.９５２.５０２.２０珪質頁岩剥片２５２４００３６７

８４０７３２.７６０.７０２.６５１.９５珪質頁岩UF２４７４００３６８

９２０２４２５.６９２.６０３.１０３.８０OB三船石核２５３６９

９２０６９３７.３４３.９０４.３０３.００たんぱく石石核２５３７０

９２３１６６.５４１.１０１.９０３.３０OB上牛鼻ナイフ形石器２８３７１

１９１

９２３２７５.１３１.１０２.５０２.５０OB三船折断台形２８３７２

８４２６９８.２９１.３５３.７０３.４０OB上牛鼻ナイフ形石器２６３７３

９２０００１２.７８１.４０２.８０３.７０鉄石英ナイフ形石器２６３７４

９１９８６１.４６０.５０１.５０２.１０OB上牛鼻折断台形２６３７５

８４２９１１９.９６１.３０３.６０５.３０頁岩石錐２６３７６

９９２２２８.０４１.２０２.２０４.００OB上牛鼻掻器２６３７７

９６９０７６.１７０.６５２.３０２.６０OB上牛鼻掻器２６３７８

９１９８１１３.１４３.２０１.８５２.８５OB上牛鼻石核２６３７９

９６９７４２.０９０.５０２.００２.２０ギョクズイ台形石器３２３８０

１９４

９２９４８４.０３０.８０１.８０３.２０OB上牛鼻削器３２３８１

９５００５７.１４０.９０２.４０３.４０OB上牛鼻削器３２３８２

９２９７３２.８５０.６０２.３０２.７０ギョクズイ削器３２３８３

９２９７１２２.４９２.３０２.６０３.７０ギョクズイ石核３２３８４

９２９７２１２２.２２２.７５４.８０７.００砂岩敲石３２３８５

９４７７７３.１５０.８０２.００２.５０OB上牛鼻台形石器３３３８６

９６３４８接合０.８０１.４０２.１０OB上牛鼻折断台形３３３８７

９５９３９４７.６７２.２５２.８０７.３０頁岩三稜尖頭器３３３８８

９４７８５５.５６１.００２.６０２.３０OB上牛鼻削器３３３８９

９４７８０接合４.５００.８０２.００３.１０頁岩RF３３３９０

接合（５８８３８・５８９５０）接合資料２点５８.０９２.００５.２０６.００頁岩接合資料２１１３９１

１９５

５８８３８１.９５０.８０２.７０１.４０頁岩剥片２１２３９１

５８９５０５６.１４１.９０５.２０５.２５頁岩掻器２１３０９３３９１

接合（６４５６８・６４５８１）接合資料２点８.５４７.４４２.７０３.１０珪質頁岩接合資料２１１３９２

６４５６８３.７７４.４３１.８９２.９５珪質頁岩台形石器２１３１９２３９２

６４５８１４.７７３.１０１.６０３.２５珪質頁岩ナイフ形石器２１３１７３３９２

接合（９４６１３・９６６９５・９２３１２他）接合資料８点１６.５２１.４０３.５０４.５０珪質頁岩接合資料２１・２４・２８１３９３

１９６

９４６１３０.７００.５０２.１０１.３０珪質頁岩剥片２４２３９３

９６６９５１.６７０.４０２.２０１.５０珪質頁岩剥片２８３３９３

９２３１２１.１３０.５０２.２０１.４０珪質頁岩剥片２８４３９３

９６９５３１.９９１.００１.３０２.１０珪質頁岩剥片２８５３９３

９６６８５０.４８０.３５１.１０１.３０珪質頁岩剥片２８６３９３

９２３０９０.７００.３０１.５０１.３０珪質頁岩剥片２８７３９３

９４６２９０.７７０.５０１.１０１.３０珪質頁岩剥片２８８３９３

５７５５７９.０８１.４０２.３０３.８０珪質頁岩台形石器２１２９４９３９３

接合（５８８９４・６０９７０・５８８６２他）接合資料４点１５.７８２.３５３.５０３.６０鉄石英接合資料２１１３９４

５８８９４１.６２０.７０２.３０１.６０鉄石英剥片２１２３９４

６０９７０１.６６０.５５２.５５１.６５鉄石英使用痕剥片２１３１４３３９４

５８８６２３.４５０.９５２.３０３.００鉄石英UF２１３１０４３９４

５８９５１９.０５１.５０２.２０３.１０鉄石英剥片２１５３９４

接合（５７３８１・５８９１８）接合資料２点３７.９０３.２０４.１０３.３５OB三船接合資料２１１３９５

１９７
５７３８１----OB三船剥片２１２３９５

５８９１８----OB三船石核２１３３９５

６１０９８接合３.７０３.３０２.４５OB上牛鼻石核２１１３９６
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第１３表　第Ⅰ文化層石器一覧表（１０）
備　　　　考取上番号重さ厚さ幅長さ石　材器　　種ブロック（番号）番　号挿図番号

５８８６７接合２.９０３.１０２.９０OB上牛鼻石核２１２３９６１９７

接合（５８１９４・５８９１４・５８８３７他）接合資料５点１７７.５１３.５０７.１０６.７５珪質頁岩接合資料２１１３９７

１９８ ５８１９４８２.３０４.１０６.９０３.２０珪質頁岩石核２１２３９７

５８９１５６.２７１.００３.１０２.１０珪質頁岩RF２１３３９７

接合（５８９１２・５８９４７）接合資料２点７２.４２３.８５６.８０３.００珪質頁岩石核２１４３９７
１９９

５８８３７６.５２１.２５２.８５３.３５珪質頁岩剥片２１５３９７

接合（８３９９９・９２２３５・９６６７５他）接合資料４点２０.４２１.６５３.００５.６０OB上牛鼻接合資料２４１３９８

２０１

接合（９６６７５・８３９９９・９２２３５）接合資料３点１０.２１１.５０２.７０３.３０OB上牛鼻剥片２４２３９８

８３９９９１.３５０.４１２.１５１.７０OB上牛鼻剥片２４３３９８

９２２３５１.０８０.５０１.７０１.３０OB上牛鼻剥片２４４３９８

９６６７５７.７８１.５０２.４０３.２５OB上牛鼻ナイフ形石器２４３３０５３９８

接合（８４１９２・９５１８６・注記不明他）接合資料３点１３.２９２.３０２.１０５.６０OB三船接合資料２５１３９９

９５１８６５.４１１.４０１.８０３.００OB三船台形石器２５３４６２３９９

接合（８４１９２・注記不明）接合資料２点７.８８１.００２.００５.６０OB三船剥片２５３３９９

接合（９６０９５・１０３０５５・８４１９７他）接合資料９点１６.８６２.６０３.７５２.０５珪質頁岩接合資料２４・２５１４００

２０２

９６０９５４.２２０.９５２.５０２.２０珪質頁岩剥片２５３６７２４００

１０３０５５３.６３０.７５３.２０２.２０珪質頁岩剥片２５３６６３４００

接合（８４１９７・９４３６５）接合資料２点１.１９０.７０１.９５１.８０珪質頁岩剥片２５４４００

８４１９７０.２３０.３０１.０５０.８０珪質頁岩剥片２５５４００

１０２８８００.５５０.３０１.７０１.３０珪質頁岩剥片２５６４００

８４０７３２.７６０.７０２.６５１.９５珪質頁岩UF２４３６８７４００

８４２００１.５４０.６５２.４０１.７０珪質頁岩剥片２５８４００

８４１９５２.１２０.７０２.３０１.７０珪質頁岩台形石器２５３６５９４００

１０３０６４０.６２０.４０１.５５１.５０珪質頁岩剥片２５１０４００

接合（９９６１０・９６４８１・９２０５９他）接合資料７点８.８９１.８５４.６０１.８０珪質頁岩接合資料２５１４０１

２０３
９９５９６３.２０１.００４.３０１.３０珪質頁岩剥片２５２４０１

接合（９２２４４・９９９０６・９８９９５他）接合資料９点１１.６３２.２０３.８０１.７０珪質頁岩接合資料２５１４０２

８４１１６１.２００.５０１.１０３.００珪質頁岩UF石錐２５３６４２４０２

接合（９６６１２・９２０５３）接合資料２点１４.７４１.９５３.５０３.８５OB三船接合資料２５１４０３

２０４

９６６１２４.９１１.１０１.９５２.８０OB三船台形石器２５３５３２４０３

９２０５３接合１.６０２.７０３.６０OB三船ナイフ形石器２５３４７３４０３

接合（９５１４６・９６４３９）接合資料２点７.６４１.２０３.５５２.６５黒色頁岩接合資料２５１４０４

９５１４６２.８４１.１０３.００１.８５.黒色頁岩剥片２５２４０４

９６４３９接合０.９０２.７５３.３０黒色頁岩折断ナイフ形石器２５３５４３４０４

接合（９１９９７・８４２８４）接合資料２点３５.３８４.４０２.６０５.８０頁岩接合資料２６１４０５

２０５ ９１９９７２.７９０.８０２.１０２.７５頁岩剥片２６２４０５

８４２８３３２.５９３.４５２.２０５.６０頁岩石核２６３４０５

６６１５０７.５０１.１０２.３０３.９５縞砂岩ナイフ形石器２２４０６

２１２

６６０８９３.４００.９０１.８０２.７５OB上牛鼻ナイフ形石器２２４０７

６３４９０・６５１８７６.６０１.２０２.２０４.１０OB三船ナイフ形石器２２４０８

６６１２３２３.７０１.７０３.１０７.１５黒色頁岩ナイフ形石器２２４０９

９２９１３９.０９１.１０２.５０３.７０OB上牛鼻削器２２４１０

６６０５６１５.６７１.３５３.５０３.７０OB上牛鼻削器２２４１１

６６１１３１３.１７１.４０３.００３.３５OB上牛鼻掻器２２４１２

６６１０８２.７４０.９５１.２０３.２０OB上牛鼻彫器２２４１３

６６０８３１１.６１２.３０３.００２.４０OB上牛鼻石核２２４１４

６６１４１１１.０５１.６０２.６５３.２０OB上牛鼻石核２２４１５

２１３

６６０５７２２.０４２.１５２.５０３.３０ギョクズイ石核２２４１６

６７９３３４.２８０.８０２.００３.０５OB上牛鼻ナイフ形石器２２４１７

先端６７１０５１.２１０.７０１.４０１.４０OB上牛鼻ナイフ形石器２２４１８

６９７５２４.３８０.５５２.００３.２０OB上牛鼻ナイフ形石器２２４１９

９６９５４５.７２１.１０２.３０３.００頁岩ナイフ形石器２２４２０

６６２８５３.６７０.５５２.１０４.４０頁岩尖頭器片２２４２１

６７９４８６.３９１.１０２.１０３.４０凝灰岩削器２２４２２

６８２５３・６８２６４５３.５６２.１０５.６０６.００安山岩掻器２２５５５０４２３

６７０９８３６.５９２.１０４.７０５.７５頁岩スクレイパー２２４２４

２１４

６８１７７２１.２２１.２０４.５０４.２０頁岩スクレイパー２２４２５

６８１５０９.３９１.７０２.８０２.７０OB上牛鼻掻器２２４２６

６８１７９２.４２１.００３.５０１.４０OB上牛鼻剥片２２３５５０４２７

６７３１９４.９２１.１０１.７０２.７５OB上牛鼻剥片２２２５５１４２８

６７０６４３.９６０.８０２.４０２.３０OB上牛鼻剥片２２２５５０４２９

６８１９２２４.８５３.００２.９０３.７０OB上牛鼻石核２２３５５１４３０

９５５４９３.７９０.５５１.９０２.４０OB上牛鼻台形石器２２４３１

２１５

６４９７５と接合されて（４５４・５５９-４）９６９５７・注記不明接合１.４０２.３０３.００OB三船台形石器２２４３２

９２８７９２.２３０.５０２.２０２.９０ギョクズイナイフ形石器２２４３３

９２９００３７.３７１.１０３.３０９.５０安山岩剥片尖頭器２２４３４

９６９６４１３.６５１.２０１.９０５.４５頁岩剥片尖頭器２２４３５

９５５５０９.２２１.００１.９０５.４０頁岩剥片尖頭器２２４３６

９２８９０１６.６６１.１０２.９０６.８５頁岩部分加工ナイフ２２４３７

６７９６７接合１.８０１.７０６.００頁岩剥片尖頭器２２４３８
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第１４表　第Ⅰ文化層石器一覧表（１１）
備　　　　考取上番号重さ厚さ幅長さ石　材器　　種ブロック（番号）番　号挿図番号

９６９５８７.８３１.４０２.５０３.６０OB上牛鼻掻器２２４３９

２１６

９２８６４６.３００.９５２.６０３.２５OB上牛鼻スクレイパー２２３５５２４４０

９２８９３６.８７０.８０３.５５３.３０縞砂岩削器２２４４１

６７９６４１２.８６０.８０４.８０５.２０黒色頁岩削器２２４４２

９６９６９９.３０１.４０２.２０４.４０OB三船加工UF２２４４３

６７９５４７.８５１.４０２.３５２.７０OB上牛鼻折断台形２２４４４

９２８７６９.１５１.１５２.６０４.８０縞砂岩UF２２４４５

９２８８０４.００１.２０２.１０２.７０OB三船剥片２２２５６１４４６

９２８６０２３.０４２.８０４.００２.６０OB三船石核２２４４７

６５６４０４.２７１.２０１.６５３.１５OB上牛鼻ナイフ形石器２２４４８

２２０

６７１７９３.３８０.８０１.９０３.００OB三船ナイフ形石器２２４４９

６７２９３２.０３０.６５１.５０２.７５OB三船ナイフ形石器２２４５０

６５６２５６.８３０.９０２.５０３.８０OB上牛鼻ナイフ形石器２２４５１

６８００２３.５５０.７０１.７０３.３５OB上牛鼻ナイフ形石器２２４５２

６５６２４６.５０１.１０１.９０４.４０黒色珪質頁岩ナイフ形石器２２４５３

接合（６４９７５・９６９５７・注記不明）接合資料３点９.７１１.４５３.００３.８０OB三船ナイフ形石器２２４５５９４５４

６５６２２・６５５８１５.７３１.００１.６０３.８０OB上牛鼻ナイフ形石器２２４５５

６６８４６３.３７０.９０１.４０３.０５OB三船ナイフ形石器２２４５６

６７１５９２.３９０.７０１.６０２.５０OB三船ナイフ形石器２２４５７

２２１

６５７４０５.８２１.１０２.２０２.７０OB三船ナイフ形石器２２４５８

６５８７６３.６６１.１５１.９０２.６０OB上牛鼻ナイフ形石器２２４５９

６３０９７４.７９１.６５２.２０３.７５珪質頁岩ナイフ形石器２２２５５７４６０

先端６３０９９２.１４０.７５２.１０２.２０OB三船ナイフ形石器２２４６１

先端６５８３８０.８７０.５０１.７０１.６０OB三船ナイフ形石器２２４６２

先端６６４１３０.５８０.７０１.１０１.４５OB三船ナイフ形石器２２４６３

６５６４２２.５００.９０１.７０２.３０OB三船ナイフ形石器２２４６４

基部６５６２３２.６９０.７０１.５５２.７０縞砂岩ナイフ形石器２２４６５

６６８３７１.４２０.６０１.３０２.２０OB三船ナイフ形石器２２４６６

６７１６５２.５９０.５５１.７５２.６０OB三船台形石器２２４６７

２２２

６５８６７４.４２０.９０２.５５２.６０OB三船台形石器２２３５５４４６８

６８０３４５.６１１.０５２.００３.４０OB三船台形石器２２４６９

分析No.６２６３１０４７.９８１.１０２.０５３.５５OB三船台形石器２２４７０

６６２９８５.８８１.００１.６０３.３５OB三船台形石器２２４７１

６５９１９０.５２０.３５１.１０１.１０OB三船台形石器２２４７２

６８２６３２８.５１２.１０３.６０４.３０OB上牛鼻掻器２２４７３

母指状６５６３７８.３６１.３０２.６０２.７０OB上牛鼻掻器２２４７４

６５９１８１８.７４１.８０３.１０４.００頁岩掻器２２４７５

６７１０９２７.０５１.７０４.７０４.６０OB上牛鼻掻器２２４７６

２２３

６５８９６６.３８１.４５２.９５２.５０OB三船掻器２２４７７

６７１９２１８.２０１.６５３.９０３.９０OB上牛鼻スクレイパー２２４７８

６７１６９３.８１１.００１.６０３.４０OB三船折断台形２２４７９

６５８７４２５.５０１.４０２.５０２.５０OB三船スクレイパー２２３５５３４８０

６５９３９７.２００.９０１.７０４.９５OB三船彫器２２４８１

６７１８８２５.５０１.７０５.９５３.４５頁岩スクレイパー２２４８２

６５４６９７.９０１.５０３.１５２.６０OB上牛鼻ナイフ形石器２２４８３

２２７

６７３１０７.０６１.３０２.７０２.４０OB三船UF２２３５５５４８４

６３１７７４.４８０.９０２.００２.９０OB三船ナイフ形石器２２４８５

６５４４０５.８９０.８０２.７０２.７０OB三船台形石器２２４８６

６５７８１１.３１０.５０１.２５１.９５OB三船台形石器２２４８７

６５７８９６.４０１.１０２.００２.８０OB三船台形石器２２４８８

６５７９０４.５８１.００１.９０２.６０OB三船彫器２２４８９

６５２６１５.２９１.４０１.９０２.９０OB三船折断台形２２４９０

７５４１８・６６９７４４.４７１.００２.３０３.２０OB三船ナイフ形石器２２４９１

６３４３３４.９５０.８０１.８０３.６５OB三船ナイフ形石器２２４９２

６６９８４３.７５０.８０１.５０３.４０OB三船ナイフ形石器２２４９３

２２８

６６８８０３.６６１.００１.７０２.７０OB上牛鼻ナイフ形石器２２４９４

６５６５０・６５２１７３.６５１.００１.４０３.１０OB三船ナイフ形石器２２４９５

６５２４４５.７４１.３０１.５０３.４０OB三船ナイフ形石器２２４９６

６６６２９・６６６０３７.６００.８０２.７５４.３０OB三船ナイフ形石器２２４９７

６３４４２２.４１０.８０２.１０２.４５OB三船ナイフ形石器２２４９８

分析No.６４７２７４８１.６１０.７５１.４０２.４５OB三船ナイフ形石器２２４９９

６５６７１２.９９０.６０２.００２.８０OB三船ナイフ形石器２２５００

７２７４９２.７８０.７０１.８０２.４０OB三船台形石器２２５０１

６３６１０１.１２０.４０１.３０１.８０OB上牛鼻台形石器２２５０２

６７２４５３.７００.９５２.００２.８０OB三船台形石器２２５０３

７２７５０３.２００.７５２.００２.９０鉄石英台形石器２２５０４

６６７１０４.６１０.８０１.９０３.０５OB三船彫器２２５０５

２２９
分析No．６６６５１８４１３.９６１.５０３.９５３.４０OB三船掻器２２５０６

６６２８０６５.３０２.１０４.９０５.７５OB三船掻器２２５０７

６５２４２６.８４１.１５２.９５２.８５OB三船掻器２２３５６１５０８
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第１５表　第Ⅰ文化層石器一覧表（１２）
備　　　　考取上番号重さ厚さ幅長さ石　材器　　種ブロック（番号）番　号挿図番号

６５２５８７.０１１.１０３.１０２.００OB上牛鼻掻器２２５０９

２２９

６５２２３６.００１.００２.２０２.８５OB三船掻器２２５１０

６６６５３４.２５１.００２.３０２.２０OB三船掻器２２５１１

先端６５６５７１.２４０.６０１.５０１.３０OB三船掻器２２５１２

先端６５２４５接合１.１０２.９０１.４０OB三船掻器２２５１３

６６９１７１８.９３２.１０３.１５３.９０OB上牛鼻掻器２２３５６０５１４

２３０

６５２３４０.６０１.７０２.４０２.２６OB三船台形石器２２５１５

７２７２７接合０.５７２.８０６.９０粘板岩削器２２５１６

６５１８６９.４９１.２０３.２０２.９０OB三船折断台形２２４５６３５１７

６５９１４８.４９１.４０２.２２４.２５OB三船使用痕剥片２２４５５４５１８

６５６６５２.３９０.５５１.６５２.３０OB三船台形石器２２５１９

接合（６５１６５・６５１６４）接合資料２点３５.３４１.７０４.０５５.４０珪質頁岩使用痕剥片２２５２０

６５６７９６.８２１.００２.５０３.１０OB上牛鼻台形石器２２５２１

２３３

６５１３４５.６１０.９５２.５０２.８０OB上牛鼻台形石器２２５２２

６５１３２３.５３０.５０２.１０２.９５ギョクズイ台形石器２２５２３

７２７０６４.２４１.１０２.３０２.２０OB上牛鼻台形石器２２５２４

基部６５１２０３.４３１.１０２.２０２.３０OB上牛鼻ナイフ形石器２２５２５

６５００３１４.９３１.５０２.７０２.８５安山岩敲石・ハンマーストーン２２５２６

７５４１３・７５４１６４.９１０.８０１.６０３.５０OB三船ナイフ形石器２２５２７

７２７３５８.９２１.６０２.６０１.１０OB三船ナイフ形石器２２２５６５５２８

７２７３６２.３２０.６０１.７０２.７０OB上牛鼻ナイフ形石器２２５２９

７２７５４４.１００.６０２.３０２.９０OB上牛鼻台形石器２２５３０

分析№６５７５４２１６.７３１.００２.９０３.４５OB三船削器２２５３１

２３４

７７０４５３.９２１.００２.４５２.６０凝灰岩スクレイパー２２５３２

７３９８７３.２７１.１０１.４０２.６０OB三船スクレイパー２２５３３

７２７３９接合０.３５２.７０２.３０粘板岩尖頭器２２５３４

７２８０９３.３５１.００１.７０３.９０OB上牛鼻削器２２５３５

７２７７９接合１.５０２.３５３.８０OB上牛鼻掻器２２５３６

７２７２９４.１３０.７０３.００１.９０安山岩剥片２２４５６４５３７

７３９８５３１.７８１.６５４.５０３.７０安山岩石核２２５５６４５３８

７２７７２２.１８０.５０２.３５１.９０安山岩剥片２２２５６４５３９

７３７３０６.９７１.３０３.３０２.３０安山岩剥片２２３５６４５４０

７２７８４３５.４９２.７０３.００５.２５ギョクズイ石核２２５４１

２３５

７２７３４接合２.７０２.２５３.１０OB三船石核２２５４２

７２７５６１５.９８２.７０３.４０３.７０OB上牛鼻石核２２５４３

７３９６１１２５.９９３.２５４.３５７.８０砂岩敲石２２５４４

６６１０５１２.２８１.７０２.７５３.４０OB上牛鼻掻器２２５４５

１３５５６３８０.００１.９５３.７０９.６０頁岩尖頭器不明５４６

２３６
１３５５９７２２０.００４.６０４.９０７.５０安山岩敲石不明５４７

１３５３２５１８０.００３.６０５.２０８.３０珪岩石核不明５４８

１３５６７３１４.２９１.２５３.９５４.４０珪質頁岩使用痕剥片不明５４９

接合（６７０６４・６８１７９・６７１８５他）接合資料５点６０.４４２.２０５.６０６.７０安山岩接合資料２２１５５０

２３７

６７０６４３.９６０.８０２.４０２.３０安山岩剥片２２４２９２５５０

６８１７９２.４２１.００３.５０１.４０安山岩剥片２２４２７３５５０

６７１８５０.５００.４０２.２０１.１０安山岩剥片２２４５５０

６８２５３１.６４０.６４１.４２２.３３安山岩掻器２２４２３５５５０

接合（６７３１９・６８１９２）接合資料２点２９.７７３.１０２.９０４.４０OB上牛鼻接合資料２２１５５１

２３８

６７３１９４.９２１.１０１.７０２.７５OB上牛鼻剥片２２４２８２５５１

６８１９２２４.８５３.００２.９０３.７０OB上牛鼻石核２２４３０３５５１

接合（９２８５７・９２８６４）接合資料２点７.８７１.２０２.７５３.２５OB上牛鼻接合資料２２１５５２

９２８５７１.５７０.６０１.５０２.７０OB上牛鼻剥片２２２５５２

９２８６４６.３００.９５２.６０３.２５OB上牛鼻スクレイパー２２４４０３５５２

接合資料２点８.００１.６２２.２０４.１０OB三船接合資料２２１５５３

６７３８０-０.９０１.２０３.００OB三船ブランディングチップ２２２５５３

６５８７４-１.４０２.５０２.５０OB三船スクレイパー２２４８０３５５３

接合（６５８６７・６５９１４・６５８８４）接合資料３点１４.５８２.０５４.２０４.５０OB三船接合資料２２１５５４

２３９

６５８８４１.６７０.６０１.４０２.３１OB三船剥片２２２５５４

６５８６７４.４２０.９０２.５５２.６０OB三船台形石器２２４６８３５５４

６５９１４８.４９１.４０２.２２４.２５OB三船使用痕剥片２２５１８４５５４

接合（７３９７７・６５８９７・７２７６６他）接合資料５点２５.８３１.８５３.３０５.３０OB三船接合資料２２１５５５

７２７６６５.２２１.００２.７０３.２５OB三船剥片２２２５５５

６７３１０７.０６１.３０２.７０２.４０OB三船UF２２４８４３５５５

６６６４６１１.８４１.７０３.００３.４０OB三船剥片２２４５５５

接合（６５８６８・６６９１０・６８００３他）接合資料４点１８.１０２.１５３.３０３.３５OB上牛鼻接合資料２２１５５６

２４０

６５８６８１.１８０.５０２.３０１.７５OB上牛鼻剥片２２２５５６

６６９１０４.５７０.９５２.３０２.４５OB上牛鼻剥片２２３５５６

６８００３１.５３０.７０２.３０１.３０OB上牛鼻剥片２２４５５６

６７１９１１０.８２１.６５２.９０３.４０OB上牛鼻石核２２５５５６

接合（６３１３８・６５６１５・６６１８１他）接合資料１９点２３.２９２.３０４.１５７.００珪質頁岩接合資料２２１５５７

６３０９７４.７９１.６５２.２０３.７５珪質頁岩ナイフ形石器２２４６０２５５７
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第１６表　第Ⅰ文化層石器一覧表（１３）
備　　　　考取上番号重さ厚さ幅長さ石　材器　　種ブロック（番号）番　号挿図番号

接合（６７３１３・６６２６６・６５２５７他）接合資料５点５５.３８３.５０７.６０３.３０流紋岩接合資料２２１５５８

２４１

接合（６６８９９・６７３９７）接合資料２点４.４４０.８０２.１０３.２０流紋岩剥片２２２５５８

６５２５７２２.１８１.９０４.７０３.５０流紋岩剥片２２３５５８

６６２６６２０.５２１.８０４.６０３.６５流紋岩剥片２２４５５８

６７３１３８.２４１.１０３.３５３.５０流紋岩剥片２２５５５８

接合（６５７４３・６４９９２・６５８６３他）接合資料１０点２８.３４２.１５５.５５５.７５OB三船接合資料２２１５５９

２４２
接合（６４９９２・６５８６３・注記不明）接合資料３点６.９４１.２０３.３０３.１０OB三船剥片２２２５５９

接合（６５１５?・６５１５９・注記不明）接合資料３点８.９９１.５０３.３５３.００OB三船剥片２２３５５９

接合（６４９７５・９６９５７・注記不明）接合資料３点９.７１１.４５３.００３.８０OB三船ナイフ形石器２２４５４４５５９

接合（６５６０７・６６９１７）接合資料２点２０.０６２.１５３.００４.１０OB上牛鼻掻器２２１５６０

２４３

６５６０７１.１３０.５０２.１５１.５０OB上牛鼻剥片２２２５６０

６６９１７１８.９３２.１０３.１５３.９０OB上牛鼻掻器２２５１４３５６０

接合（９２８８０・６５２４２）接合資料２点１０.８４１.９５２.９０３.７０OB三船接合資料２２１５６１

９２８８０４.００１.２０２.１０２.７０OB三船剥片２２４４６２５６１

６５２４２６.８４１.１５２.９５２.８５OB三船掻器２２５０８３５６１

接合（６６７４０・６５２４３・６６７３７他）接合資料６点２８.４８１.６０４.００４.５０OB三船接合資料２２１５６２

２４４

６６７４００.４３０.４０１.３０１.３０OB三船剥片２２２５６２

接合（６５２４３・６８７３７・６６７１３他）接合資料５点２８.０５１.７０４.００４.５０OB三船スクレイパー２２３５６２

接合（６６１９８・７２７５２・６５１８６他）接合資料４点１８.４１１.６０４.００３.６０OB三船接合資料２２１５６３

接合（６６１９８・注記不明）接合資料２点４.３４０.８０２.８０３.２０OB三船剥片２２２５６３

接合（７２７５２・６５１８６）接合資料２点１４.０７１.３０４.００３.６０OB三船剥片２２３５６３

６５１８６９.４９１.２０３.２０２.９０OB三船UF２２５１７４５６３

接合（７２７７２・７２７３０・７２７２９他）接合資料４点４５.０６５.００４.５０１.７０安山岩接合資料２２１５６４

２４５

７２７７２２.１８０.５０２.３５１.９０安山岩剥片２２５３９２５６４

７３７３０６.９７１.３０３.３０２.３０安山岩剥片２２５４０３５６４

７２７２９４.１３０.７０３.００１.９０安山岩剥片２２５３７４５６４

７３９８５３１.７８１.６５４.５０３.７０安山岩石核２２５３８５５６４

接合資料２点接合１.３５２.２０３.１０OB三船接合資料２２１５６５

７２７３５８.９２１.６０２.６０１.１０OB三船ナイフ形石器２２５２８２５６５

接合（７２７３５・６５６５４）接合資料２点３５０.００５.１０７.２５８.１０砂岩敲石２１５６６
２５１

１２９９０７２８０.００５.２５６.１０６.９０安山岩磨石・敲石ブロック外５６７

１３５４１７１.９９０.８０１.６０２.４０OB上牛鼻台形石器ブロック外５６８

２５４

１１０８４３１０.２６１.３０１.８５３.６０凝灰質頁岩ナイフ形石器ブロック外５６９

１１０８０７１０.８７１.５０２.９５３.２０OB三船掻器ブロック外５７０

１１１３０４１６.３７１.５０３.００３.２０タンパク石スクレイパーブロック外５７１

１１０８３４３０.６９１.８０４.２０４.５０頁岩石核ブロック外５７２

１２４５０９６２.９１４.３５５.１５２.６０頁岩石核ブロック外５７３

１１０８０４１４.９２２.２５２.８０２.７０OB上牛鼻石核ブロック外５７４

１１０８３３９２.９７３.２５６.７０４.５０タンパク石接合資料ブロック外１５７５２５５

１１０８１２５.０５１.４０２.１５２.５５タンパク石剥片ブロック外２５７５
２５６

１１０８３３９２.９７４.２０６.５０４.２０タンパク石石核ブロック外３５７５

３９２５１３４.６２３.１０４.７０１０.７０安山岩石核３９５７６２９



第４節　小結

　第１文化層の課題のいくつかについて提示しておく。

　①礫群では，接合の実施により，礫群の前後関係が理解できるものも見られた。使用の方法やブ

ロック間との関連も問題となる。

　②石器石材は多種のものが認められており，ブロックにより明確な差異も認められた。特定のブ

ロックでは日東産黒曜石も多く，集団の移動経路や領域などについて検討できる状況となった。

　　ブロックによる石材差は，その形成時期の差についても検討が必要なことを示唆している。

　③第Ⅰ文化層はＡＴ直上の時期であり，調査中から狸谷型ナイフ形石器が多数出土しているとし

て注目されてきた。しかし，狸谷型のバラエティとして考えていた形態の差異はブロック間や

ブロック群で大きく異なる部分もあり，編年的な位置と共伴石器についても今後の検討課題と
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第２５７図　Aブロック群のナイフ形石器
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第２５８図　Ｂ，Ｃブロック群のナイフ形石器と台形石器

Ｂブロック群
Ｃブロック群



して追求していく必要がある。各ブロック群のナイフ形石器については再掲した。

　④今回，接合作業を実施することで多くの接合資料を得ることができた。石核となる礫の大き

さ，石核から素材剥片としての剥片剥離，そしてナイフ形石器や台形石器の製作までが複数の

接合資料により，その一端が明らかとなった。

　　　Ⅰ文化層の剥片剥離技術を分析・解明するためには，今しばらくの時間が必要である。ここ

ではその見通しを指摘するにとどめたい。これまでＡＴ直上期の狸谷型ナイフ形石器を含む石

器群の剥片剥離については，不明確であり，一般的に不定形剥片を素材とすると考えられてきた。

　　　しかし，今回の接合資料の結果，幅広剥片を効率的に連続生産していることが明らかとなり，

かなり意識的に計算された剥片剥離技術であることが指摘できる。今後時間をかけて分析・検

討する必要がある。 
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第２５９図　Dブロック群のナイフ形石器



　最後に第Ⅰ文化層の位置づけに関して若干ではあるが触れておきたい。

　仁田尾遺跡第Ⅰ文化層はナイフ形石器と台形石器を主要石器とする石器群であった。ナイフ形石

器は切出し形のものであり，そのうち幅広剥片を素材として二側縁加工で短辺をノッチ状に整形す

る特徴をもつ厚高のものは，狸谷型ナイフ形石器として呼称されている。

　本遺跡出土のナイフ形石器はA～Eの５ヵ所のブロック群として識別されており，各々のブロッ

ク群では石器の接合も顕著に認められており，ブロック群のなかの各ブロックについては石材が共

通しているものは同時性が高いと考えられる。ブロック群のうちA・B・D・Eの各ブロック群のナ

イフ形石器については，これまで理解されていた狸谷型ナイフ形石器に該当するものと考えられ

る。これらの石器群の組成はナイフ形石器，台形石器，掻器，削器，彫器などであった。

　しかし，Cブロック群の石器群については，使用石材が三船産黒曜石を主体とするものであり，ナ

イフ形石器の形態は切り出し形であるが比較的小さく，また幅も狭いもので台形石器との区別が困

難なものも多い。さらに器種的には台形石器の組成比率が高い。このようなナイフ形石器や石器群

の特徴は狸谷型ナイフ形石器のバラエティと考えるより，狸谷形ナイフ形石器とは異なる切り出し

形石器の一群として捉えた方がよさそうである。

　ただし，切り出し形を呈することから狸谷型ナイフ形石器とはかなり近接した時期の可能性が考

えられる。

　狸谷型ナイフ形石器を主体とする石器群は，近年南九州の多くの遺跡で出土例が増加している。

箕作遺跡で狸谷型ナイフ形石器を主体とする石器群が出土して注目された後，宮崎県野首第２遺跡

でも狸谷型ナイフ形石器の単独器種のみが主体となって出土している。これらの出土例などから，

狸谷型ナイフ形石器は剥片尖頭器や三稜尖頭器とは時期を異にするものであることが明らかとなっ

てきている。編年的な位置づけに関しては，AT直上の時期であり，剥片尖頭器を主体とする石器

群の前段階として位置づけられるものである。

　本遺跡で検出された礫群の炭化物による年代測定結果は，第Ⅹ章で掲載しているように，複数実

施しており，BP２５１２０±１２０年（AMS），BP２６１２０±８７０年，２６３９０±１８１０年，２７７６０±１１８０年（ベー

ター）という年代が得られている。AT上位の石器群については剥片尖頭器を主体とする桐木耳取

遺跡のBP２３０００～２４２９０年（AMS）や桐木耳取遺跡でBP２４６５０～２４６９０年（AMS）という測定年代が

ある。そのまま測定年代を比較するわけにはいかないが，剥片尖頭器を主体とする石器群と狸谷型

ナイフ形石器を主体とする石器群との編年的な前後関係を検討する比較材料とはなろう。
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